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第一章　再会と出逢いのパスタ







　それはいつもの朝に起きた、ほんの小さな出来事だった。

「旦だん那なさま、これはなんですか？」

　朝食の席でトーストにバターを塗ぬっていたオレに、リルカが何かを見せてきた。

　薄うす汚よごれた木の棒だ。ただし乱雑に削けずられていて、剣けんのような形をとっていた。

「ん……あれ、どこにあったの、これ」

「倉庫の整理をしていた時に見つけました。子どもが使う玩具おもちやみたいなので、気になって」

「みたいなのっていうか、子どもの玩具だな」

　トーストを齧かじりながら、木の棒を受け取って眺ながめる。

「オレが小さい頃ころに遊んでたやつだ。なんで倉庫なんかにあったんだろう」

　もしかして実家を出る際に、自分の荷物を詰つめた時、紛まぎれ込んでしまったのかもしれない。

「旦那さまが木もつ剣けんで遊ばれていたのですか？」

　意外そうに言うリルカ。気持ちは分かる。今のオレからじゃ、そんな行動的なところは想像できないだろう。

「遊んでたっていうか、正確に言えば遊ばれてたっていうか」

　記き憶おくを掘ほり起おこしていく内に、自分の顔が苦いものになっていくのが分かった。

「遊ばれていた、ですか？」

　リルカは目をしばたたかせて、小鳥のように首を傾かしげる。ともあれせっかくの朝食が冷めてしまうと、彼かの女じよと食事しながら話すことにした。

「前に言ったよね。オレには二人姉がいるって」

「ええ。わたしの実家に帰った時ですよね。セシリアお義姉ねえさまと、もうお一方が確か魔ま獣じゆう狩しゆう士しで、世界中を放ほう浪ろうしているとか」

「うん。セシリア姉さんは今と一いつ緒しよでおっとりしてたんだけど、もう一人の姉は正反対の性格をしていてね。良く言えば活発、悪く言えば破は天てん荒こうっていうか。とにかく、派手好きで四六時中、色んな騒そう動どうを巻き起こしていたんだ」

「まあ……そうでしたか」

　信じられないって感じのリルカ。そりゃそうだろう。

　うちの家族はオレを含ふくめて、どちらかと言えば内向きの人間ばかりだ。外に居るよりは家で何かしていた方がいいとか、そういう傾けい向こうにある。

　でも姉さんだけは別格というか、異質というか、突とつ然ぜん変異というか。

　母さんもそういうところはあったから、そっちに似たのかもしれないけど、さすがに姉さん程ほどじゃなかった。

「で、魔獣狩士になる前から、街では暴あばれん坊ぼうで知られてた。男相手にだって喧けん嘩かで負けたことはほとんどなかったし、たとえ負けても勝つまで意地でも挑いどむって女じよ傑けつでさ」

「すごい。なんだか、格かつ好こういいですね！」

「はた目から見ればね……でも身内に居たら割ととんでもないというか。コニーはまだ赤あかん坊だったから、オレが色んな所に連れ回されてさ。大人の目を盗ぬすんで街の外まで出かけて、害がい獣じゆうに遭そう遇ぐうして命からがら逃にげるとか、そんなことはしょっちゅうだったよ」

　思わず遠い目をしてしまう。我ながらよく生きていたものだと、幸運に感謝すら捧ささげてしまうほどだ。

「では、この剣はその時に……？」

「うん。あんたにも戦う為ための武器が必要ねとか言われて、姉が作ってくれた。まあ、てんで役に立たなかったけどさ」

　当たり前だ。害獣相手に子どもが木剣一本持ったくらいで、何が出来ると言うんだ。

「なんといいますか……その。大変なお義姉さまだったのですね」

　リルカが慎しん重ちように言葉を選んでくれる。はっきり無む茶ちや苦く茶ちやな奴やつだと表現してくれても良かったんだけど、そこが彼女の良いところだろう。

「そうだね。今いま頃ごろ、何してるんだか」

「手紙などは送られてこないのですか？」

「そういう人じゃないんだよ。気が向いたら実家にふらっと帰って来て、大酒呑のんでひっくり返って爆ばく睡すいしたら、また旅に出る。その繰くり返かえし」

「自由な方なんですね。少し、憧あこがれます」

「いやいやいや。憧れたらダメだから。あんな人に」

　オレは目玉焼きを切り分けながら、全力で首を横に振ふった。とろりとこぼれた半熟状態の黄身を口に運ぶ。濃のう厚こうな味が舌を楽しませてくれた。

「心も力もやたらめったら強い人だし、セシリア姉さんは歳としが近いからか結構気を遣つかってたけど、オレやコニーに遠えん慮りよなんかしなかったからね。拳げん骨こつ喰くらってるか、引きずり回されてるか、上に圧のし掛かかられているか、そんな思い出しかないよ」

「そ……そうなんですか」

　さしものリルカも引き気味だ。無理もない。

「ともあれ、リルカに紹しよう介かいできるか分からないし、まあ、しなくても大だい丈じよう夫ぶだと思うよ……っと。そろそろ時間か」

　時計を見て、オレは残りの朝食をたいらげた。とうもろこしのスープを飲み干して、傍かたわらに置いてあったローブを羽織る。

「それじゃ行ってくるよ」

「はい！　行ってらっしゃいませ！」

　立ち上がって玄げん関かんまで行くと、リルカが見送りにきてくれた。

　これまでなら、そのまま出て行くんだけど、オレは扉とびらに手をかけたところで足を止める。

「あ、あの、旦那さま……？」

　リルカが声をかけて来たからだ。どうしたのかと振り向むくと、彼女はなぜか頬ほおを赤らめていた。俯うつむき、体の前でもどかしそうに指先を絡からめている。

「どうしたの？　なにかあった？」

「あ。はい。大したことではないんですが、その……」

「なんでも言って。オレに出来ることならするから」

　リルカの前でしゃがみこんで微笑ほほえむ。すると、彼女は小さく頷うなずいて、か細い声で言った。

「えっと、ですね。わ、わたし、ずっと憧れてたことがあって」

「へえ。どんなこと？」

「その……本で読んだんですが、け、け、結けつ婚こんしたら、妻は夫が出かける前にあることをされると」

「……う、うん」

　あれ。なんだ。似たようなことが前にあった気がするぞ。

「それは、い、い、い、い……」

「い？」

「い、いって、いって……いってきます……」

　心につかえているものを必死で取り除こうとするように、リルカは何度も同じ言葉を繰り返して――。

　ついに、大きく息を吸い込むと、決心した様子で叫さけんだ。

「い、いってきますの口づけをして下さいッ！」

「おうわっ!?　あだっ!?」

　あまりの勢いについ後ろへ跳とんでしまい、オレは玄関の扉に思いっきり頭をぶつけてしまった。

「あっ、つう……ッ！」

　目がちかちかするほどの痛みに、うずくまる。

「ああっ！　だ、旦那さま、大丈夫ですか!?」

　慌あわてて駆かけ寄よって来たリルカが、狼ろう狽ばいし始めた。

「な、なんとか……ごめん、びっくりしちゃって」

「す、すみません、変なことを言って！　わ、忘れて下さい！　なんでもありませんから！」

「いやいやいや。そういうわけにもいかないよ。え、えっと、口づけって……その、オレからだよね？」

「は、はい。でも、その、本によれば妻も夫からされたら、お返しに同じことをしなければならないと……」

　目を閉じながら、心底恥はずかしそうにリルカは呟つぶやく。

　そんなに照れくさいなら言わなければいいのにと思うけど、それでも尚なお、伝えたいと思ったのだろう。

　そんな姿がいじましく、また、何よりも可愛かわいらしく思えた。

「……っていうか、リルカ、どんな本読んだの？」

「はう。あの。えと。それは。秘密です」

　なぜ!?　奥おくさんがオレの知らない間になにで知識を蓄たくわえているか把は握あくしておかないと、ちょっと不安なんだけども!?

「いや。まあ、いいんだけど。……分かった」

　こほん、と咳せき払ばらいをして。オレは床ゆかに膝ひざをついた。

「じゃ、じゃあいくよ？」

「は、はい！　ど、どうぞ、ご遠慮なくっ！」

　両手を握にぎって構えるリルカ。そんな、激しい戦いに挑むような格好をされても困るんだけど。

「……行ってきます、リルカ」

　オレはリルカの小さな体を抱だき寄せると、その頬に口づけした。柔やわらかな感かん触しよくと、彼女のほのかな体温が伝わってくる。

「ひゃっ……！」

　一いつ瞬しゆん、びくりと体を竦すくませたけど、リルカはそっとこちらに身を預けてくれて。

　手を放すと、耳まで真っ赤にしながらも、オレを見て笑えみを浮うかべてくれた。

「あ、ありがとうございます。では、わ、わたしからも……」

　服の裾すそをぎゅっと掴つかみながら、リルカはオレの頬に、ゆっくりと顔を近づけてくれる。

　すぐに、彼女の唇くちびるが、肌はだを通して感じられた。

「……いってらっしゃいませ、旦那さま」

　耳元で囁ささやかれる優やさしい声。オレはぐっと胸が詰まり、無意識にリルカを強く抱きしめていた。

「あ、あの、旦那さま？」

「……ごめん。ちょっとだけこうさせて」

　可愛い。可愛すぎる。本格的に不味まずい。目の前に居る、もう長く一緒に居る女の子のことを、改めて何よりも愛いとおしく思う。

　……なんか、もう、このまま仕事休んでリルカと一緒に居ようかな。

「って、いかん、いかん。そんなわけには」

　一瞬、脳のう裏りを過よぎった甘あまい考えを懸けん命めいに振り払はらうと、オレはリルカから離はなれた。

「じゃ、じゃあ、またね。今日はそこそこ早く帰れると思うから」

「は、はい。お待ちしております！」

　力強く何度も頷くリルカの頭を撫なでて、オレは家を出る。

　未いまだ高鳴る胸を押おさえつつ、良く晴れた空を仰あおいだ。

「まさかオレが、仕事をサボろうと思うなんて……」

　自分で自分にびっくりだ。

　結婚前のオレに言ったところで、笑い飛ばされるのがオチだろう。

「……姉さんが今のオレを見たら、どう思うかな」

　独りごちて、わずかに苦く笑しようした。




「……暑い」

　正午を過ぎたレイランド製薬所内で、ザックがぼやいた。

「暑い……」

　席を立つと、ふらふら窓まで行き、外に身を乗り出しながら叫ぶ。

「暑いぞこんちくしょ――ッ！」

「うるさいっ！」

　アイラが傍そばにあった紙くずを放ほうり投なげた。見事にザックの後頭部に当たる。

「いてぇな!?　なにすんだ!?」

「暑い暑いってやかましいのよ！　仕事をしなさい、仕事を！」

　アイラが苛いらついたように机を叩たたいた。

「そうよ、ザック。ただでさえ暑いんだから、暑いって言ったら余計に暑くなる気がするでしょ。そんなことも分からないの？」

　うんざりした顔で言うコニー。

「お前も今、結構口にしたけどな……」

　オレは力ない声で突っ込んだ。実際、絶ぜつ叫きようしたザックの気持ちも分かるくらい、今日は気温が高い。

　春は過ぎて夏に一直線の季節なのだから、仕方ないと言えば仕方ないんだが。

「そうねえ。これだけ暑いと、海にでも行きたくなるわねぇ」

　書類を整理しながら、セシリア姉さんがのんびりとした口調で告げる。

　だが言葉とは裏腹に、姉さんは汗あせ一つすら掻かいてなかった。

「海……ああ、海。良い響ひびきっすよねえ。灼しやく熱ねつの太陽。焼ける砂すな浜はま。涼すずやかな水面。そして、大だい胆たんな水着に身を包つつんだ麗うるわしき乙おと女めたち……！　うひょーっ！」

　さっきまでのだらけ気分はどこへいったのか、ザックが両手を掲かかげてはしゃぐ。

「途と中ちゆうまではともかく、最後のはどうなのよ、ザック。ティマさんに言いつけるわよ」

　アイラがとがめるとザックは慌てたように反応した。

「ち、ちが!?　いや、ほら、美しい物を愛めでたいというのは人間本来の性みたいなもんだろ!?　いわば絵画や彫ちよう刻こくと一緒で！　そもそも女性の露ろ出しゆつした肌というものは古来から高名な芸術家たちの間では作品の題としてもてはやされていてだな!?」

　急に早口になったなこいつ。

「へー」「ふーん」「あらー」

　女じよ性せい陣じんの声から一気に抑よく揚ようが消えた。全く信用されていない。

「くっ、形勢が不利!?　おい、相棒！　お前からも言ってやれ！」

「なにをだよ」

　いいから仕事しろよ。

「お前だってほら、街中で可愛い女の子が居たら見るだろ!?　刺し激げき的てきな格好をしていたらつい目を奪うばわれるだろ!?」

「いや別に」

「はいって言えよおおおお！　このままだと俺おれが悪者になっちまうだろ!?」

「なっちまうっていうか悪者でしょあなたは」

「いいからティマさんに謝あやまればいいのよ」

「まあまあ。今からティマさんを連れてきましょうか？」

「すみません勘かん弁べんしてください」

　流れるように深々と頭を下げるザック。こいつ、恋こい人びとが出来てもこういう扱あつかいなのか。自じ業ごう自じ得とくだけど。

「ただまあ、海ってのはいいかもしれないわねえ。さすがに遠いから行くのは難しいけど」

　アイラがどこまでも広がる晴天を見つめながら言った。あるいはその先にある大おお海うな原ばらを想像しているのかもしれない。

「海は無理だとしても、湖くらいなら行けるわよ。近くにいいのがあるって友とも達だちから聞いたもの。ねえ、お姉ちゃん？」

　コニーが話を向けると、セシリア姉さんは「そうねえ」と顎あごに指先を当てた。

「最近、忙いそがしい日が続いたし、休きゆう暇かにいいかもしれないわねえ。考えておくわぁ」

「やった！　ねえ、いつ行く!?　いついくの!?」

　途と端たんに目を輝かがやかせるコニー。

「どうかしらぁ。仕事に目め途どがついてからだから、まだなんとも言えないわねぇ」

「ええええ！　行くって言った！　今、行くって言ったのにー！」

　地じ団だん駄だを踏ふんでいるコニーに、オレは新しく造った魔ま法ほう薬の瓶びんを横に置きながら、

「考えておくって言っただけだろ。いいからお前も作業を再開させろ。そんなんじゃ、いつまで経たっても見習いのままだぞ」

「ぐっ……なによ！　正論ばっかり言って！　お兄ちゃんなんか、お兄ちゃんなんかアレよ！　その……ドレよ!?」

　知らんわ。悪口の選せん択たくを、言う相手に投げてどうする。

「やれやれ。ま、頑がん張ばって都合をつけましょか。ほらザック、まだやることは残ってるんだから、いつまでも現実逃とう避ひをしない」

「へえへえ。ったく、社会人は辛つらいねえ……」

　ザックがぼやきながら、窓から離れて自分の席へと向かった。

　が――その時、急に外が騒さわがしくなる。

「ん？……なんだ？」

　ただ事ではない雰ふん囲い気きに、オレは腰こしを上げると様子を見に行った。

　事務所の前には通りがあるのだが――そこに、この暑さにもかかわらず、大きな人だかりが出来ている。

　その中心には、思わぬものが居た。

　巨きよ大だいな蜥蜴とかげのような生き物だ。ただし大きな翼つばさをもっており、背筋には馬の鬣たてがみにも似た毛が、尻しりからは長く細い尻尾しつぽが生えていた。

「あれは……害獣か!?　どうしてこんな街中に！」

「おわ、本当だ。何かの事件か!?」

　ザックもオレの隣となりで好こう奇き心しんを剥むき出しにしている。こちらの反応にアイラやコニー、セシリア姉さんまで集まって来た。

　上体を屈かがめ、低い唸うなり声ごえを上げる害獣の周囲には、ローブを身に纏まとった魔ま導どう士しが何人もいた。それぞれの手には形は違ちがえど一様に杖つえが握られている。

「魔獣狩士ね。害獣が街に入り込んできたのを退治しにきたのかしら」

　アイラが自身の考えを述べるが、オレとしてはちょっと疑問だった。

「たった一匹ぴきが警備を掻い潜くぐるってのは、どうも考えにくいけどな……」

　オレが住んでいるリスティールという街には入り口が二つあるが、いずれも兵士や魔導士が厳重に守っている。

　過去に複数体の害獣が何らかの理由で街を襲しゆう撃げきしてきたことはあったが、それも精せい鋭えい達たちによって食い止められているはずだ。

「それもそうね。だとすればどういう理由か……」

　アイラが考え込んでいると、咆ほう哮こうが聞こえて来た。

　害獣が大きな口を開けて間もなく――喉のどの奥から、大量の炎ほのおが吐はき出される。

　野や次じ馬うま達たちは悲鳴を上げて逃げ惑まどい、魔獣狩士達もそれぞれが攻こう撃げきをかわして手をかざした。

　虚こ空くうに火や氷、疾しつ風ぷうが瞬しゆん時じに生じる。攻こう撃げき魔ま法ほうだ。害がい獣じゆう目め掛がけて走るそれが、見事に直ちよく撃げきした。

　しかしどれも、さほど傷は与あたえていないようだ。害獣は鼻息荒あらく、地面を蹴けると、尻尾を振り回まわした。

　鞭むちのようにしなる部位が、何人かの魔獣狩士を巻き込んで、近くにあった建物の壁かべを大きく削る。轟ごう音おんと怒ど号ごう、悲痛な叫びが交こう錯さくした。

「……ねえ、なんかあいつ、結構強くない？　大丈夫なの？」

　コニーが心配そうに言うものの、残念ながら誰だれも否定できなかった。確かにこのままだと少し不味いかもしれない。

　が――。

「はいはいはい。どいてどいてどいて！」

　そこで誰かの大きな声がして、野や次じ馬うまが強ごう引いんに左右にどかされた。

「どいてどいてどけっつってんのよ、ぐだぐだしてるとあんたらも焼き殺すぞ！」

　物ぶつ騒そうな物言いで人の波を割って出たのは、一人の女性である。

　整っているが、鋭するどい目に凛り々りしい顔つき。ブラウンに近い色をした長い髪かみは、本来なら美しい艶つやがあるだろうに、ろくに手入れをしていないのかぼさぼさだ。

　大きな胸と引ひき締しまった体は露ろ出しゆつ度どの高い服で必要最低限に隠かくされており、上から外がい套とうのようにローブを羽織っていた。

「……あれ？」

　見覚えのある姿に、オレは眉まゆを顰ひそめる。

　女性は害獣の前に立つと、不敵な笑みを浮かべて巨きよ体たいを見上げた。

「随ずい分ぶんと暴れてくれちゃったじゃない。やんちゃな子は嫌きらいじゃないけど、過ぎたらお仕置きされるわよ」

　害獣は突とつ如じよとして現れた新たな敵を前にして、威い嚇かくするように前ぜん傾けい姿勢をとった。

　次いで――全身から振り絞しぼるような、巨大な鳴き声を上げる。

　衝しよう撃げき波はを伴ともなって辺りの瓦が礫れきを吹ふき飛とばし、建物さえ地じ震しんのように揺ゆらすような規模だった。

　離れているオレ達でさえ圧あつ倒とうされるほどで、近くに居た野次馬や、魔獣狩士達ですら腰を抜ぬかしている。

　が、女性は微み塵じんも動かず、ただ腰に手を当てているだけだった。

「なにそれ。脅おどしのつもり？」

　それどころか鼻で笑うと、息を吸い込んで――一いつ喝かつする。

「うるせえっつーのよ、このデカブツがッ――!!」

　正直、声量としてはさっきの害獣とは比べ物にならなかった。

　しかし、全身から迸ほとばしる迫はく力りよくという意味ではほぼ横並び……いや、相手を超こえていたかもしれない。

　その証しよう拠こに害獣は怯ひるむように足を下げた。

　ただ、わずかでも人間如ごときに恐おそれを見せたことが、矜きよう持じとして許せなかったのか――。

　害獣は目を血走らせて、再び踏み込むと、大口を開いた。

「アリッサさん、下がって下さい！　危険です！」

　魔獣狩士から忠告されるが女性は気にもせず、髪をぼりぼりと掻いて面めん倒どうくさそうに手を上げる。

　そして害獣が、怒いかりと共に熱波を吐き出そうとした正にその瞬しゆん間かん。

「はい、寝ねときなさい」

　ぱちん、と指を弾はじいて渇かわいた音を鳴らした。

　爆ばく裂れつが起こる。害獣の体付近で発生した極大の火か焔えんが、相手を呑みこんで炎えん上じようしたのだ。

　その現象自体はすぐに収まったが、中心に居た害獣は、見事なまでに焼やけ焦こげていた。

　白目を剥き、ふらつくと、大きな音を立てて地面に沈しずむ。

　わずかな静せい寂じやくがあって――野次馬達が歓かん声せいを上げた。

　が、偉い業ぎようを成なし遂とげた当の本人は特に誇ほこりもせず、淡たん々たんと仲間に指示を出す。

「荷台持ってきて、縄なわで縛しばってから回収。急いで。まだ仕事は終わってないから」

　魔獣狩士達は頷いて、それぞれの目的を果たす為に散っていった。

「すっごいわね、あのお姉さん。杖も使ってないのに、信じられないくらいの威い力りよくよ、あの魔法」

「そっちもすごいけど、纏ってる空気感も半はん端ぱねえな。美人だけど口説くのに結構な覚かく悟ごがいりそうな」

「……っていうかあの人、どこかで見たことない？」

「そういえば、記憶にあるような……」

　ザックとアイラが会話を交かわしている。二人とも面識があるのは当然だろう。

　それにしても……ううん。服装やら髪かみ型がたが変わってるから、すぐには気付けなかったぞ。

「相変わらず派手よねえ」

「あらあら。まあまあ。ずいぶんと久ひさし振ぶりだわぁ」

　コニーやセシリア姉さんの言葉に、オレは頭を掻く。やれやれ。思ってもみない事態だ。

　そこで件くだんの人物がふとこちらを見上げた。オレと視線が合うと目を丸くして、にこやかに笑う。

「おー！　なんだなんだ、長く見ない内に随分と大きくなったわねえ、ジェイクにコニー！」

　手を振りながら、親しげに言ってくる女性に、オレは答えた。

「こんなところで何してるんだよ……アリッサ姉さん！」




　驚おどろいた。いや驚いたなんてものじゃない。まさしく青せい天てんの霹へき靂れきというべき出来事だった。

　アリッサ＝レイランド。突如として目の前に現れたのは、実に数年ぶりの再会となるオレのもう一人の姉さんだった。

「いやー、街に帰って来たからいつか会えるとは思ってたけど、まさか仕事中とはねー！　んー？　元気にしてたかね、我わが可愛い弟よ」

　事務所からの帰り道、アリッサ姉さんが無む駄だに大きな声で言いながら、オレの背中をばしばしと叩いてくる。相変わらずの馬ば鹿か力ぢからだ。

　午後の出来事があった後、事務所を訪おとずれてきたアリッサ姉さんは、コニーやセシリア姉さんに挨あい拶さつをした後、オレの家に来たいと希望したのだ。

「まあ、それなりには。でも実家に帰らずに、なんでオレの家なの？」

「実家には帰って来たすぐ後にちょっと寄ったよ。そこで母さんからあんたが結婚したとか聞いてさ！　そりゃ行くしかないでしょってやつよ！　なによ、もう、実の姉に連れん絡らく一つもしないで！」

「いや、アリッサ姉さんが世界中をうろついてて、どこにいるか分からないからだろ」

　手紙の送りようがない。

「ま、それもそうか。なににせよ、あんたがどんな子と結婚したのか、会うのが楽しみだわー！」

　……オレは不安しかないんだが。

　リルカには紹介しないだろうと今朝は思ってたけど、まさかの展開になってしまった。

　と、そこで気付いた。通りがかりの人達が、オレの方をちらちらと見てくるのだ。正確にはアリッサ姉さんを見ているのだろう。

　なにせ姉さんは美人で、胸が大きく、体つきも均整がとれていた。要は異性同性問わず、人を惹ひきつける外見をしているのだ。

　ただ、何人かアリッサ姉さんと付き合った人はいたが、いずれも最長で一カ月、最短で三日ほどで別れているらしい。しかも関係を断たちたいと切り出すのはいつも向こうからだ。

　多分だけど、恋人同士になって中身と向き合った結果、付き合いきれなくなったのだろう。すごくよく分かる。

「で、あんたの家はどこよ？」

「そこだよ」

　オレが自宅を指差すと、姉さんはまじまじと眺めてから躊躇ためらいなく言った。

「小さいしボロいな！　今にも倒たおれそう！」

「少しは気を使えよ。その通りだけど」

「あたしが魔法使ったら一発で崩ほう壊かいするんじゃない？」

「アリッサ姉さんが言うと冗じよう談だんにならないからやめてくれ」

　焚たきつけたら本気でやる恐れすらあるからな、この人。

「まあいいや。んじゃ、お邪じや魔ましますっと」

　オレより先に家に入ろうとするので、慌てて止めた。

「待った、待った！　まずオレからね」

「えー。なんで？」

「なんでも！　いいから、従ってくれ。一応、家主なんだから！」

　いきなりアリッサ姉さんをリルカに会わせたら、どんなことになるやら想像すらしたくない。

　オレは覚悟を決めて、ノブを握ると玄関の扉を開けた。

「おかえりなさい、旦那さま！」

　満面の笑みを浮かべたリルカが駆け寄ってくる。目を輝かせてオレを見上げると、両手を大きく広げた。……この子はどうして、オレが帰ってくるだけでこんなにも嬉うれしそうにしてくれるんだろう。

　や、それはともかく。

「ただいま、リルカ。あー。えっとね。今日はその、お疲つかれ様さまはしないでいいんだよ」

「え……？　どうしてですか？　いつもされているのに」

　困惑している様子のリルカ。確かにそうだ。オレはいつも帰宅するとリルカを抱き締めて、頭を撫でてもらう。そうすると仕事の疲ひ労ろう感が一気に消えてしまうからだ。言うなれば毎日行う大切な儀ぎ式しきのようなもの。

　ただ今は不味い。何が不味いって、アリッサ姉さんがいるからだ。

「旦那さま、ひょっとしてお体を悪くされているのですか？　もしそうなら、ゆっくりとお休みください」

「そういうわけじゃないんだけど」

「でも、違うならなぜ今日に限って……？　わ、わたし、何かしましたか!?　だから、お疲れ様でしたって、頭を撫でて差し上げるのを、お断りなされるのですか!?」

　焦あせったように訴うつたえかけてくるリルカ。

「いやあのリルカ？　ちょっとリルカ？」

「でも、旦那さまにぎゅっとして頂くのはわたしも落ち着くので、もし可能ならいつものように……ああ、でも、わたしに原因があるのなら無む理り強じいをしてしまうのは……で、ですがそれでも……！」

「なにか迷っているようだけどリルカ!?　あのねリルカ!?」

　オレが隠そうとしていたことをがんがん明らかにしていってるけど、リルカ!?

「へー。ジェイク、あんた、そんなことしてもらってたんだ」

「ひぃっ！」

　背後からの興味深そうな声に体が竦んだ。

「人間、変われば変わるもんねえ。いやはや、昔のあんたからは想像もできないわ。お姉ちゃんびっくり」

　顔を後ろに向けると、この上なく爽さわやかで、かつ、含みのある笑え顔がおになったアリッサ姉さんがいた。

「でも遠慮しないでいいのよ？　そのお疲れ様っていうの？　どんどんやっちゃって？　あたしはずっと見てるけど。穴が空くほど見守ってるけど。時に感想なんかも交えながらゆっくりじっくりまったり見てるけど」

「やんないよ！　大体、そういう時は席を外すもんだろ!?」

「誰がそんなことするか！　滅め茶ちや苦く茶ちや面おも白しろいに決まってるのにッ！」

　堂々と正直にとんでもないこと言い出したぞ、この姉。

「……あら？　旦那さま、そちらの方は？」

　そこでリルカがアリッサ姉さんの存在に気付いて首を傾げた。

「あ、ああ。紹介が遅おくれてごめん。こっちの人は――」

「っていうかそれはこっちの台詞せりふよ。なんか弟の意外な一面に驚いて、そもそもの前提を尋たずねるのまるっと忘れてたけど」

　姉さんがオレをおしのけて前に出ると、リルカを見下ろす。

「ひょっとして、この子があんたの奥さん？」

「あ、ああ。そうだよ。メーヴィス師し匠しように紹介されてさ」

「ああ。あの天星のババアか。へえ。あの因いん業ごうババアがこんな子をあんたにねえ！」

　世界広しと言え、『天星』持ちの魔導士をババア呼ばわりするのは、アリッサ姉さんくらいなものだろう。

「ふむ。ふむふむ。ふーむふむ。ふむ」

　アリッサ姉さんはしゃがみこむと、リルカをじろじろとぶしつけな程に観察し始めた。

「あ、あの……旦だん那なさま？」

　困り切っている様子のリルカに、オレはやっと説明する。

「この人、アリッサ姉さん。朝話しただろ。オレのもう一人の姉さん」

「まあ!?　も、申し訳ありません。ご挨拶が遅れました。旦那さま……ジェイクさんと結婚させて頂きました、リルカと申します」

「はいよろしく。へー。リルカねえ」

　適当に返事をしてから、アリッサ姉さんは「よし」と呟いた。そのまま両手を差し出すと――何を思ったか、躊躇いなくリルカを抱き上あげていく。

「ひゃあっ!?」

　突然の出来事に悲鳴を上げるリルカ。

「お、おい、なにしてるんだよ、姉さん！」

　リルカと視線を合わせた状態でしばらく無言になっていたアリッサ姉さんは、やがてはっきりと言った。

「――超可愛い！」

「へ？」
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「無む茶ちや苦く茶ちや可愛かわいい！　なにこの子！　年はいくつなの!?」

「じゅ、十四歳になります……」

　恐る恐る答えるリルカ。

「十四!?　ジェイク、可愛いからって法まで犯おかしたわけ!?　やるじゃない！」

「犯してない犯してない」

　物騒なことを言うな。

「いやー、可愛いわねえ。なんなんだろ。こんなに可愛い子、今まで見たことない。コニーとは全然違うわね。なんかお人形さんみたい」

「あ、ありがとうございます」

「なんか素す直なおそうだし、コニーもこれくらい可愛かったらなー！　ちくしょう！　羨うらやましい！」

　コニーが聞いたら怒り狂くるうぞ。

「うーん。いいなー。いいなー。……うん、決めた！」

　何の遠慮もなくリルカを抱き締めると、アリッサ姉さんはこっちを向いた。

「――この子、あたしがもらうわ！」

「はあ!?」

「ジェイクには勿もつ体たいない！　あたしがもらって妹にする！　世界中を旅しよう、リルカちゃん！」

「え、ええ!?　ええと、ええと、それは！」

　突とつ然ぜん過ぎる展開に、リルカはただひたすらに当とう惑わくするばかりだ。

「安心して、大事にするから！　蝶ちようよ花よと愛でるから！　ね、いいでしょ!?」

「いいわけあるか！　リルカを返せ！」

「えー。やだ！　もうこの子はあたしのもん」

　密着した状態でリルカに頬を擦すり寄せながら、幸せそうに目を細めるアリッサ姉さん。いかん。これは本気だ。

「だ、旦那さまぁ……！」

　リルカが助けを求めるようにこちらに手を伸のばしてきた。いかに相手がアリッサ姉さんだろうと、夫として大事な奥さんを奪われるわけにはいかない。

「ああ、もう、いい加減にしろって！」

　オレは強引に、アリッサ姉さんの手からリルカを取り返した。二度と奪われないようにぎゅっと抱き寄せながら、

「リルカはオレと結婚したんだ。誰がなんと言おうと渡わたさない！　無理やりやろうっていうなら、こっちだって覚悟があるぞ!?」

「いやジェイク」

「アリッサ姉さんが一度欲ほしいと思ったものはなにがあろうと手に入れる性格だってのは知ってる。でもリルカだけはダメだ。彼かの女じよはオレにとって一番大切な人なんだからな!?」

「ジェイク冗談だって」

「大体、アリッサ姉さんはいつもそうやって勝手ばかりしてオレ達を振ふり回して、何度ひどい目に遭あったか数えきれないほどで……え？」

「だから冗談。嘘うそ」

　我に返ったオレに、姉さんは呆あきれたように言った。

「いくらなんでも弟の嫁よめさんをとるわけないわよ。常識で物考えなさい、あんたは」

　ア、アリッサ姉さんの口から常識という言葉が出るとは。いやそれはともかく。

「……冗談？　でもさっき、結構、本気だったような」

「ちょっとからかってやろうと思って、演技しただけよ」

　アリッサ姉さんはとびきり面おも白しろい物を見つけたというように、にやりと笑った。

「いやー、変われば変わるもんね、あの堅かた物ぶつで自分の興味あるもの以外見向きもしなかったようなジェイクが、まさか女の子をねえ。こんなにもねえ。お姉ちゃん二度びっくりってやつだわ」

「う……い……いや……」

　しまった。完全にしてやられた。自分の体温が急激に上じよう昇しようしていくのを感じる。多分、オレの顔や耳は真っ赤になっていることだろう。

「だ、旦那さま……」

　か細い声が聞こえて、ぎこちない動きでリルカの方を見た。

　彼女もまた、露出している肌はだ全すべてが、熟した林りん檎ごのような色に染まっている。

「……ありがとうございます」

　俯うつむき、リルカは、消え入るように言った。

「あっはっは。あっはっはっはっは、うひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　アリッサ姉さんが腹を抱かかえて笑い転げる。オレは羞しゆう恥ち心しんに体を震ふるわせながら叫んだ。

「帰れ！　今すぐに！」

「やーよ。お腹なか減ったから晩ばん御ご飯はんご馳ち走そうして」

　あっけらかんと返して、アリッサ姉さんは居間へと向かった。

　か、変わってない。久し振りだろうと、少しも変わってないぞ、あの人は。

「ごめん、リルカ。……言っただろ、ああいう姉さんなんだよ」

「い、いえ。でも、本当にすごいお義姉ねえさまですね……」

　呆ぼう然ぜんとしたように、リルカはアリッサ姉さんの後ろ姿を見つめていた。

　その後、リルカが三人分の料理を作ってくれ、夕食の時間となる。

　食しよく卓たくには魚ぎよ介かい類るいをふんだんに使ったパスタと、赤茄子なすの冷製スープが並んでいた。

「暑いですから、なるべくあっさりしたものにしました。赤茄子は暑さにばてた体にも効果的だと聞きますし、どうぞ召めし上がって下さい」

　リルカの言葉に、腹の虫が騒ぎ出だす。早さつ速そく、スープから頂くことにした。

　スプーンで掬すくって口に入れると、冷たい感触と共に赤茄子の酸味と旨うま味みが舌の上で踊おどる。確かに全身に染しみ渡り、弱った体を癒いやしてくれるようだ。

　烏賊いか、浅あさ蜊り、海老えびなどを使ったパスタもさっぱりとしているが、魚ぎよ介かいの出汁だしが効いていて食欲を刺し激げきする。食べているのにお腹が減っていきそうだった。

「うん、美味おいしいよ、リルカ」

「良かったです。……お義姉さまはどうですか？」

　リルカが尋ねると、アリッサ姉さんが頷うなずいて、取り分けられたパスタの皿を手にとる。

　かと思うと、いきなり、何の躊躇いもなく大口を開けて料理を放り込んだ。

「ああ!?　あの、浅蜊や海老の殻からがあるのでそのまま食べるのは……！」

　ぼぎぐしゃごりごりぐり。

　リルカの注意も虚むなしく、アリッサ姉さんは浅蜊と海老を殻ごと凄すさまじい音を立てながら噛かみ砕くだいた。テーブルマナーが尻尾を巻いて逃にげそうなほどの野性味あふれる食べ方だ。

「うん。美味しいわね。料理も上手うまいのか、リルカちゃんは」

「そ、そうでしたか。ありがとうございます」

　圧倒されながらも、リルカはアリッサ姉さんの満足した様子に微笑ほほえんだ。ただ、

「やっぱりあたしと一いつ緒しよにこない？　ジェイクがお嫁さんにしておくなんて、宝の持もち腐ぐされってやつよ」

　再度の勧かん誘ゆうに表情を固まらせる。しかし――。

「い、いえ！　その……わたし、旦那さまが……旦那さまの奥さんが、いいです」

　すぐに真正面から切り返す。反応の速さにオレの方が驚いた。

「……ほほう。思ったことはしっかりと口にする度胸もある。やっぱりいいなあ。羨ましいなぁ。欲ほしいなぁ」

「もういいってその話は。それより訊ききたいことがあるんだけど。今回はどうして帰って来たんだ？」

　オレは、赤茄子のスープを豪ごう快かいに音を立てて飲んでいるアリッサ姉さんに言う。

「どうしてって、理由がなきゃ故郷に帰って来ちゃいけないわけ？」

「そうでもないけど。もしかして昼間に起こったことが関係してるのか？」

「昼間、ですか？」

　リルカが不思議そうにしていたので、午後に事務所前で起こったことを、簡単に説明した。

「まあ、そのようなことが。ではアリッサお義姉さまは、何かのお仕事で戻もどってこられたのですか？」

「んー。早い話がそんな感じね。実は魔導士協会から、リスティールで害がい獣じゆうの裏取引が行われてる可能性があるから、調査して事実であれば取とり締まってくれって話が来てね」

「害獣の、裏取引……？」

　聞き覚えのない響きだったのだろう。リルカがきょとんとしながら、鸚おう鵡む返しに呟つぶやいた。

「害獣を高額で売り飛ばす業者がいるんだよ。もちろん危険だから法律じゃ禁じられている」

「では、害獣を購こう入にゆうされる方がいるということですか？」

「うん。物好きな人ってのは、どこの世の中にもいるものだよ」

　単純に飼うといった目的から、番犬代わりにしようとする奴やつもいる。中にはちょっとリルカには聞かせられないようなことをする連中だって存在していた。

「で、調査してみたらこれがばっちり事実だったってわけ。それで業者の方は取引現場を押おさえて仲間と協力して全員捕ほ縛ばくしたんだけど、その際に商品である害獣が逃げだしてね。追いついた場所が、ジェイクが入った事務所の前だったってこと」

「そうでしたか。では、あの、害獣の方は？」

「安心して。あたしが完全完かん璧ぺきにぶちのめしたから」

　少し不安そうにしたリルカに、アリッサ姉さんがそう言って片目を瞑つぶった。

「アリッサ姉さんはこう見えて六ツ星の魔ま獣じゆう狩しゆう士しだからね。実力は確かなんだ」

「おいこらこう見えてってどういう意味」

「か……可か憐れんな外見なのにってことだよ」

「…………」

「…………」

「……まあ、よし」

　あ、危なかった。咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かさなければどうなっていたことか。

「……ん。ってことはアリッサ姉さん、この街での仕事は終わったってことか？　もう旅に出る？」

　アリッサ姉さんは普ふ段だん、世界中を放ほう浪ろうしているのは、その実力を見込んだ各地の魔導士協会から依い頼らいが飛ぶように舞まい込んでいるからでもある。

　だから、抱え込んでいる仕事が終われば次の街へと移動するのが普ふ通つうだった。

「そうしたいとこなんだけど、ちょっと問題が残ってんのよねえ」

　口の間から海老の頭を覗のぞかせながら、アリッサ姉さんは頭を掻く。

「実は取引で売うり渡されてたのは、害獣の親子でね。親の方はなんとかなったけど、子どもの方はまだ見つかってないのよ」

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのか？　それ」

「まあ、言ってもまだ生まれて間もないから。そんなに危険じゃないんだけどね。ただそれでも害獣は害獣。放置しておくわけにはいかないから、大だい捜そう索さくしてるってわけ」

　そこでアリッサ姉さんはリルカを見て、

「まあ、その内に貼はり紙がみはされると思うけど、その前に忠告しとくわ。街の何処どこかにはいると思うから、見かけても手ェ出しちゃダメよ。なにされるか分かんないんだから」

「は、はい。わかりました！」

「うん、素直で大変宜よろしい。ところで、スープのお代わりくれない？」

　その後、アリッサ姉さんは実に六杯ぱいのスープと五杯のパスタをたいらげて、実家に帰っていった。

　用意した材料だけじゃ足りなかったから、オレが買いものに行った上、暑い中で料理をするリルカの手伝いもすることになって。

　……なんかこう、どっと疲れた。




　それから数日経って。

　久方ぶりの休みに、オレはリルカと一緒に商店街へ出かけていた。

　夕食の買い物へ行くというので、荷物持ちとして付き合ったのだ。

「いやしかし、この前はごめん。アリッサ姉さんの無む茶ちやに付き合わせて」

「いえ、とんでもないです。あの時は驚きましたけど、とっても面白いお義姉さまでしたね」

　あの暴走っぷりを面白いと評する辺り、リルカの懐ふところも相当に広いな。

　なんてことを思いつつ、賑にぎわう通りをリルカと二人で歩きながら、目的の材料を購入していった。

「これで終わりですね。旦那さま、ありがとうございます！」

「とんでもない。まだ時間はあるし、どこかでお茶でもしていこうか？」

　オレの誘さそいにリルカは「ぜひ！」と笑えみを零こぼしたので、少し通りを外れることにする。

　この辺りの裏路地に質の良い紅茶を出す店が開いたと、アイラが言っていたのを思い出したのだ。

「えーと。店の名前はルピアンだっけな。確か真まっ直すぐ行って……」

　記き憶おくを頼たよりに進んでいくと、風に吹かれて壁に張られていた紙が剥はがれ、目の前を舞った。

　なんとなく拾い上げてみると、先日アリッサ姉さんから聞いた、害獣に関しての注意が載のっている。

「まだ見つかっていないみたいですね、害獣のお子さん……」

「かなり小さくてすばしっこいみたいだからね。一度捕つかまえかけたけど逃げられたとか聞いたよ」

　貼り紙に描えがかれた絵を見ると、外見としてはオレが見かけた害獣をそのまま小さくしたもののようだった。

　ただし、下に記された文章を読むと、鳴き声が違うとある。

「親の方は低くて大きいものだけど、子どもの方は甲かん高だかくて鼠ねずみと猫ねこを混ぜたような鳴き声がするんだって」

「なるほど。今鳴っているような感じでしょうか？」

「ん？　ああ、そうだね。まさにこんな感じで……って、え？」

　足を止めた。つい流しそうになってしまったが、リルカの言う通り確かに聞こえる。

　微かすかだが、甲高くて、鼠と猫の声が混じったような。

「……こっちだな」

　すぐ近く、曲がり角の向こうからだ。

　どうしようかと迷ったが、気になって、確かく認にんしておくことにした。

「リルカは後ろにいてね。なにがあるか分からないから」

　注意するとリルカは「はい」と答えて、オレの背中に隠れた。服の裾すそをぎゅっと握にぎってくる。頼られているという実感が湧わいて、自然と気が引き締まった。

「よし……いくよ」

　壁に体をくっつけながら、恐る恐る、角の先を覗き込む――。

　……居た。

　行き止まりになっている場所。空き箱や散らばったゴミに紛まぎれて、小さな生き物がうずくまっている。

　貼り紙に書かれていた通りの外見をしていた。

「まさかこんなところで発見するとは……」

　さて、どういった対処をするべきか。オレは魔導士であっても魔獣狩士じゃない。となれば一いつ般ぱん市民と同様、魔導士協会に通報するのが通例だった。

　ただ、このまま放置して逃げられても困る。傍そばに転がっている空き箱を被かぶせて捕ほ獲かくするか。でも素す早ばやいらしいから、オレの反射神経で成功するかどうかははなはだ不安だ。

「となればいっそ、魔ま法ほう薬を使うか……」

　オレは懐に手を入れた。常に持ち歩いている中に、相手を眠ねむらせるものがあったはずだ。

　が、その時、

「あの、旦那さま。あの子なんだか、弱っていませんか？」

　リルカの指し摘てきに瓶びんを掴つかんでいた指を止めた。眉を顰めて害獣の子どもを良く観察する。

「あれ……本当だ。怪け我がしてる」

　体の横、腹の辺りに傷があって、血が流れていた。

　そのせいか、鳴き声もどこか力が無い。

　多分、魔獣狩士の手から逃げる際に、魔法による攻こう撃げきでも受けたのだろう。

「大変です。治ち療りようしてあげないと……」

　思わずといった感じに、リルカが飛び出す。こっちが止める間もなく害獣に近付いた彼女だったが、

「――ッ！」

　相手が唸うなり声ごえと共に背中に生えた毛を一いつ斉せいに逆立たせた為ため、足を止めた。

「ダメだよ、リルカ。威嚇してる。下手に手を出すと噛みつかれるかもしれない」

　リルカの手を掴んでオレが首を横に振ると、彼女は「でも……」と言って、害獣を心配そうに見つめる。

「あの子、このままだと死んでしまうかもしれません。放っておくわけにも」

「それは……まあ、そうだけど」

「お願いです、旦那さま。あの子はアリッサお義姉さまに引き渡さなければいけませんが、その前に怪我だけでも治してあげられないでしょうか？」

　こちらを向いて手を合わせ、懇こん願がんしてくるリルカ。

　うっ……そ、そういう風にされると、非常に弱いんだよな、オレとしては。

　まあ、でも、リルカの言う通り、害獣が負った怪我は決して軽いものじゃなかった。これが普通の動物だったらオレだって治療していただろう。

　ただ、相手が相手だ。迂う闊かつに拾ったりして、オレはともかく、リルカに何かあったらと思うと……。

「…………」

　思うと……。

「…………」

　……。

「…………」

　……はい。負けました。

「分かったよ。怪我が治るまで世話してやろう」

「だ、旦那さま！　ありがとうございます！」

　目を輝かがやかせ、跳とび上がるリルカ。……まあ、仕方ないか。

「その代わり、十分に気を付けてね。何せ相手は害獣だ。もしリルカが少しでも被ひ害がいを受けたら、オレは即そく座ざにこの子をアリッサ姉さんに引き渡す。それでもいい？」

　これは最大限の譲じよう歩ほだとリルカも理解したのだろう。深々と頷いた後で、

「旦那さまが怪我をされても、そうすることにします。わがままは言いません」

「ん。了りよう解かい。じゃあ、ちょっと離はなれてて」

　オレはリルカを下がらせると、懐から魔法薬の入った瓶を取り出した。

　一歩、害獣の子どもに近付くと、警けい戒かいする相手の前に蓋ふたを外した瓶を置く。

　同時に右みぎ腕うでで鼻と口を覆おおい、左手で流れ出した薬を嗅かがせるように仰あおいだ。

　突然に発生した不可思議な臭においに、害獣の子どもは鼻をひくつかせていたが――。

　やがて、とろんと瞼まぶたが落ちて、そのまま地面に転がった。

　直接中身をぶっかければ巨きよ大だいな害獣であろうと数秒で眠りに落ちる特別製だ。まだ幼いこいつが抵てい抗こうできるはずもないだろう。

　オレは怪我に触さわらないよう気をつけながら、害獣の子どもを拾い上げた。

「これでいい。ひとまずお茶は中止して、家に帰ろうか」

　リルカは「はい！」と元気よく答え、歩き出したオレの後に続いてくる。

　……なにか大変なことに発展しなければいいんだけど。

　多少の不安を抱えつつも、オレは帰り路を急ぐのだった。




　幸い、害獣の怪我は大事にならず、一命はとりとめた。

　包帯を巻いた状態の相手を、オレとリルカが見つめていると、やがて薄うつすらと目を開く。

「あ、起きましたよ、旦那さま！」

　ほっとしたようにリルカが言うと、テーブルに載せられていた害獣は完全に覚かく醒せいしたかと思った途と端たん、ぴょんと跳んでこちらから距きよ離りをとった。

　次いで姿勢を低くして、唸り声を上げ始める。

「ああ、まだ怖こわがってる。だ、大丈夫だよ。何もしないよー」

　リルカは両手を上げて安全を主張するが、相手は理解していないのか、威い嚇かくを続けていた。

「ううん。害獣が感謝して恩に着るなんて考えてなかったけど。やっぱりこっちに心を開くのは無理か」

　オレは腕うでを組んで策を練る。なにせ害獣というのは文字通り人間を害する生き物だから、仲良くなろうなんて発想そのものをしたことがなかった。

　しばらく害獣の動きを眺ながめていると、相手は自分の体に巻かれた包帯に気付く。次いで、そことオレ達たちを交こう互ごに見始めた。

「あ、旦那さま、これ、怪我を治療してくれたのがわたし達だって、分かったのでしょうか」

「さあ、どうだろ。確かにそんな感じには見えるけど」

　害獣にそれだけの知能があるのかなあ。

「そ、そうですよー。わたし、旦那さま、あなた、包帯、巻いた。怪我が完治、するまで、お世話します」
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　リルカが何かカタコトで害獣に話し始めた。

「いやリルカ、そもそも人間の言葉が理解できないから、単語に区切っても意味はないよ」

　外国人じゃないんだから。

「……はっ!?　そ、そういえばそうでした。え、えへへ」

　頬ほおを染めて恥はずかしそうにするリルカ。ああ、もう、滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいから別にいいけど！

　害獣はオレ達を依い然ぜんとして警戒していたものの、不意に鼻をひくつかせた。

　小さな目を向けたのは、食卓の上に載っていた、リルカお手製のお菓か子しの残りだ。

「もしかして、お腹が減っているんでしょうか」

「かもしれないな。ずっと人間に追われてただろうし」

　リルカは食卓の周りを移動するとお菓子を手にとった。恐おそる恐る、害獣に差し出してみる。

　最初は体を竦すくませて一歩退いた害獣だったが、すぐに顔を近づけて匂においを嗅いだ。ただしばらくすると、ふい、と顔を背そむけてしまう。

「おい、リルカが一いつ生しよう懸けん命めい作ったお菓子だぞ。要いらないとはなんだ要らないとは」

　害獣相手に抗こう議ぎするオレをリルカが止めて来た。

「い、いいんです、旦那さま。やはり害獣には人間の食べ物は無理なんでしょうか。そもそもなにを食べるのでしょう？」

「オレも詳くわしくは知らないけど、果物とか、肉や魚じゃないかな」

　害獣に畑が荒あらされたり家か畜ちくを食われたりなんていうのは、割と良く聞く話だ。

「分かりました！　探してきますっ！」

　いつにない速さで倉庫へ向かうリルカ。間もなく帰って来た彼女の腕の中には、鶏とり肉にくや魚、それに季節物の果物などが抱えられていた。

「リルカ、それひょっとしてさっき買ってきた夕食の材料では」

「全部は使わないから、大丈夫です！」

　台所へ向かうと、リルカは材料を包丁で切り始める。まだ小さい害獣が食べやすいようにだろう、細かく切り刻んで、皿の上に載せていった。

「こ、これでどうでしょう。食べてくれるかな……？」

　緊きん張ちように顔を強こわ張ばらせながら、リルカは害獣用に作った餌えさを差し出した。

「貴重な夕食の材料を使ったんだから、気に入らないなんて言ったら怒おこるからな……」

「旦那さま、相手は子どもです。もしそうだとしても、許してあげましょう」

　リルカの優やさしさは種族の差すら超こえるのか。感謝しろよ、害獣。

　などというこちらの気持ちが伝わったわけでもないだろうが――。

　慎しん重ちような態度で餌の匂いを嗅いでいた害獣は、やがて目を見開き、勢いよく皿へと飛びついた。そのまま夢中でがっついていく。

「わあ！　食べました！　やりましたよ、旦那さま！」

　手を叩たたいて喜ぶリルカを、オレは微笑ましく見守った。反応だけ見ると、犬や猫を拾ってきたかのようだ。

　でも、確かに人間の手から与あたえられた食べ物を害獣が口にしているなんて、貴重な場面だ。子どもだからこそなんだろうか。

　数分後、すっかり餌をたいらげた害獣は、満足そうに口の周りを長い舌で舐なめた。

　しかも、リルカのことをじっと見つめる。

「どうしたの？　まだお腹減ってるの？」

　姿勢を低くして、害獣と目を合わせながら話し始めるリルカに、相手は無言のままだった。が、間もなく少しずつ近付いていく。

「こら、リルカは食いものじゃないぞ」

　慌あわてて間に入ろうとしたが、リルカは首を横に振った。

「いえ。旦那さま、違ちがうと思います」

「違うって？」

「見ていて下さい」

　言ってリルカは、指先を害獣に差し出す。

「あああああ、ダメだってリルカ！　噛みつかれでもしたら！」

　急いで止めようとしたが――次に起こった予想外の出来事に、オレは固まった。

　リルカの指先を、害獣が舐め始めたのだ。更さらには頬を擦り寄よせ、気持ち良さそうに目を細める。

「……あれ。懐なついた？」

「はい。昔、実家で同じように傷付いた野の良ら猫ねこを保護したことがあるんです。最初は威嚇されましたけど、治療して餌をあげたら、警戒を解いてくれて。その時と同じ雰ふん囲い気きだったので、大丈夫だと思いました」

　ははあ。そういうことか。

「事情は分かったけど、心臓に悪いよ、リルカ……」

　未いまだどきどきしている胸を押さえるオレに、リルカは「ごめんなさい」と頭を下げた。

「でもまさか、害獣が人に懐くなんてな」

　少なくともそれなりに魔ま導どう士しをやっているオレでも、聞いたことのない話だ。

「ふふ、可愛かわいいですね」

　リルカが慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしを向けながら、指先で害獣の頭を撫なでた。すると喉のどの奥おくでごろごろと音を鳴らしながら、相手はじゃれついていく。

　か、可愛いのか。まあ、反応はそうだけど、見た目的に言うと割と恐こわいような。

　リルカが嬉うれしそうだから、別にいいんだが。

「あの。旦那さま、一つ宜しいですか？」

　と、そこでリルカがわずかに顔を曇くもらせた。

「この子を魔導士協会に引ひき渡すと、どうなるんでしょう？」

「ん……それは……」

　非常に言いにくいことだ。だがリルカも半ば予想しているからこそ、暗い表情をしているのだろう。だったら、きちんと伝えるべきだと思った。

「オレもそこまで詳しいわけじゃないんだけどね。基本的に害獣っていうのは野放しにすると人を襲おそうから、処分対象なんだ。その種も、確かそうだったと思うから……残念だけど。子どもとは言え、将来的なことを考えると厳しい措そ置ちは免まぬがれないと思う」

「……そうですか」

　みなまで言わずとも察したのか、リルカは目に見えて落ち込んだ。ぐっ。む、胸が痛む。オレが悪いわけじゃないんだけど、それでも大事な奥さんが沈しずんでいる姿はなるべく見たくない。

　害獣はこちらの気持ちなど知らずに、リルカの手に乗ると腕を伝い、肩かたの上まで移動した。すっかり心を許したらしい。

「でも、そうですよね。この子はまだ小さいけど、大人になったら危険な存在になるんですから」

　とは言え、害獣を見つめるリルカの目は悲しげだ。そんな顔をされると、ますますどうにかしたくなってしまう。

　ただ、相手が相手だ。協会に対して、まだ子どもだから処分するのは可哀かわい想そうだし見み逃のがしてくれなんて理り屈くつが通るわけもない。

　魔獣狩士だって、好きで害獣を討とう伐ばつしているわけじゃなかった。

　放置していれば犠ぎ牲せい者しやが出てしまうから、仕方なく命を奪うばっているのだ。

　それを、一時の感情で酷ひどいと責めることは出来ないし、勘かん弁べんしてくれと願うのも違うと思った。

　……でも。同時にリルカの気持ちも理解できる。未来がどうであろうと、今ここにいる害獣はあまりに小さく無む邪じや気きで、敵意の欠片かけらすらない。それを被害を及およぼすかもしれないから引き渡しなさいとは言えなかった。

　くっ。なんだこの難問は。そもそも答えがあるのか。どっちも満足いくような最高の解答があるというのか。

　考えろオレ。このままだとリルカが少なからず傷ついてしまうかもしれない。彼女のことだからいつまでも引きずったりオレを責めたりなんてことはないだろうけど、ああ、それでも――。

　あくまでも個人的に、リルカの為に何かをしたい！

「よっしゃ！」

　急に大声を出したので、リルカがびくりと体を震わせた。害獣も跳び上がって、隠かくれるように彼女の頭の上に登る。

「オレが何とかしてみる！」

「え、な、なんとかって、旦だん那なさま？」

「まだ人間を襲ったわけじゃないんだ。関係者を当たって、どうにか保護観察程度に落ち着くことが出来ないか、相談してみるよ！」

「そんなこと、出来るんですか!?」

「分からない。でもやるだけのことはやってみる」

　一いつ瞬しゆん、目を輝かせるリルカ。が、すぐにシュンとなった。

「で、でも、そんなことをしたら、旦那さまにご面めん倒どうをおかけしてしまいます。たださえお仕事で忙いそがしいのに、その上、わたしの勝手な問題でお時間をとらせては」

「とらせてくれよ。オレがとりたいんだから」

　リルカの肩に手を置く。

「オレ達は夫ふう婦ふなんだ。だったら、君の問題はオレの問題だ。違うかい？」

「……旦那さま……」

　少し呆然とし、やがてリルカの瞳ひとみが滲にじんだ。涙なみだが零こぼれ落おちて、頬を伝う。

「ああ、あれ!?　なんで!?　君が泣かないように言ったのに!?」

「ち、違うんです。そうじゃなくて。す、すみません」

　焦あせるように目元を拭ぬぐって、リルカは微笑んだ。

「すごくうれしい言葉だったから、つい。ありがとうございます、旦那さま」

「……あ、ああ。いや、そんな大したことでも」

　素す直なおな言い方に、オレの方が照れくさくなってしまう。

「あー。でも、アリッサ姉さんには相談しない方がいいかもな」

「魔獣狩士をされているからですか？」

「それもあるけど、あの人、そもそも害獣が無む茶ちや苦く茶ちや嫌きらいなんだよ。小さい頃ころ、オレや友達と一緒に居る時、害獣に襲われてね。幸い、隙すきを見て逃げ出したから怪我は大したことなかったんだけど、それ以来、過か敏びんに敵視するようになってしまって」

　子どもの頃に害獣退治へ行ったのもそれが原因だし、魔獣狩士を志したのも、そのことがきっかけだ。

「そ、そうだったのですか。では、確かにお話ししない方がいいかもしれませんね……」

　噛み締しめるように呟いて、リルカは咳せき払ばらいした。

「分かりました。では旦那さま、どうかこの子のこと、よろしくお願いします」

　そのままリルカが深々と頭を下げると、上に居た害獣と目が合う。

　なんとなくじっと見つめていると、相手は急に跳び上あがった。

　かと思えばオレの胸にしがみついて這はい上がってくると、長い舌で頬を舐めてくる。

「……ふふ。この子もわたしと同じことを言ってます」

　楽しそうに口元を緩ゆるめるリルカに、つい、オレも顔を綻ほころばせてしまう。

「了解。頑がん張ばるよ」

　指先で喉の辺りを撫でると、害獣は、気持ち良さそうにぐるぐると鳴いた。




　次の日からオレは仕事の傍かたわら、魔導士協会に行っては問題を解決しようと努めた。

「うーん。害獣を保護ですか。うううーん」

　馴な染じみの職員エイナは、分厚い書類をめくりながら考え込んでくれる。

　が、

「ないですね。そんな前例。だから無理です！」

　とても元気よく、がっかりする返事をくれた。

「いやそんなあっさりと。もうちょっと調べてくれませんか」

「調べましたよぉ。たださえ文字読むと眠くなるのに頑張って色んなページ見たじゃないですかぁ」

　この人よく協会職員やってられるな……。

「大体、害獣を保護観察に置きたいなんて奇き特とくな人、いるわけありませんもん。なんでまた、そんな突とつ拍ぴよう子しもないことを思いついたんです？」

「え、いやー、それは。えーと」

　さすがに今まさに自宅に害獣が居るんですとは言えないな。

「んー？　怪あやしいですねえ。とーっても、かなーり、怪しいですねえ。これは敏びん腕わん協会職員エイナさんの鋭するどい勘かんがびしびしと告げてますよ。ジェイクさん、ずばり、隠かくし事ごとをしているでしょう！」

「してませんよ、まったく！」

「そうかなぁ。そうは思えないなぁ。あ、あれだ。あれでしょう。噂うわさの美少女幼妻リルカちゃんから、ペットに害獣が欲しいとお願いされたとか、そういうことじゃないですか!?」

　うわ。当たらずとも遠からずというか。微び妙みように掠かすってくるなこの人。

「リルカはそんなこと言いません」

「えー、そうですかー？　ちょっとくらい言うことあるでしょう？　っていうか、結けつ婚こん生活はどうなんですか、相変わらずアツアツなんですか？　ぐつぐつなんですか？　沸ふつ騰とうしちゃってるんですかー？」

「話がずれてませんか？」

「いいから聞かせて下さいよ！　こちとら机であーだこーだ話聞く仕事ばっかりでもう飽あき飽きしとるんですわ。生活に張りが欲しいんですわ。刺激を求めているんですわ！」

「なんでエイナさんの渇かわいた生活を満たす為に、オレが赤せき裸ら々らな告白しなきゃならないんですか」

「長い付き合いじゃないですか、それくらいして下さいよおおおお！」

　まったく理由になっていない理由を述べてから、エイナが受付の机に突つっ伏ぷした直後。

「そんなに飽きているなら違う仕事をあげようか、エイナくん」

　聞き馴染んだ低い声が、その背後から聞こえて来た。彼かの女じよの上司であるオウルランドさんだ。

「ひぃ!?　なんでしょうか!?」

　弾はじかれたように体を起こして後ろを向くエイナ。

「いやなに。刺激を求めているとのことだったからね。向こうで大量にある書類を一枚ずつ丁てい寧ねいに調べて冊子に綴とじるという、実に楽しく有意義な作業をさせてあげようと思ってね」

「けけけけ結構です魔導士の皆みなさんのお話を聞くのが何よりの生いき甲が斐いです最高の人生ですううう！」

「そう遠えん慮りよするものじゃないよ。ほら、行っておいで。――行きなさい」

「ひやああああああああ！」

　笑え顔がおのまま凄すごまれて、エイナは世にも奇き妙みような叫さけびを上げながら、とぼとぼと奥の方へと歩いていった。

「うちの部下が期待に応こたえられなくてすみませんな、レイランドさん」

「あ、ああ、いえ。とんでもない」

　曲がり切ったエイナの背中を見つめていたオウルランドさんが、こちらを向く。

「ところで随ずい分ぶんと特とく殊しゆな相談をされていたようですが。害獣と言えど全すべてが処分対象でないことはご存じですかな？」

「え、そうなんですか!?」

　思わず席を立った。これは朗報だ。

「ええ。ただ、条件がありまして。本来であれば人が滅めつ多たに立ち入らない、もしくはそれ自体禁じられている場所に生息しているもの。あるいは積極的に向こうから被害を及ぼしてこない種に限るとあります。それらが何らかの理由により、人里に姿を見せた場合は、保護して巣に返すことがありますな」

「……なるほど。そうですか」

　残念ながら、家にいる害獣には当てはまらないようだ。

「ありがとうございました。失礼します」

　オレは力無く礼を述べて、その場を立ち去った。




　それから方々を頼ってみたが、いずれも返答は似たり寄ったりだった。

　害獣は討伐するもので、保護するものじゃない。

　皆が揃そろって口にする言葉。別に悪いわけじゃない。寧むしろ常識だ。

　少し前のオレだったら、同じようなことを口にしていただろう。

　でも今は、ほんの少しでもいい、光明とも言える可能性が欲しかった。

　そんなことはないと、誰だれかに言って欲しかったのだ。

「お前、なんか疲つかれてねえ？」

　数日経たった頃、ザックからそう言われた。否定は出来ない。

　通常の作業に加えて、休みもなく走り回っているのだ。さすがに限界に近い気はした。

「なんか抱かかえ込んでるなら相談してよ。わたし達が出来ることなら手伝うから」

　アイラの気き遣づかいに、一瞬、全てを話しそうになる。

　が、寸前で押し留とどめた。アイラ達のことだ。知ればきっと無理をしてでもオレを助けようとしてくれるだろう。

　だから……本当にどうしようもなくなったら言おう。今は独りで出来るところまでやってみたい。

「いや、なんでもないよ。ありがとな」

　そう思って、答えてから、事務所を辞した。

　自宅の前に立ってから、頬を強く叩く。せめてリルカの前では心配されないようにしないと。

　いつものように元気よく、玄げん関かんの扉とびらを開けて声を張り上げた。

「ただいま！」

「おかえりなさい、旦那さま！」

　平へい穏おんな日常の象しよう徴ちようであるかのようなリルカの笑顔に、比ひ喩ゆではなく体が癒いやされていく。無理難題がどうした、この子の為にやってやろうじゃないかという気力が湧いてきた。

　が、出で迎むかえにきてくれたのは、リルカだけではない。

　勢いよく走って来た害がい獣じゆうが、床ゆかを蹴けって飛びついてきた。

　しかもすごい速さで顔までくると、舌で舐め回まわしてくる。

「わっ、ちょ、おい、やめろって！　元気になったな、お前！」

「旦那さまが調合して塗ぬって下さった魔法薬のおかげですよ！　良かったね、ミィちゃん！」

　リルカが話しかけると、害獣は路地裏で聞いたのとは比べ物にならないくらいに高く鳴いた。

「ミ、ミィちゃん？」

　害獣の名前であるのは明白だけど、いつのまに。

「あ……いつまでも名前がないのは不便だなって思って。ダ、ダメでしたか？」

　申し訳なさそうにするリルカにオレは微び苦く笑しようしつつ、

「ダメってわけじゃないけど。なんでミィちゃん？」

「鳴き声が、みぃーって聞こえませんか？」

　……そうか？

　首を傾かしげるオレに、害獣、改めミィが再度鳴いた。

　猫と鼠を混ぜたような。いやまあ、聞こえないことはないけど。

「ほら、ミィちゃん、旦那さまは疲れてるんだから邪じや魔ましちゃダメだよ」

　リルカに持ち上げられるとミィは大人しく従った。肩の上に乗せられると、こちらを見上げてくる。

「……すっかり懐いたなぁ」

　見み違ちがえるようだ。今じゃ、滅多なことがないとリルカの傍から離れようとしない。

「えへへ。……では旦那さま、どうぞ」

　リルカが両手を広げたので、オレは膝ひざをつき、ありがたく彼女を抱だき締めた。

「今日もお疲れ様さまでした」

　頭を撫でられる度に、疲ひ労ろう感が消えて行く。が、今日は何か別の感かん触しよくがした。

　ふと視線を向けると、ミィが尻尾しつぽでオレの頭を軽く叩いている。

「……なにこれ」

「あ、ミィちゃんもお疲れ様でしたってしてますね！　えらい、えらい」

　リルカに喉のど元もとをくすぐられて、ミィは嬉しそうに尻尾を振ふった。

　そうか。そういうことか。いや……うん、まあいいか。

　オレがローブを脱ぬぐと、リルカが預かってくれた。

　食しよく卓たくに向かうと、今日の夕食が並べられている横に、魚と肉を刻んだものが載った皿が置いてある。ミィの餌だ。

「はい。じゃあ、いただきますだね、ミィちゃん」

　椅い子すに座すわったリルカが話しかけると、彼女の肩に乗っていたミィは小さく鳴いた。

　食卓の上に移動して、皿の上で座り込む。驚おどろくことに、そのままがっつき始めることはなかった。

「では、いただきます！」

「いただきます」

　二人揃って言うと、初めて、ミィも食事を始める。

「覚えたのか」

「はい！　お昼とか、旦那さまがおられない時にずっと教えていたら、いつのまにか。この子、とっても頭が良いんですよ」

　はー。いやまあ、害獣の中にも知能が優すぐれている種はいるけど。ここまでとは思わなかった。

「美味おいしい？　ミィちゃん」

　リルカが尋たずねると、ミィは動きを止めて彼女の方を見る。次いで跳び上がると、体にしがみついて、顔を舐め始めた。

「ふふ、くすぐったいよ。美味しいって言ってるのは分かったから」

　リルカの嬉しそうな表情を察したように、ミィが離れ、再び食事に戻もどる。

　二人――正確には一人と一匹ぴき――の仲なか睦むつまじい様子は眺めていて、ほっとするというか、永遠に見ていられるんだけど。

「……あー。ミィのことなんだけどね、リルカ」

　魚のクリーム煮にを切り分けながら、オレは切り出だした。言い辛づらいけど、黙だまっているわけにはいかない。

「やっぱり、難しいみたいだな。前例がないことはないけど、条件がミィには当てはまりそうにない」

「そう……ですか」

　リルカのナイフを切り分ける手が止まった。視線が少しずつ落ちて行く。

「もう少し頑張ってみるよ。ただ……もしダメだった時は、本当にごめん」

「あ、い、いえ、いいんです。旦那さまに色々して頂いているだけで、わたしは本当に嬉しいと思っているんですから！」

　オレの声がつい低くなってしまったせいで、リルカは困らせていると感じたのか、慌てたように顔を上げた。

「本当に幸せ者です。こんなの、ただのわたしのわがままなのに」

「リルカはわがままを言わなすぎるんだから、こんな時くらい存分に言ってくれればいいんだよ」

「だ、ダメです。旦那さまの負担になるようなこと、したくありませんから」

「負担になんてならないって。そもそもオレが君に苦労ばっかりかけてるんだから」

「そんなことありません！　わたしは旦那さまのお世話が出来てとっても楽しいですし――」

　と二人で会話していると、突とつ然ぜんに高い音がする。ミィが食事を止めて鳴いたのだ。

　オレとリルカを交互に見て、何度も短く声を上げた。

　どことなくとがめるような響ひびきがある気がして、オレは首を横に振る。

「あ、ああ、いや、喧けん嘩かしているわけじゃないから」

「そ、そうだよ、ミィちゃん。わたしと旦那さまは、仲良いよ」

　揃って否定すると、ようやく納なつ得とくしたように、ミィは食事を再開させた。

　その姿を見ている内に、どちらともなく吹ふき出してしまい――食卓は笑いに包まれる。

「……なんだか不思議ですね。今まで旦那さまと二人で暮らしていましたから。家に他の誰かがいるというのは、また違ったものがあります」

「そうだね。初めての経験だ」

「ええ。ひょっとして――」

　何気ない口調でリルカが告げる。

「赤ちゃんが居ると、こんな感じなんでしょうか」

　思わず飲んでいた水を派手に吹き出した。

「ああ!?　だ、旦那さま!?　どうされました!?」

「な、なんでもない。なんでもないから」

　いきなりとんでもないことを言われて、つい動どう揺ようしてしまった。

「で、でもリルカ、普ふ通つうそこは犬とか猫ねこなんじゃないか？」

　傍そばにあった布で食卓の上を拭ふきながら尋ねる。

「え？　あ、そういえばそうですね。どうして赤ちゃんだったんでしょう」

　……深層心理で子どもが欲ほしいと思ってるとか？

　いやでも、リルカは、その、子作りの方法だってろくに知らないし……。

　ただ、そうだよな。結婚したんだし、いずれはそういったこともするだろうし、となれば子どもも……待て待て、落ち着け！　相手は十四歳さいだぞ、十四歳！　そう、十四歳だ。まだ早い！　色々となんていうか早過ぎるから！

「あの、旦那さま、どうかされましたか？」

「おうわっ!?　いやリルカとオレの子どもをだね!?」

　勢い余って何言ってるんだオレは!?

「わたしとの子どもですか？……あ、そ、そうですよね。わたし達、夫婦ですもんね」

　頬を赤らめて俯うつむくリルカ。具体的なことは分かっていないだろうが、なんとなく照れくさくはあるらしい。

「は、ははは。まあ、その。まだいいよね。忘れよう、ね」

「は、はい。そうですか。その。えっと。……そうですね」

　なぜだろう。無む茶ちや苦く茶ちや気まずいぞ。

　お互たがいに顔を赤くして、目を合わせられずにいると――。

「うおーい！　開けてー！」

　無ぶ遠えん慮りよなノックの音と共に、聞き覚えのある声がした。アリッサ姉さんだ。

「あーけーてー！　おねーちゃーんよー！」

「うわっ！　え、なんで!?」

　オレは急いで玄関まで行った。

「ど、どうしたんだよ、アリッサ姉さん！　こんな時間に！」

「今日の仕事が終わったからさぁ。また晩ばん御ご飯はんを御ご馳ち走そうになりにきたってわけ」

「だとしても事前に言ってくれよ!?　こっちだって予定ってもんがあるんだから！」

「なーによ。リルカちゃんいないの？」

「いるけど、なんていうかその、今は都合が悪くて……」

「いるならいいじゃない。扉開けてよ。疲れてるからリルカちゃん見て元気出したいのよ。あと料理も食べたいし」

「だ、ダメだって！　今日は！」

「はあ？　なんで？　なんでなんでなんで？」

「なんでもだ！　とにかく帰ってくれ！」

「寂さびしいこと言わないでよ、美人の姉がわざわざやってきたっていうのにさぁ！　いつからあんたはお姉ちゃんに対してそんな態度とれるようになったわけ？」

　あ。不味まずい。声の調子が徐じよ々じよに怒いかりの方へ向かって行ってる。

「ほらあーけーてー。おなかへったー。はらへったー！　あけてー！　開けなきゃ魔ま法ほうで玄関ぶっ飛ばすわよ」

　物ぶつ騒そうなこと言い出したぞ。この人の場合、冗じよう談だんに聞こえない。

　オレは振り返かえると、リルカに指示した。ミィを隠すようにと。

　声から訪問者がアリッサ姉さんだと察していたのだろう、彼女はすぐに頷うなずくとミィを抱えて、倉庫へと行った。

　間もなく帰ってくると、両手を上げて丸を作る。……よし。

「三秒以内に開けないと玄関が無くなるわよ。いーち。にーい。さーん――」

「ああ、もう、分かったって！」

　オレは、観念して扉を開いた。

「……最初からそうしとけばいいのよ。お邪魔しまっす」

　アリッサ姉さんはにやりと笑って、家の中へと入ってくる。

「こ、こんばんは、お義姉ねえさま」

「リルカちゃーん！　会いたかったー！」

　リルカを見るやアリッサ姉さんは足音荒あらく走り出し、彼女を抱き上げた。

「いやー、もう、魔ま獣じゆう狩しゆう士しなんて男が多いから、むさくるしくてむさくるしくて。リルカちゃんみたいな子、存在しているだけで癒やしなのよ」

　そのままアリッサ姉さんに抱き締められて、リルカは微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。もったいないお言葉です」

「そんなことないってー！　あー。疲れが消えるー。ジェイクにはもったいないー」

　まだそれを言うか。

「姉さん、お腹なかが空いてるんだって。夕食、用意出来るかな？」

「はい、今すぐに！」

　アリッサ姉さんから解放されたリルカは、台所へと小走りで向かった。

　食卓に向かった姉さんは、席につくなり鼻をひくつかせる。

「ああ。美味おいしそうな香かおり。……でもなんか他に臭におうような」

　うぐ。

「き、気のせいじゃないか？　ここにはオレとリルカ、アリッサ姉さん以外いないし」

「そりゃそうなんだけど。なーんか覚えがあるのよね、この臭い。仕事を思い出すというか……あ、そうだ、害獣だ！」

「はわわっ！」

　リルカが奇妙な声を上げた。つい出してしまったというようなものだ。

　が、今の状じよう況きようでそれはいささか危なかった。

「どうしたの、リルカちゃん。なんか気付かれちゃ不味いことに気付かれたみたいな感じだけど」

　どんだけ勘が良いんだよこの人は。

「そ、それより、アリッサ姉さん、夕食にしよう。せっかくのリルカの料理が冷めるぞ」

　こうなったら、無理やりにでも気を逸そらすしかない！

「…………」

　無言になる姉さん。視線はゆっくりと、周囲を舐め回すように移動している。

　緊張に喉が鳴った。リルカも完全に顔が凍こおり付つき、料理をする手が止まっている。

　そのまま、恐おそろしく長い数分間が過ぎ――。

「……ま、それもそうね。リルカちゃん、楽しみにしてるから！」

「は、はい！　がんばります！」

　なんとか誤ご魔ま化かせたようだと、リルカは胸を撫なで下おろした様子で、調理を再開した。

　しばらくしてから料理が食卓に並べられると、アリッサ姉さんは片かたっ端ぱしから食べていく。

「いやー、本当、リルカちゃんの料理は、美味うまいわねー」

　一心不乱になっているところを見ると、さっきまでのことは忘れたようだ。……やれやれ。心臓に悪いことこの上ない。

　オレはリルカと目を合わせて頷き、自分の分を頂くことにした。

　いつもならこの上なく幸福な気分になるリルカの手料理も、同席している人を想おもうと、あまり味がしない。

「しっかし、あれね。全然見つからないわね、害獣の子ども！」

　リルカに料理のお代わりを要求した後で、アリッサ姉さんが突然に叫んだ。

「ひゃっ！」

　リルカが掬すくおうとしていたスープを匙さじごと鍋なべに落としかける。

「ん？　どったの？」

「いいいい、いえ、なんでもありません。あ、あはは、ドジをしてしまいました」

　急いで匙を掴つかみ取とるリルカのこめかみには、汗あせが流れていた。季節的に気温が高いせいだけじゃないだろう。

「本当、どこにいるんだか。おかげで時間とられて大変よ」

　うう。こっちの個人的な事情でかくまっているだけに、耳が痛いというか、罪悪感が湧わいてくる。アリッサ姉さんごめん。

「ムカつくから、見つけ次第、炭になるまで焼き尽つくしてやろうかしらっ！」

「ダメですっ！」

　急にリルカが振り返った。小走りでアリッサ姉さんに近寄って、手を掴む。

「そ、そんなことをしてはいけません！　可哀想です！　やめてあげてくださいっ！」

　普ふ段だんの彼女らしからぬ必死の形相に、さしものアリッサ姉さんも目を白黒とさせていた。

「う、嘘うそよ、嘘。さすがにそんなことしないわよ」

「……あ、そ、そうですか。そうですよね。ご、ごめんなさい！」

　我に返ったように、リルカは何度も頭を下げて台所へと戻る。

「リルカちゃん、どうしたの。情じよう緒ちよ不安定だけど」

「い、いやー、なんでかな。なにかあったのかなー？」

　オレは背筋を大量の汗が伝うのを感じた。このままだと本気で心が持たないから、なんとかしたい。

「そ、それよりアリッサ姉さん、疲れてるなら早く休んだ方がいいよ。夕食食べたら実家に戻ってゆっくり寝ねたら？」

「んー？　んー。そうね。確かに」

　リルカからスープのお代わりをもらいながら、アリッサ姉さんは頷いた。

　……良かった。なんとかもうちょっとだけ凌しのげば、この場は切きり抜ぬけられそうだ――。

　ごとっ。

　とか思ってたら倉庫の方で音が鳴った。

「あん？　なんか聞こえなかった？」

　アリッサ姉さんが振り返って怪け訝げんな顔をする。

「そそ、そうかなー!?　したかなー!?　リルカ、聞こえたー!?」

「いい、いいえ、旦那さま！　ぜんぜんまったく少しも何も聞こえませんでしたよ!?」

　いささかやりとりが不自然だったかと思ったが、姉さんは首を傾げつつもこちらに向き直った。

「気のせいか。幻げん聴ちようがするなんてあたしも相当疲れてんのかしら」

「そ、そうだよ！　きっとそうだ一刻も早く休まないとアリッサ姉さんが大変だ、あは、あはははは！」

　ごとごとごとごとんっ。

「ミィ――ッ！」

　いい加減にしろお前は！　誰の為ために取り繕つくろってると思ってるんだ！

「ミィ？　ミィってなに？」

　げっ、不味い。つい声に出ていた。

「な、なんでもないよ!?　本当になんでもないし、リ、リルカ、今日もご飯が美味しいなぁ」

「そ、そうですか、嬉しいです、旦那さま！」

　引きつった笑顔でリルカと会話を交かわしていたが、今度はアリッサ姉さんも納得しなかったようだ。

「なんか音が聞こえたわよね、今。なに。倉庫になんか居るの？」

「ね、鼠ねずみとかじゃないか!?　なんか最近、大きいのが居たのを見かけたし！」

「そ、そうですね、旦那さま！　もう、本当、びっくりしてしまって！　つい、夜中に悲鳴を上げてしまったので、旦那さまが泥どろ棒ぼうかと思って！」

　お、おお、リルカが物もの凄すごく一いつ生しよう懸けん命めいに話を作っている。こんな奥おくさん見るの初めて。オレも夫として協力しないと。

「そ、そうなんだよなー。そうしたら鼠だったし、リルカは本当にうっかり屋さんだなぁなんて言って、な、なあ、リルカ！」

「え、ええ、本当に恥はずかしかったです、あ、あはは……」

　オレ達たちの話を聞いているのかいないのか、アリッサ姉さんはしばらく口をつぐんでいたが、

「ふうん。鼠か。なるほどね」

　そう呟つぶやいたので、リルカと二人で心の底から安あん堵どした。

「じゃ、せっかくだし退治してあげるわ。夕食をご馳ち走そうになったお礼に」

　と思ったら超ちよう絶ぜつ余計なことをしようとする。小さな親切大きなお世話という言葉の意味を、これほど噛かみ締めたことはなかった。

「い、いいから！　疲れてるアリッサ姉さんにそんなことさせたら申し訳ない！」

「旦那さまの仰おつしやる通りです！　ま、まだお代わりはありますから、何なん杯ばいでも食べて下さい、お義姉さま！」

　全力で止めようとしたオレ達だったが、アリッサ姉さんはそれを気遣いだと勘かん違ちがいしたのか笑顔で手を振った。

「いーのよ。可愛かわいい弟と義理の妹の為だもん。鼠の一匹や二匹くらい、大だい丈じよう夫ぶだって」

　そういうことじゃなくて――ッ！　本当に！

　と出来るなら叫びたかったが、どうにか胸の内へと抑おさえ込むことに成功した。

　そうこうする内に、姉さんが立ち上がろうとすると。

　部屋中に、奇妙な鳴き声が響き渡わたった。

「……あん？　なにこれ。鼠の鳴き声じゃないわよね？」

「え、ええ!?　そうかなあ。鼠ってこんな感じじゃなかったっけ!?」

　ちょっとだけ似てるから誤魔化せるはず！　いけ！　いくんだミィの声！　上手うまくいっけえええええ！

「いや鼠はこんな風に鳴かないでしょ」

　ダメだったああああああああああああ！

「なにを机に突っ伏してるのよ、ジェイク。さっきからあんた、変よ？」

　そうだよ。変だよ。そんなこと百も承知だよ……。

「お、お義姉さま。実はあれ、鳥なんです」

「……鳥？」

　そこでリルカが唐とう突とつに言い始めた。

「先日、不思議な鳴き声をする鳥を保護しまして。羽が折れて動けなくなっていたみたいなんです。それで治ち療りようして、飛べるようになるまで面倒を見ているのですが、お義姉さまの邪魔をしてはいけないと倉庫に移しまして……」

　上手い嘘をつくコツは、幾いくつかの事実を織り交ぜることだという。

　その点からすると、リルカの作り話は実に良く出来ていた。

　年ねん齢れいの割に頭の良い子だとは思ってたけど、ここまでとは……。

「ふうん。鳥ねえ」

　実際、アリッサ姉さんも疑うことなく受け入れた。よし。今後はこれで通そう。

「あんな変な声で鳴く鳥いるんだ。滅め茶ちや苦く茶ちや気になるわね。見せて」

　通せないのかよ！

「え、ええ!?　いい、いえ、でで、でも、あの、えっと」

　さしものリルカも咄とつ嗟さに言葉が出てこないらしい。完全に目が泳いでいた。

「ア、アリッサ姉さん、その鳥はすごく不気味な姿をしているんだ！　本当、食欲をなくすくらい！　倉庫に移したのはそのせいもあってね!?」

　よし、これでどうだ!?

「へー。面おも白しろそう。ますます見てみたいわね」

　ダメだった――ッ！　そうだよこの人、そういう人だったよ！

　アリッサ姉さんは席を立つとまっすぐ倉庫へ向かった。

「わ、わあああ！　ア、アリッサお義姉さま！　ダメです、やめて下さい！　ダメなんですーっ！」

「そ、そうだよ、絶対にそれはダメだっ！」

　こうなってはもはや、不自然だろうと食い止めるしかない。オレとリルカはアリッサ姉さんにしがみついた。

「な、なんなのよ、いきなり。どうしたっていうのよ、リルカちゃんまで!?」

　こちらの豹ひよう変へんぶりに姉さんが珍めずらしく動揺していると――軋きしんだ音が鳴る。

　嫌いやな予感がして見ると、倉庫の扉がゆっくりと開こうとしていた。

　立て付けが悪くなっていたんだろう。いやでも、こんな最悪な時に!?

「お、なんか出てくる？」

　姉さんが期待に満ちた眼まな差ざしを向けた。もうダメだ。オレはリルカと一いつ緒しよに頭を抱えた。

　すると、ちゅー、というミィのものではない鳴き声がする。

　前を見ると、中ちゆう途と半はん端ぱに扉が開いた倉庫の奥から、大きな鼠が飛び出してきた。

「うわっ!?　本当に居た!?」

　奇き跡せきか!?　奇跡が起こったのか!?

「だ、旦だん那なさま、鼠です！」

「そうだな鼠だな！　やったよリルカ！　鼠だよ！」

「鼠です、旦那さま――ッ！」

　リルカが喜びのあまり抱きついてきた。そのまま二人で食卓を前に回る。

「なんで鼠で勝利の舞まいみたいなの踊おどってんのよ、あんたらは」

　不可解なものを見るような目を向けてくるアリッサ姉さん。だってこんなことあるか。正に神の思おぼし召めしってやつじゃないか!?　特に熱心に信しん仰こうした覚えはないけど！

　――が、その直後。

　猫と鼠を混ぜたような鳴き声を上げて、倉庫から思いっきりミィが出て来た。

　どうやら鼠を追いかけているらしい。さっきの物音は、獲え物ものと格かく闘とうしていた時のものだったのだ。

「わ、わあああああ！」

「きゃああああ！　ミィちゃん！　出てきちゃダメ！」

　二人して悲鳴を上げたがもう遅おそかった。アリッサ姉さんは鼠ではなく、その後に出て来たミィを摘まみ上げる。

「……こいつ、資料にあった害獣の子どもじゃない。なんでこんなところにいるの？」

　アリッサ姉さんが振り返って来た。その口調は、事件の犯人を追おい詰つめる衛兵さながらである。

「さっき、リルカちゃん、ミィって言ってなかった？　こいつの名前？」

「……え……いえ……あの。なんといいますか……」

　俯いてぼそぼそと答えるリルカ。

「あたし知らないけど、あんたんとこではこういうのを鳥って呼んでるの？」

「そ、そうなのかな？　そ、そうだったかな……そうだったっけなー」

　目を逸らして回らない舌をどうにか駆く使しするオレ。

　当然ながらそんなもの効果があるわけもない。

「どういうことか――説明してもらおうか？」

　姉さんはにっこりと笑った。

　昔からそうだ。

　アリッサ姉さんは、本気で怒おこった時にこそ、全開で笑うのだ。

「ア……アリッサお義姉さま！　ごめんなさい！　わたしが悪いんです！」

　最初に行動を起こしたのはリルカだった。深々と頭を下げる。

「その、怪け我がをしたミィちゃん……害獣の子どもを見つけて！　このままだと死んじゃいそうだから、わたしが、治るまで家に置きたいって！　旦那さまに無理にお願いしたんです！」

「そ……そうじゃないって！　確かに言ったのはリルカだけど、オレもその通りだと思ったから家に連れて来たわけで！　魔ま導どう士しとして協会やアリッサ姉さんに報告すべきだったんだし、責任はオレにある！」

　このままだとリルカが叱しかられると思ってオレは庇かばった。アリッサ姉さんが何をするか分からないけど、少なくとも長年の付き合いから、こちらの方がある程度は慣れている。

「ち、違ちがいます、わたしです、全部わたしのせいです！」

「そうじゃない、オレだ！　怒るならオレを怒れ、アリッサ姉さん！」

　互いに言い続けていると、アリッサ姉さんは依い然ぜんとしてにこにことしたままで言った。

「んなことどうでもいいからさ。そういう事情があったとしても、どうしてあたしに何も伝えなかったわけ？　探してたのは知ってるわよね？」

「そ、それは……」

「あたし以外の魔獣狩士も捜そう索さくに駆かり出されてんのよ。その苦労はどう思ってる？」

「……そっちは本当にごめん。申し訳ないと思ってる」

「はい。すみませんでした」

　二人して謝罪の意を表明すると、アリッサ姉さんは腰こしに手を当てて、

「うん、ま、それはいいとして。さっきの問いに答えもらってないけど？」

「どうしてアリッサ姉さんに言わなかったのかって、ことか？」

　オレの確かく認にんに、アリッサ姉さんは頷いてきた。うう。笑顔が無む茶ちや苦く茶ちや怖こわい。

「……なんていうか。ほら、アリッサ姉さんって害獣が嫌きらいっていうか、憎にくんでるからさ。もし保護したことを教えたら、こう……直接的な行動に出るっていうか」

「つまり、あたしが速そつ攻こうで害獣の子どもをぶっ殺すかもってこと？」

　自分の指先で暴れているミィを見ながら、姉さんが言って来た。

「あの。早い話が。……そういうことです」

　なぜか無意識に敬語になってしまう。

「ふううううううううん」

　姉さんは、長く長く、とんでもなく長い相あい槌づちを打って、

「そういうこと。そー。なるほどね。ま、確かにあたしはこの世の中で一番害獣が嫌いだし？　視界に入ったら問答無用でぶちのめすけど？」

「そ、そうだろ。そのせいで【獣じゆう滅めつの魔導士】なんて異名がついてるじゃないか」

「そうね。だから、このミィってやつも、残念だけど魔法で木こつ端ぱ微み塵じんに――」

「や、やめてくださいっ！」

　飛び出したリルカがアリッサ姉さんの手からミィを奪うばい取って、部屋の隅すみまで逃にげた。そのままぎゅっと抱きしめる。

「ミ、ミィちゃんはとっても良い子で、人を襲おそったことなんてないんです！　まだ小さいですし、お願いですから、見み逃のがしてあげて下さい！」

　リルカの必死な様子に、ミィは何かを察知したのか、彼かの女じよの頬ほおを舐なめ始めた。

「そ、そうだよ、アリッサ姉さん。確かにこいつは大きくなれば危険なのかもしれないけど、何か今の内に打てる方法があるんじゃないか!?　オレも協力するから、一緒に探そう！　いきなり殺すなんて物騒な真似まね――」

「するつもりだったんだけど、どうも違うみたいなのよね」

「……へ？」

　リルカとミィの前に立って、守るように両手を広げていたオレは、姉さんが発した予想外の言葉にぽかんとなる。

「そいつの親、あんたが思ってる種とよく似てるけど、全然別物なのよ。良く調べたら分かったわけ。棲すんでるところは人里離はなれた山の奥だし、気き性しようも大人しいから、こっちから手を出さなければ襲ってもこないの」

「そ……そうなの？」

「うん。だからこそ密売の対象になったのよね。で、協会の方針としては、保護して元居たところに返すつもり」

　そうか……ミィの種族は、オウルランドさんの言う【特例】の条件が当てはまったわけだ。

「ミィちゃん、処分されないんですか……？」

　リルカがミィを抱きしめながら、恐る恐る姉さんに尋ねた。

「しないわよ。現にそいつの親だって命までは奪ってないもの。勘違いされやすいけどね、魔獣狩士ってのは徒いたずらに害獣を殺しているわけじゃないの。人に被ひ害がいが出れば駆く除じよせざるを得ないけど、そうでないなら基本は放置。それが鉄則」

　その答えに、リルカはほっとしたように、肩かたの力を抜く。

「良かったね、ミィちゃん！　お母さんのところに返してもらえるんだって！」

　話しかけると、ミィは小首を傾げていたものの、やがては一鳴きしてリルカの胸に顔を埋うずめた。なんとなく嬉うれしそうに見えるのは、こちらの勝手な思い込みだろうか。

「なににしても、無事に済んで良かった。一時はどうなることかと……」

「そうね、良かったわね。それはそうとしてジェイク？」

「ん？　どうしたんだ、アリッサ姉さん」

　とリルカの方にやっていた視線をアリッサ姉さんに向けたところで、オレは全身が硬こう直ちよくするのを感じた。
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「あたしを害がい獣じゆうが居れば見境なく襲おそい掛かかる鬼き畜ちくのような奴やつだと思っていたわけね？　あんたは」

　ぞっとするような笑えみが、そこにはある。

「へええ!?　い、いやいやいや！　そういうわけでは!?」

「いくらなんでもそこまで酷ひどくはないわよ？　一応、あたしもこの稼業やって長いからね。嘗なめられたもんだわ、我わが愛する弟に」

「ち、違うんだって！　ほら、あの、オレとしては魔獣狩士になる前のアリッサ姉さんしか知らないから、仕方なくて……！」

「問答無用！」

　ばきごりごきぐごき。

　アリッサ姉さんが指の骨を物凄い異音で鳴らす。

「お仕置きよ、ジェイク――ッ！」

「ぎゃああああああああああああああああ！」




　……それからオレはアリッサ姉さんに散々、腕うでひしぎ十字固めを喰くらわされた。

　リルカが止めてくれなかったら、更さらに酷い目に遭あっていただろう。

　まあ――結果的にリルカとミィが救われたのなら、別にいいんだけど。




　後日。ミィの怪我は間もなく完治し、協会へ引ひき渡すこととなった。

「はい。それではお預かりします」

　担当者が手を差し出すと、リルカはミィを抱き上あげたまま、一いつ瞬しゆんこちらを見上げる。

「……ほら、リルカ。ミィをお母さんのところへ返してあげないと」

　オレが言うと、リルカは少し無言になった後で頷き、担当者にミィを渡した。

　彼女の手から離れた瞬しゆん間かん、それまで安心しきった様子で身を委ゆだねていたミィは、突然に目を見開く。

　次いでリルカの方を向いて、あの独特の奇き妙みような鳴き声を上げ始めた。

　害獣だから表情は変わってないけど、明らかに悲しがっている。

　その証しよう拠こに、今まで大人しかったのに、突然に暴れはじめた。

「ミ、ミィちゃん、ダメだよ。良い子にしていないと！」

　リルカから言われても、動きは収まらない。なんとか担当者の腕から逃げ出そうとしていた。

「……ダメッ！　あんまりわがままいうと、お、怒るよ！」

　ただ、そう叱られて睨にらみつけられると、急に沈ちん黙もくして大人しくなった。突つき立たてていた尻尾しつぽは垂れ下がり、目も半ば伏ふせられている。

「そ、それでは。しっかりと母親の元まで送り届けますので」

「安心なさい。あたしも一緒にいくから」

　傍に立っていたアリッサ姉さんが言うのに、オレは頷いた。

「よろしくお願いします」「……よろしくお願いします」

　リルカと二人で頭を下げると、アリッサ姉さんは手を振ふる。

「じゃ、ふらっと帰って来た時にはまた夕食ご馳走してね。さよなら、ジェイク、リルカちゃん」

　アリッサ姉さんと担当者は、こちらに背を向けて、そのままミィを連れて行った。

「ミ……ミィちゃん！　さよなら！　元気でね！　ミィちゃん！」

　リルカは堪たまらなくなったように声を上げて、大きく手を振った。

　小さくなっていくアリッサ姉さんと担当者の姿から、微かすかな鳴き声が聞こえてくる。

　あの奇妙で、でもすっかり馴な染じんでしまった、ミィの甲かん高だかい声が。

　やがて――ミィの姿は、オレ達の前から完全に消えた。

「……行っちゃったか」

　あいつには色々と苦労させられたけど、今となっては良い思い出というか。

　やっぱり、なんだかんだで、寂しい気はするな。

「リルカ……大だい丈じよう夫ぶ？」

　オレなんかよりよっぽどミィを可愛がっていたから、気になって尋たずねた。

「え？　あ……はい、大丈夫です！」

　意に反して、リルカは笑え顔がおを見せてくる。

「ミィちゃんには、帰るところがあるんです。いつまでもわたしのところには居られませんから。だから……わたし、平気ですよ」

　踵きびすを返すと、元気よく歩き始めた。

「旦那さま、今日の夕食は何にしましょう？　お魚が続いたから、お肉にしましょうか。暑い日が続きますけど、冷たいものばかりだとお体を壊こわしますから、少しあったかいものでも作りましょうね」

　本当に、何でもないように。

　問題なんて、どこにも存在しないというように。

　気き丈じようで、強く、たくましく。

　そんな風に、オレには見せていて。

「リルカ」

　だからオレは言った。リルカの夫として。彼女の全すべてを受け入れる立場として。

「――無理しなくていいんだよ」

　リルカが足を止める。背中越ごしに答えてきた。

「む、無理なんてしていませんよ。わたし、本当に大丈夫ですから」

「いいんだよ。ここにはもう、オレしかいないんだから」

　歩み寄り、オレはリルカの頭を撫なでる。

「君はいい子だよ。アリッサ姉さんの言う通り、本当にオレには勿もつ体たいないほどだ。でもね。我が慢まんし過ぎちゃいけない」

　無言のままの彼女に、声をかけ続けた。

「耐たえることと、無理をすることは違う。頑がん張ばることと、自分の心を誤魔化すことは違う。オレはそう思う」

　だから、と。膝ひざをつき、囁ささやきかけた。

「オレの前では――泣いたって、いいんだ」

　静せい寂じやくの時が、わずかに流れる。

　夕刻近く。街中を鮮あざやかな紅が染め上げていた。

　行き交う人々が、にこやかに会話を交わし、通り過ぎて行く。

　そんな中。――しばらくすると、微かに声が聞こえて来た。

　リルカの肩が震ふるえている。最初は小さく、やがては大きく。

「……だ、旦那さま……」

　消え入るように言ったリルカ。

　彼女の頬を、一筋の涙なみだが伝う。

　間もなくそれは、幾いく筋すじも、幾筋も流れ始めた。

　その度たびに地面に落ちて痕あとを作り、彼女の悲しみの大きさを表すように、広がっていく。

「……おいで、リルカ」

　手を広げると、リルカはゆっくりとこちらへ振り返ってきた。

　涙でぐしゃぐしゃになった顔をして、嗚お咽えつを上げながら、オレに抱だきついてくる。

　そのまま、彼女は、泣き始めた。

　わずかな間でも、確かに愛した存在との別れを――ただ、嘆なげき続けていた。







第二章　夏の休暇と夕暮れのパエリア







　雲一つない青空。輝かがやく太陽が、真まっ直すぐと世界を照らしている。

　熱波は容よう赦しやなく大地を焼いて、殺人的なまでの気温を生み出だしていた。

　夏は暑い。言うまでもなく当たり前のことだが、その当たり前のことが何をおいても憎らしい。

　が、それは昨日までの話だ。

　少なくともこの二日間は、この暑さこそが季節を実感させてくれて有あり難がたいと、そんなことを思えるはずだった。

　なぜならオレ達は今――楽園にきている。

「うおおおおおおおお！　よっしゃあああああ！」

　ザックが馬車から降りるなり耳みみ障ざわりなくらい大きな声を出して、天を仰あおいだ。

　今日ばかりはその気持ちが分からないでもない。

　なにせ目の前には素す晴ばらしい景色があった。

　陽光を照り返して煌きらびやかに輝く水面が、どこまでも、どこまでも広がっている。

　普段は生暖かいと不ふ愉ゆ快かいになる風すらも、緑豊かな木々を揺ゆらす様は爽さわやかだ。

　木こ陰かげで休む小動物達も、一服の癒いやしを与あたえてくれた。

　そう。ここは湖こ畔はんにある宿しゆく泊はく地ち。何もかもを投げ出して遊ぶことが許された聖地。

「うっしゃあああああああ！　いくぞおらああああ！」

　ザックが堪らなくなったように、再度吼ほえると、後ろから頭を叩たたかれた。

「うるさいってのよ！　いいからちょっとは落ち着きなさい！」

　アイラだ。ただ注意とは裏腹にその顔には笑みが浮うかんでいる。彼女も嬉しいんだろう。

　なにせ久々の休暇だから、無理もない。

「すごい……綺き麗れいなところですね、旦那さま」

　隣となりに立ったリルカが、風に飛ばされないよう、麦わら帽ぼう子しを押おさえながら言った。

「やっと来れた……修しゆ羅ら場ばを死ぬ気で潜くぐり抜けたかいがあったーっ」

　コニーもまた全力で喜びを表現している。

「あらあら。はしゃぎ過ぎて倒たおれないようにねぇ、皆みんな」

　最後に馬車から降りたセシリア姉さんが言うと、全員が了りよう解かいの返事をした。

「それじゃ、ひとまず荷物を置きに宿しゆく泊はく場所に向かうか。こっちでいいんだっけ？　姉さん」

　オレが二方向に延びた道の内、左を指差すと、姉さんは頷うなずく。

　ぞろぞろと、全員で向かうことにした。

「おい、ジェイク、覚えているだろうな、あの約束」

　と、そこでザックが寄って来て、耳元で囁いてくる。

「……覚えてるよ」

　何度も言われたから、嫌でも記き憶おくするって。

「そんならいい。十分に気を付けるように！」

　こちらに指を突きつけて、すっかり行楽気分のザックは、足取り軽くオレから離れていった。

「約束ってなんですか？　旦那さま」

　不思議そうにしているリルカに、苦く笑しようする。

「いいや。なんでもないよ――」

　しかし、守り切れるといいが。

　オレは数日前の出来事を思い出しながら、いささか不安になるのだった。




　それは、夏の繁はん忙ぼう期きをどうにか潜り抜けた時のことだった。

「はい、みんな、お疲つかれ様さまでしたぁ」

　依い頼らいされた魔ま法ほう薬を納品したところで、姉さんが手を合わせ、オレを含ふくめた全員が脱だつ力りよくする。

　この季節は高い気温が原因で何かと体調を崩くずす人が多く、店から薬が大量に発注されるのだ。そのせいで、ここ一週間はろくに眠ねむってもいなかった。

「あー！　終わったー！　あああああ！　終わったあああああ！」

　ザックが椅い子すから落ちて床ゆかを転げ回る。

「終わったわああ！　終わったああああああ！」

　ついでにアイラも同じような行動をとった。普段なら突っ込み役に回るところだろうが、こいつも連日の激務で相当に心をやられているみたいだ。

「じゃ……お疲れさま。あたし、帰るから」

　やつれた顔で呟いて、コニーは席を立った。オレもそうしよう。久々にリルカと一緒にゆっくり過ごしたい。

「あ、コニーちゃんにジェイクちゃん、待って。ちょっとだけでいいから」

　が、姉さんから止められて、オレとコニーはぼんやりした顔で所長席を振り返かえった。

「暑いのに一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばった素晴らしい所員の皆に、所長から提案がありまぁす」

　とろけるような笑みを浮かべ、姉さんは告げる。

「――来週から、所員旅行に行きましょう！」

　一瞬、事務所内が水を打ったように静まり返った。

「しょいん、りょこう……？　所長、それ、何語っすか？」

　ザックがとぼけた顔で尋ねる。疲ひ労ろうと暑さで脳が上手く回っていないようだ。

「あらあら。事務所の皆で、旅行しようってことよぉ。馬車で少し行ったところに、良い避ひ暑しよ地ちがあってねぇ。大きな湖と、立派な宿しゆく泊はく施し設せつがあって、とっても素す敵てきなのよぉ」

「……え。本気ですか？　本気で？　旅行？　皆で？」

　額に薄うつすらと汗を滲にじませながら、アイラがしつこいくらいに確認した。

「そう。本気で。旅行。皆で」

　姉さんがにこにこして、繰くり返す。

　――その瞬間。

「……やった……」

　呟いたザックが、膝をついた。震える手を握にぎり締しめて、これでもかってくらいに高く掲かかげる。

「やったああああああああああああああああ！」

「うっそおおおおおお！　夢のよおおおおお！」

　跳とび上がって昂たかぶる感情を表現するアイラ。そこまでか。そこまでなのか。

　いやまあ、確かに所員旅行なんて初めてだから無理もないかもしれないけど。

「所員、旅行……お姉ちゃん！　それは見習いのあたしも行っていいの!?」

　コニーが噛みつかんばかりに、姉さんに迫せまった。

「もちろんよぉ。事務所の皆でって、そう言ったでしょう？」

「ひゃああああああああああ！　お姉ちゃんっ！　大好きっ!!」

　床を蹴けると、力ちから一いつ杯ぱい姉さんを抱きしめるコニー。お前、普ふ段だんそんなことしたことないのに……。

「でも姉さん、仕事の方は大丈夫なのか。まだ依頼が幾つか溜たまってたはずだけど」

「おいジェイク！　ジェイク、コラ！　余計なことを言うんじゃねえよ！」

「そうよ！　所長が変なこと思い出して旅行が中止になったらどうすんの!?」

　気になって質問したオレを、ザックとアイラが交こう互ごに責めたててくる。変なことってなんだ、変なことって。

「大事だろ。依い頼らい人にんを放っておいて旅行なんて出来るわけない」

「お兄ちゃんのクソ真ま面じ目め！　真面目クソ！」

　コニーにまで怒られた。関係ないけど単語の順番を逆転させるだけでなんか急に腹立ってくるな。

「あらあら。問題ないわぁ。残った依頼はまだ期限に余よ裕ゆうがあるし、そこまで量があるわけじゃないから」

「そりゃそうかもしれないけど、何があるか分からないから〆しめ切きりが来る前に一応は片付けて」

「おりゃああああああああああ！」

　ザックが飛びかかってくると、こちらの体を掴つかんできた。そのままオレの首の前に腕を回し始める。

「親友よ、相棒よ。お前の仕事に真しん摯しなところ、オレは偉えらいと思うし素晴らしいと評価もしてるけどよ。なあ、おい。今回だけは静かにしていようぜ、黙だまっていようぜ、なあ？」

　そのままぎりぎりと締め上げられて息が詰まった。

「お、お前、ここまでして旅行したいのか……」

　苦しみながらどうにかそれだけを口にすると、姉さん以外の三人が揃そろって叫さけぶ。

「したいわ！」「決まってるでしょ！」「お兄ちゃんのバカ！」

　一人だけ単純に悪口を言われたような。

「わ、分かった、分かったから！　所長がそう判断したなら文句ない！　もうなにも言わないから放せ！」

　いい加減きつくなってきたのでザックの腕を叩くと、ようやく解放してくれた。

「まったく。俺達は仲間なんだから調和ってものを大事にしろよな」

「旅行したさに首締め上げといてどこが仲間なんだよ……」

「たとえ大事な仲間でも、間ま違ちがいを犯おかせば正すのに思い切った手も必要になる！　そうだろう!?」

　ザックの言葉にアイラとコニーがうんうんと頷く。なんかいつもと違って分が悪いぞ。

「まあまあ。じゃあ、ジェイクちゃんも了りよう承しようしてくれたところで、来週から旅行しましょうか。わたしが色々と準備をしておくわねぇ。……あ、そうだ」

　なにかを思いついたように姉さんがオレの方を見てきた。

「せっかくだからジェイクちゃん、リルカちゃんを連れてきたら？」

「え、でも、事務所の慰い安あん旅行だろ。いいのか？」

「構わないわよぉ。リルカちゃんにはいつもお世話になってるんだし」

「そ、そっか。ありがとう。じゃあ、声をかけてみるよ」

　一緒に実家へは行ったけど、行楽目的で遠出するなんて初めてだな。リルカもきっと喜ぶだろう。

　彼女の笑顔を想像するだけで、顔が綻ほころぶのを感じた。

「じゃあ所長、ティマも一緒でいいっすか？」

　ザックが言うと、姉さんは「もちろんよぉ」と答える。

「アイラちゃんもコニーちゃんも、お友とも達だちが居るなら連れて来てもいいわよぉ。あんまり大人数だと施し設せつに泊とまることが出来なくなるけど、一人か二人なら」

「あー。あたしの友達、なんだかんだで予定詰まってるっぽいから無理かなぁ」

　コニーが残念そうに言った。

「コニー、お前、友達居たのか……」

　お兄ちゃん、意外だったぞ。

「居るわよ!?　あたしをなんだと思ってんの!?　前から何回か話してるでしょ!?」

「いや、意地っ張りなところあるし、もしかしたら架か空くうの存在なんじゃないかと思ってて。良かった。安心したぞ」

　寂さびしい想おもいをしている妹はいなかったんだ。

「大体、お兄ちゃんの方がよっぽど友達少ないじゃない！　一緒にしないでよ！」

「なにをぅ！　そんなことは…………あるな」

　悲しいかな否定できない。

「アイラもせっかくだから恋こい人びととか連れてきたらどうだ」

　ザックが話しかけると、

「ははははははははははははは」

　なぜか渇かわいた笑いを奏かなでるアイラ。

「その話続ける？　続けたい？　続けてもいいの？」

　更に真顔で一歩ずつ近づいていくので、ザックは顔を引きつらせながら「いえ、いいです」と下がった。

「……あ、そういや。リルカちゃんと言えばジェイク、お前に一つだけ要求することがある」

　妙みような圧力をかけるアイラから逃げてきながら、ザックがこちらを指差してくる。

「なんだよ」

「今回の旅行では、一いつ切さい仕事について考えることをやめろ！」

「…………は？」

　あまりに想像だにしていない内容だったので、オレはつい間の抜ぬけた声を上げてしまった。

「え、なんで？」

「なんでじゃねぇよ。お前ときたらいついかなる時でも仕事、仕事、仕事だろ。右を向けば魔法薬、左を向けば依頼の書類。前を向けば魔導士協会で、後ろを向けば素材収集だ」

「そ、それが悪いかよ」

　良く分からない表現だが、何故なぜだか納なつ得とくする自分がいる。

「普段なら悪かねぇよ。でもせっかくの休暇だ。いつも私生活のだらしねぇお前をめげずに世話してくれてるリルカちゃんに少しでも孝行してやれ」

「あ、それもそうね。ザック、良いこと言うじゃない」

　アイラまで同意してきた。

「い、いやまあ、確かにそうなんだけど。なにも仕事を完全に忘れろとまで言わなくても……」

「お前はこうやって命令でもしなきゃ、すぐ頭がそっちに行くだろうが！」

　うむ。素晴らしいな。まったく反論の仕様がない。

「というわけでだ。旅行中は仕事に意識を振るのを禁止する！　もし破ったら、一カ月間所員全員の昼食奢おごり！」

「えええええええええ！」

「なんだえええって。やり遂とげる自信がねえのか。リルカちゃんに孝行するのがそんなに難しいのか。ええ、おい」

「あんな可愛かわいい果報者を放っといて仕事をしたいというのね。あなたはそういう人間だったのね、ジェイク!?」

　なんで二人からこんなに責め立てられなきゃならんのだ……いやまあ、でもそうか。

「……分かったよ。旅行中はなにがあっても仕事しない。誓ちかいます！」

　降参とばかりに両手を上げると、二人は満足そうにうなずいた。

「お兄ちゃんが仕事を忘れるなんて、鳥が飛べるのを忘れるくらい、不可能なことだと思うけどね」

　コニーがぼそりと呟つぶやく。

　……いや、そんなにもか？




　ともあれ、オレ達は無事に一週間を乗り切り、湖畔へと訪おとずれた。

　おおむね順調ではあったが、唯ゆい一いつ予定と違うことが起こったと言えば、

「ああああ。しっかし、こんな良いところ、ティマと来れたらなぁ」

　宿泊施設へと向かう道中、ザックが大きく肩を落とした。

　そう、ティマさんの都合が悪く、旅行を欠席したのだ。

「残念だったわね、ザック。ま、美女が四人もいるんだから、我慢なさいな」

　アイラが慰なぐさめるように、ザックの丸めた背に手を置いた。

「リルカちゃんと所長が美女なのはともかく、後二人って誰だれだよ」

「それは言わずもがなってやつでしょう？」

　ふふん、と鼻で笑って、胸を張るアイラ。コニーもどこか得意げな顔をしている。

「…………。……所長、宿泊施設ってのはまだ遠いんすか？」

「分かり易やすく話を逸そらすなあああああああああああ！」

「せめてなにか反応しなさいよっ!!」

　アイラとコニーから同時に尻しりを蹴られて、ザックは「ぎゃんっ！」と犬のような悲鳴を上げて跳び上がった。なにやってんだお前ら。

「あと少しよぉ。ほら。もう見えて来た」

　後ろで起こっている騒そう動どうに気付いているのかいないのか、姉さんが前を指差した。

　そこには、丸太を組み合わせて作った家屋がある。遠目でもしっかりとした造りなのが分かった。

　間もなく到とう着ちやくすると、建物の前で、誰かが薪まきを割っている。

　女の子だ。年としの頃ころは十七、八といったところか。ぼさぼさの赤い髪かみを乱雑に後ろで括くくっていて、整ってはいるものの、どこか精せい彩さいを欠いたような顔つきをしていた。

「あら。あなた、管理人さんですか？」

　姉さんの質問に、女の子は斧おのを振る手を止めて、こちらを向いた。

「…………」

　無言のまま答えない。寝ね起おきみたいに半開きになった目で見ているだけだ。

「……あの、どうかされましたか？」

　あんまりにも反応が無いので心配になったのか、リルカが尋ねた。

　すると、女の子は、しばらくしてからぼそりと呟く。

「……まあ、一応は」

　そして、今ので十分だろうとばかりに、また薪まき割わりへと戻もどった。

「なんか……個性的な子ね」

　アイラが非常に迂う遠えんな表現をする。

「今のって、リルカの『どうかしたか』に対する返答なのか、お姉ちゃんの『管理人か』に対する返答なのか、どっちなのよ？」

　腕を組んで、コニーが眉み間けんに皺しわを寄せた。多分、後者だとは思うんだけど。

「お名前はなんていうんですか？」

　再度、リルカが訊きくと、女の子は甲高い音と共に薪を真っ二つにしながら短く返す。

「リン」

「リンさん、ですか。一日お世話になります。宜よろしくお願いしますね」

　丁てい寧ねいに一礼するリルカに、リンと名乗った女の子は、軽く頷いた。

　なんていうか、ぶっきらぼうというか、必要な会話以外はしない人だな。

「……と、とにかく、家の中に入ろうぜ。暑いし」

　わずかに沈黙が下りたところで、気を取り直すようにザックが言う。

　それもそうだと、オレ達は建物内へと足を踏ふみ入いれた。

　内部は外に比べると驚おどろくほど涼すずしい。どういう仕組みになっているか分からないが、かなり快適だった。

「わあ！　素敵なところじゃない！」

　アイラが高い天てん井じようを見上げて歓かん喜きする。

　確かに敷しき詰つめられた絨じゆう毯たんや各所に置かれた調度品の造形は、派手過ぎず、かと言って地味過ぎず。家と同じく丸太で作られた机や、ふかふかのソファの色と上手うまく溶とけ込んでいた。

　一階が台所と食しよく卓たく、談話室になっていて、二階に寝しん室しつがある。

　オレはリルカと二人で荷物を置きに階段を登ろうとしたところで、談話室に置かれた暖だん炉ろの上に、ある物が載っているのに気付いた。

　石だ。ただし、普ふ通つうの石じゃない。天窓から差し込む陽光に照らされて、眩まぶしいほど黄金こがね色いろに輝いていた。

「……あれ、これ」

　どこかで見た覚えがあって、手にとり、じっくりと観察してみる。

　そこで気付き、思わず声を上げてしまった。

「うわ、すごい！　ゲッコウ石じゃないか！」

「げっこうせき、ですか？　旦だん那なさま」

　オレの手元を覗のぞき込んでいたリルカに、説明する。

「魔法薬の材料になるんだけど、滅めつ多たに市場に出回らないから、希少価値が高いんだ。オレも欲ほしくて知り合いの業者に頼たのんでるけど、未いまだに手に入らなくて……」

　一人で騒さわいでいると、何事かと皆が集まってきた。が、その原因が判明すると揃って驚きを示す。さすがに全員が魔ま法ほう薬やく士しというべきか。

「へええ。現物初めて見たわ、俺おれ」

「掌てのひら大で目玉飛び出るくらいの値段がするのよね」

「あらあら。うちでも取とり扱あつかったことはないわねぇ」

「なんでこんなところにあるのかしら？」

　コニーが首を傾かしげたところで、玄げん関かんの扉とびらが開く音がした。

「近くの森を抜けた洞どう窟くつ」

　突とつ然ぜんの発言にびくりとオレは体を竦すくませ、振り返ると、リンが立っている。

「……そこにいくらでも転がってるよ」

　話を続けながら、彼かの女じよは布に包まれた何かを床に置いた。開くと、大きな肉だ。

「鹿しか。少し前に狩かった。臭くさみは抜いてあるし、食たべ頃ごろだと思うから、どうぞ」

　そのまま出て行くと、扉を閉めた。

「……いまいち読めない子ねえ」

　アイラが苦笑する。確かに。でも悪い子じゃなさそうだ。

「しかし、そうか。この辺にあるのか。そうと決まれば早さつ速そく行って……」

「うおっほん！　えっほん！」

　などと考えていると、近くからわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえて来た。

「ジェイク君。なあ、ジェイク君。約束を忘れたわけじゃないよな？」

　ザックだ。ちらりとリルカへと視線を送っている。

　うっ。そ、そうか、そうだったな。仕事のことを考えるのは禁止、と……。

「は、ははは。そうだな。いや、別に採取しにいこうとか、そんなことは考えてないよ？」

「そーだよな。お前は俺を裏切るような男じゃない。それは良く分かってる。でも、だったら、これはいらないよな？」

　言って、ザックはオレの手からゲッコウ石を奪うばった。

「ああああああああああああああ！」

　取り返そうとしたところで、アイラから腕を掴まれる。

「んー？　ジェイク？　この手はなにかなー？」

　笑顔だが、物もの凄すごい圧を感じた。逆らってはいけない雰ふん囲い気きが迸ほとばしっている。

「……なんでもありません」

　答えて力を抜くと、オレの腕を放して、アイラが笑みを深めた。

「よろしい。楽しい旅行にしましょうね」

　目の前でザックがゲッコウ石を元の位置へと戻す。

「はあああああ……待望の素材が目の前にあるのに……」

　……い、いいや。ここは我慢だ。リルカの為ためになるなら。これくらいなんでもない。そうだ。その通りだ！

「旦那さま？　どうなさったんですか？」

　目を閉じて念じていると、リルカが服の裾すそを引っ張って来た。

「あ、ああ、いや、なんでもないよ！　さ、部屋に行こう！」

　オレはゲッコウ石を強ごう引いんに振り切きると、リルカと共に部屋へと向かう。

　室内に入り、荷物を置いて見回すと、二人では勿体ないくらいの広さがあった。机の上にはこの辺で採れたものだろうか、綺麗な青色の花が飾かざられている。壁かべにかけられた絵も、そういったものへの心得がないオレでさえ、見み惚ほれるような出来だ。

「素敵ですね。こんなところに旦那さまと泊まれるなんて、わたし、嬉うれしいです！」

　目を輝かせているリルカを微笑ほほえましく見守っていると、扉がノックされた。

「荷に解ほどきは終わった？　疲れてないなら、せっかくだし、湖にでも行ってみない？」

　アイラだ。了解と返事をして、二人で部屋を出た。

　全員で湖へ向かうと、何人かの旅行者らしき姿は見えたが、それほど数はない。

「ふうん。こんなに良いところなのに、随ずい分ぶんと静かね」

　コニーが不思議そうに感想を述べると、姉さんが指を立てた。

「この湖周辺の土地をもっている方がねぇ、宿泊施設が予約できる人数を絞しぼっているのよぉ。それで、決まった人以外は入れないようにしているんですって」

「へー。それはまた思い切ったことをしましたね」

　驚いたようにアイラが言う。

「でもそのおかげで、ゆったりと過ごすことが出来るって、人気なのよぉ。今回も結構前から予約をとっていたんだからぁ」

「……んん？　てか、姉さん、だったらオレが反対しようがしまいが、旅行はするつもりだったんじゃないか？」

　オレがふと覚えた疑念をぶつけると、姉さんは笑顔のままで固まる。

「……もちろん、皆の予定を考こう慮りよして、日程にある程度の幅はばはとっていたわよぉ？」

「いや違ちがうって。そもそも中止するつもりなんてなかったというか」

「うふふふ」

「うふふふじゃなくて」

「それじゃあ、湖で遊びましょうねぇ」

「姉さん!?　あのオレ、色々腑ふに落ちないんだけどな!?」

　追つい及きゆうしたがさらりとかわされて、姉さんはゆったりした足取りで湖の近くへ降りていった。

「気にしたら負けよ、ジェイク。もう来ちゃったんだから仕方ないでしょーが」

　アイラの言うことも尤もつともなんだが。なんだろう、このもやもやした気持ちは……。

「それより、見てよ、これ！」

　と、複雑な感情を抱いているオレを尻しり目めに、アイラはいそいそと下げていた鞄かばんから何かを取り出した。

　色取り取りの布きれだ。両側に紐ひもがついていたり、下着みたいに履はける形になっているのもある。

「なんだそれ。……水着？」

「そう！　ずばり、水着！　せっかく湖にきたんだから、泳がないと！　安心して。コニーちゃんやリルカちゃん、所長の分まであるから！」

「え、ええ!?　わたしもですか!?」

　どこか遠い国の出来事みたいにアイラを見ていたリルカが、目を丸くした。

「当たり前じゃない。しっかりと似合うのを吟ぎん味みしたわよ」

「でで、でも、その、わたし、泳いだことなんてあんまりないですし……」

　ああ、そういえば、リルカは山育ちだったな。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ジェイクに教えてもらえば。あなた、そこそこ泳げたわよね？」

「まあ、それなりには」

　幼い頃、海に行ってはしゃいだ程度だけど。

「そ、そうですけど……あの、水着って……肌はだを露ろ出しゆつしますよね……？」

「ん？　いやまあ、今着てる服よりはね」

　リルカは頬ほおを赤くして、もじもじとしながら、アイラをじっと見上げた。

「……は、恥はずかしいです……」

「…………」

　無言になるアイラ。が、いきなり手を広げると、リルカを抱きしめた。

「はうわっ!?　ななな、なんですか!?」

「可愛い……！　穢けがれを知らぬ純じゆん粋すい無む垢くな少女の恥じらい頂きました！　ご馳ち走そう様さまです！」

　なにか至福な顔で、リルカに頬を寄せているアイラ。

「なにしてんだよお前は」

「放っといてやれよ。遥はるか昔に失ったものを懐なつかしんでるんだろ」

　欠伸あくびを噛かみ殺ころしながら言ったザックは、アイラから後ろ回まわし蹴げりを喰くらわされた。

「問題ないわよ、リルカちゃん！　ここには人だってあんまりいないんだし！」

「あ、あの、アイラさん、ザックさんが倒れられているんですが……」

「そっちも問題ないわよ！　それに、ほら！　ジェイクに水着を見せたくないの!?」

　ずい、と迫ったアイラにリルカは目を見開く。次いで、こちらを見つめて来た。

「だ、旦那さまに……？」

「そうよ！　リルカちゃんの奥おくゆかしさは国で保護しなきゃいけないくらいに尊いけど、時に大だい胆たんになることも必要なのよ!?　季節は夏！　今こそ開放的にならないで、いつなるというの!?」

「そ、それは……」

「さあ、決断して、リルカちゃん！　決断こそがあなたを変えるの！　覚かく悟ごこそが前に進めるのよ！　いざ、いざ、いざいざいざーッ！」

「あの、うちの奥さんをかどわかさないでもらえるかな」

　悪い大人が子供を騙だまそうとしている場を見ているかのようだ。

「なによ！　ジェイク、あなたはリルカちゃんの水着姿を見たくないというの!?」

「うぐっ」

　そ……そう言われると。あの。いや。なんていうか。

「アイラ、嫌いやだって言ってるのに無理させない方がいいわよ！　気にしないでいいの、リルカ。お兄ちゃんに刺し激げき的てきな水着姿を見せるのは、あたしだけで十分よ！」

　アイラから水着を受け取って、なぜかコニーが主張する。

「ひと夏の過あやまちは人を変える……！　お兄ちゃんがあたしの醸かもし出す蠱こ惑わく的てきな空気に当てられてどうなるか、見ものだわ！」

「どうもならんから安心しろ」

　心から言っておく。

「い……いいえ。わたしも着ます！」

　と、そこでリルカが思い切ったように声を上げた。

「だ、だ、旦那さまが喜んで下さるなら！　やってみます！」

「いや、いいのか？　リルカ。無理しなくてもオレは……」

「お、そうでなくちゃ！　それじゃ早速、湖の近くにある更こう衣い室しつで着き替かえましょうね！」

　言いかけたオレの顔面を手で掴んで強引に押し除よけながら、アイラが叫んだ。

　そのままリルカの手を引いて、コニーや姉さんと一いつ緒しよに向かう。

「……なにがあそこまでアイラを駆かり立たてるんだ」

「最近リルカちゃんを可愛がるのが自分の使命みたいに思ってるよな、あいつ」

　ようやくアイラの攻こう撃げきから復帰したザックがしみじみと告げた。

　仲が良いのは結構なんだが、勢いが凄すごいから、夫としてちょっと、いやかなり不安だ……。

　などと思いつつ、ザックと一緒に湖の近くまで行ってから、間もなく。

　更衣室として用意されている小屋の戸が開いて、リルカ達が姿を見せたのだった。

　当然だけど水着姿だ。全員が開放的な格好をして、先頭に立つアイラが手を振ふりながらやってくる。

「おおう……今日ほど夏という季節を有難く思ったことはない」

　呻うめくようにザックが言った。

「あら、どうしたの。ダメよ、いくらわたしの水着が魅み力りよく的てきだからって、そんなに熱っぽく見つめたら。あくまでもわたしとあなたは同どう僚りようなんだから」

　アイラが纏まとめた髪を払はらって薄うすく笑う。多分、本人的には大人の女性を演じているつもりなんだろう。けど、

「あ、ちょっとそこどいて。後ろが見えないから」

　あっさりとザックがアイラに手を振って、移動を指示した。

　そう、こいつが見つめているのは、アイラじゃない。その後ろにいる姉さんだ。

　薄い布地で肌を必要最低限だけ覆おおっていて、正直、裸はだかよりよっぽどいやらしく見える。

　更さらに胸が大きいので、歩く度たびに派手に揺れていた。

「おらぁっ！」

　一歩踏み込み、アイラがザックに手刀を振り上あげる。見事、頭頂部を打ったその一いち撃げきに「うげぼ」とくぐもった声が上がる。

「お、俺は男として……なすべき行動を……」

　そのまま崩れ落おちると、ザックは地面に突つっ伏ぷした。今日はいつも以上にやられてるな、こいつ。自じ業ごう自じ得とくという言葉がこれほど似合うやつもいまい。

「あらあら。ザックちゃんとアイラちゃん、喧けん嘩かはダメよぉ？」

　自分が原因だとはさっぱり気付いていない様子で、姉さんがのんびりと注意した。

　その後ろで、恥ずかしそうにしていたのは、リルカだ。

　アイラや姉さんが比ひ較かく的てき、露ろ出しゆつ度どの高い水着をつけているのに比べて、彼女のそれはとても大人しかった。

　見えているのは腕うでと肩かた、それに足くらいなもので、後は全すべて覆われている。

　が、それでも普段からすればありえないくらいに薄うす着ぎなので、恥ずかしいんだろう。

　ただ、なんていうか、そういう反応も含めてなんだけど。
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　……超ちよう絶ぜつ可愛かわいいな。

　控ひかえ目めではあるものの、そこまで奥おく手てというわけではないリルカが、こうして小さくなっているのはなんていうか新しん鮮せんだ。

　それだけに心臓が高鳴るというか、また奥さんの新しい面を見てしまった喜びがあるというか。

「ねえ、お兄ちゃん、この水着どうかしら？　あたしとしてはもう少し派手でも良かったと思うんだけど、アイラがまだそういうのは早いっていうのよ？」

　いや気持ちを細かく表現する必要なんてない。ただ単純に思えばいいんだ。

「でも、ちょっと子どもっぽくもあるのよね。あたしだってもう十五歳さいなんだから、こう、色気を出だした方がいいというか。大胆になってもいいと思うの。その辺、お兄ちゃんの意見を聞かせて欲しいんだけど」

　オレの嫁よめが可愛い。可愛くて可愛くてどうしようもなくてただひたすらに可愛い。

「ねえ、お兄ちゃん？　どう？　どんな感じ？」

　こんな子が奥さんだというただその事実だけで運を使い果たし、オレの人生後はろくなことがないんじゃないだろうか。

「お兄ちゃん？　聞いてる？　ねえ、お兄ちゃん？」

　ああ、それでもいい。リルカが居てくれるならどんなことだって耐たえられる。耐えてみせる。彼女という存在そのものがオレにとって苦難を乗のり越こえる力となって。

「お兄ちゃん？　こらお兄ちゃん！　なんか言いなさいお兄ちゃん！」

「……素敵だよ」

「え!?　ほ、本当!?　本当に素敵だと思う!?」

　うん、とオレは正直に答えた。

「本当に見惚れるくらい素敵だよ。……リルカ」

「はうっ」

　あ、まずい。つい気持ちをありのまま声に出してしまった。リルカがかっと赤くなって、俯うつむき、頬に両手を当てる。

「あ……ありがとうございます……旦那さま」

「と、とんでもない。でも、出来れば二人きりの時に見たかったな。その……他の人に見られるのがもったいないというか」

「そ、そんな。わたしの水着なんて、大したことなくて」

「あるよ。滅め茶ちや苦く茶ちや大したことある！　オレにとっては何よりも価値があるんだって！」

「……嬉しいです。旦那さまにそう言って頂けただけで、水着になって良かったと思います」

「こちらこそお礼を言いたいくらいで――」

「おいジェイク。清すが々すがしいくらいにイチャついてるところすまんがジェイク」

　ザックに肩を叩たたかれた。なんだよ。せっかく今、リルカと語らってるのに。

「すぐ傍そばで物凄い殺意を迸らせてる奴やつがいるから気を付けろよ。警告はしたからな」

「……へ？」

　なにが、と思いつつふと気づけば、アイラも姉さんもザックもオレから距きよ離りをとっていた。リルカまでアイラに抱だき上げられて、遠くの方に居る。

「お、おい、どうしたんだ、皆みな。なにがあった？」

　不ふ穏おんな空気を感じて尋たずねると、全員がある場所を指差した。

　恐おそる恐る視線を傾かたむけると――そこには、憤ふん怒どの化け身しんが立っている。

　コニーだった。

「お兄ちゃん……」

「な、なんだ!?　コニー、どうした。いつもとなんか違うんだが!?」

「そう。初めてあたしの存在に気付いたの。つまり今まで眼中にもなかったと。リルカばかり見つめていたと」

　そ、その通りではあるんだが、なぜだろう。そうだと言えない雰囲気がある。

「ねえ、お兄ちゃん。あたしの水着、どうかしら。どう思う？」

　一歩、こちらに近付いて。コニーが聞いたことないくらいにドスの効いた声で尋ねてくる。……いかん。ここは慎しん重ちようにならないと。

「い、いいんじゃないか？　似合ってるぞ」

「へー。そうなんだ。似合ってるんだ」

「お、おう。とっても似合ってる。最高だ」

「……リルカとどっちがいい？」

「ええ!?」

　ここでそんな究極の選せん択たくを要求してくる!?

「答えて。リルカと、あたし、どっちの水着がいいと思うの!?」

「そ、それは……」

　分かっている。ここはコニーを選ぶのが正解だと。

　しかし、すぐ近くにリルカが居て、こちらを見つめているんだ。

　彼女を裏切って、己おのれの保身を優先するか？

　それとも奥さんへの愛をまっとうして、この命を捧ささげるか？

　どうするオレ。どっちがいいんだ、オレ！

「……それは」

「そ・れ・は？」

　ごくりと、唾つばを飲み込む。オレは覚悟を決めて――答えを出した。

「リルカです」

　嘘うそはつけないよな。

「きしゃああああああああああああああ！」

「ぎゃああああああああああああああ！」

　オレは飛びかかってきたコニーに倒たおされて、滅茶苦茶に叩かれた。

「そういう時は思ってなくてもあたしって言いなさいよ！　それが妹への礼れい儀ぎってもんでしょ!?」

「すまん、出来ん！　なぜならオレはリルカの夫だから！」

「そういうお兄ちゃんの真まっ直すぐなところが好きだけど嫌きらいなのよおおおお！」

　止とめ処どなく振り下おろされる掌の嵐あらし。それほど痛くはないんだが、キリがないので防ぼう御ぎよするのに疲つかれてくる。

「コ、コニーさん！　やめて下さい、旦那さまが！」

　止めに入ろうとしたリルカはザックとアイラから手を掴つかまれた。

「やらせてあげな、リルカちゃん。さっきのはジェイクが悪い」

「そうね。せめて気の済むまで待ってあげましょう」

　姉さんが少し眉まゆ根ねを寄せて困ったように言う。

「あらあら。ジェイクちゃんは、もう少しリルカちゃん以外の子にも気を遣つかってあげないとねえ」

　全く持ってその通りです。甘あまんじて受けよう。

　……結局、コニーがオレへの仕置きをやめたのは、それから五分ほど経たってからだった。

「やれやれ、ひどい目に遭あった……」

　しばらく後――オレは赤くなった肌を見下ろして、ため息をつく。これでも休んでいたおかげで、幾いくらか色は引いてきたのだ。

　既すでにアイラ達は湖の中に入って、思い思いに戯たわむれていた。

　ザックが二人分の男性用水着を用意してくれていたおかげで、オレも今は身軽な姿になっている。

「旦那さま、痛くありませんか？」

　不安そうなリルカに、「平気だよ」と苦く笑しようする。実際、傷としては大したことはない。

「じゃあ、オレ達も泳ぎにいこうか」

「あ。あの。……それなんですけど、旦那さま」

　そこでリルカの表情が陰かげったので、オレは気持ちを察して先に言った。

「あんまり泳いだことないんだよね。大だい丈じよう夫ぶだよ。オレに掴まっていれば」

　手を差し出すと、リルカは少しはにかんでから、そっと握にぎり返してくる。

　そのまま、オレ達は湖へと足を踏み入れていった。冷たい感かん触しよくが、夏のうだるような暑さを忘れさせてくれる。

「でも、山育ちでも川とかあったんじゃないの？」

「ええ。近所の子ども達がそこで遊んだりはしていました。ただわたしは、下の子達の面めん倒どうを見ていたので……」

　ああ。そもそも時間がなかったってことか。

「つくづく大変だったね……今日はその分まで楽しもう」

「は、はい。きゃっ！」

　と、リルカが悲鳴を上げて、しがみついてきた。

「び、びっくりしました。突然ここから深くなっていて」

　ああ、確かに。オレの胸くらいまであるから、リルカだと足がつかないだろう。

「だ、旦那さま、放さないで下さいね。ぜ、絶対に、放さないで下さいね!?」

　怯おびえた様子でオレの体をぎゅっと抱きしめてくるリルカ。本人的には必死なのかもしれないけど、なんというか、こちらとしては頼たよられている感を意識して嬉しくなってくる。

「もちろんだよ、何があっても君を守るから」

　落ち着かせる為に言うと、リルカはこちらをゆっくりと見上げて来た。

「旦那さま……ありがとうございます」

　微笑む彼女と、しばらくの間、見つめ合う。

　そうして、ゆっくりと時間が流れていき――。

「とりゃあっ！」

　いきなり後ろから拳こぶしを喰らった。

「いたい!?　なんだよ!?」

　いつのまにかザックが近くまで来ている。

「なんだよじゃねーよ。さっきから遠くで見てりゃ、人目もはばからずイチャイチャイチャイチャイチャイチャイチャイチャしくさって。見せつけてんじゃねえぞ、オォン!?」

　言ってることがほとんどチンピラだぞお前。

「べ、別にいいだろ。仕事のことを忘れろって言ったのはザックじゃないか」

「仕事のことを忘れろとは言ったが、嫁と思う存分に乳ちち繰くり合えとは言ってねえ！」

「言葉に気を付けろお前は！」

　ザックの頭を叩くと、リルカがきょとんとした。

「ちちくりあうってなんですか？　旦那さま」

「気にしなくていいんだよ。耳に入れると毒だから」

「そこまで言うかね……」

　叩かれた部分を押おさえながらザックがぼやく。

「というかお前だって、ティマさんっていう恋こい人びとが出来たんだから、オレに絡からむなよ」

「そのティマが！　今！　いねえんだよ！　ここに！　だったら絡むだろ!?」

「同意を求めてくるな！　知らんわ！」

「連れてこいよティマを！　あの子を今すぐ俺んとこに呼べよおおおおお！」

　ついに無む茶ちや苦く茶ちやなこと言い出したぞこいつ。

「ええい、黙だまりなさいっ！」

　と突っ込んだのはオレじゃない。アイラだ。こちらに水をぶっかけてくる。上手いことリルカにかからないようにしているのが匠たくみの技わざだ。

「私生活が充じゆう実じつしている奴らが何を言い合ってるのよ！　嫌いや味み!?　嫌味かコラ!?」

「そうよ！　リルカばっかりずるい！　お兄ちゃん、あたしも支えてよ！」

　見けん当とう違ちがいなことを言いながら怒おこっているのは、コニーだ。

「なんでだよ。お前、泳げるだろ」

「泳げるからなによ!?」

「泳げるならしがみつかなくてもいいっていうごく当たり前のことだけど!?」

「…………」

　オレの返答に何かを思うよう、目を逸らすと、コニーは手を打った。

「あー！　あしがー！　つったー！」

　突然に水中に沈しずむと、不自然な動きでもがき始める。

「こ、このままではー！　おぼれてしまうー！　しんじゃうわー！　お兄ちゃんー！」

　へー。そう。

「だ、旦那さま！　コニーさんが大変なことに！」

　青ざめているのは残念だがリルカだけだった。本当に良い子だ。

「問題ないよ。あれ嘘だから」

　丸分かりだ。

「あー！　ほ、ほんとうよー！　ほんとうだからー！　だからこそー！　あぶないーわー！」

「あらあら。じゃあ助けてあげるわねぇ」

　棒読みで叫さけんでいたコニーは姉さんに引き上げられた。

「ちょっと、お姉ちゃん!?　なんでお姉ちゃんなのよ!?」

「だってぇ、コニーちゃんが溺おぼれてたんだもの」

「あたしはお兄ちゃんって呼んでたでしょ！　予定が違ってくるじゃない！」

「えー。コニーちゃんはお姉ちゃんにとっても、大事な妹よぉ？　お姉ちゃんに助けられるの、嫌だった？」

　姉さんが悲しそうに眉まゆ尻じりを下げると、コニーは「うっ」と押し黙り、そのまま項うな垂だれた。

「……そ、そういうわけじゃないけど」

「あらあら。うれしいわぁ」

　ぎゅっと抱き締しめられて、コニーは複雑そうな顔で唇くちびるを尖とがらせる。無意識的にこういうことが出来るから、この人、強いんだよな。アリッサ姉さんもセシリア姉さんには勝てないところあるし。

　まあ、なんだかよく分からんが、気は済んだようで何よりだ。

「ん。あれ。あれ、舟ふねかな」

　そこでオレは、湖岸に停てい泊はくしている小型の舟を見つけた。。

「ひょっとしたら貸してもらえるかも。行ってみようか、リルカ」

「あ、はい！……この状態のままでもいいですか？」

　頬を赤らめるリルカにオレは頷うなずくと、彼女を抱き上げたままで舟のところまで行った。

　小こ舟ぶねが停泊している傍にある小屋に居た管理人さんに訊くと、予想通り、幾らかの金を支し払はらえば貸してくれるようだった。

　オレは湖岸に置いてあった服の上着を纏うと、財さい布ふから何枚かの硬こう貨かを取り出して、管理人さんに渡わたす。

「気を付けてね、リルカ。ひっくり返るかもしれないから」

「わ、分かりました。よ、よーし」

　オレの忠告にリルカは慎重な仕草でゆっくりと、足を小舟に下ろしていった。本当にゆっくり過ぎて、中々足が底につかない。

「……もうちょっと普通でもいいよ」

「ええ!?　そ、そうですか。でも、ごろんってなったら、恐こわいです……」

　緊きん張ちようしつつも、どうにか小舟に乗ったリルカに続いて、オレも対面に座すわった。

　備え付けられていた櫂かいを使って、移動していく。

　真ん中まで行ったところで、動きを止めて、景色を眺ながめることにした。

「わあ。とっても綺き麗れいですね、旦那さま」

　湖の対岸を見つめていたリルカが、満面の笑えみを浮うかべる。

　抜ぬけるような青い空と鮮あざやかな山の緑が相まって、なるほど、これは見事だ。

　水の上だからか肌を撫なでる風も涼しく、こんな景色を見ることが出来るなら、夏も悪くないなと思えた。

「……なんだか、久ひさし振ぶりにのんびりしている気がするな」

　心の底から思ってそう言うと、リルカはくすりと笑う。

「そうですね。旦那さまはいつもお忙いそがしいですから」

「う、うん。その。なんだ。……ごめんな。仕事ばかりで君と一緒に過ごせなくて」

　なんだかんだでいつも帰る時間は遅おそくなるし、依い頼らいが立て込んでくると事務所に泊とまり込むこともある。

　寂さびしい想おもいをしているだろうなと、申し訳なく思うこともあった。

「いいんです。こうして旅行にも連れて来て頂けましたし。それに……」

「それに？」

「……わたしが好きになったのは、誰だれかの為に一いつ生しよう懸けん命めいになっている旦那さまですから」

　消え入るような声で、照れくさそうに言われて、オレは胸が詰つまった。

　この子は本当に、たまにこうやって不意打ちをしてくるから、対応に困る。

　顔が熱くなってくるのを感じながら、オレは俯いた。

「は、ははは。でも、そう言ってくれるリルカの優やさしいところ、オレも好きだよ」

「……はぅ」

　短く答えて、リルカは耳まで真っ赤になった。日差し避よけに被かぶっていた麦わら帽ぼう子しのつばを指でつまんで降ろし、表情を隠かくすと、体の前で組んだ指先を落ち着きなく動かす。

　……ど、どうしたものか、この空気。

　気まずいわけじゃないけど、むず痒がゆいというか。結けつ婚こんして結構経つのに、未だに慣れないな。

　でも、こうやってリルカと静かで、穏おだやかな時を過ごすのは良かった。休きゆう暇かをとった甲か斐いがある。

「……ん？　あれ、ザックか？」

　ふとそこで、遠くの方に見覚えのある姿を見かけてオレは目を細めた。

　湖岸の桟さん橋ばしに座り込んだザックが、なにかを振っている。あれは……釣つり竿ざおか？

「本当ですね。釣りをされているんでしょうか」

　興味を惹ひかれた様子でリルカが言った。

「湖だからなぁ。淡たん水すい魚ぎよだろうけど。今日の夕食にでもするつもりなのかな」

　そもそもあいつ、釣りなんて趣しゆ味みあったっけ。それともたまたま貸し出しされてたから、興味本位で借りただけか。なににせよ、

「せっかくだからオレも後でやってみようかな。初めてだから釣ちよう果かは期待しない方がいいだろうけど」

「まあ。わたしもしてみたいです。ザックさんに訊きいて、貸し出している場所に行きましょう」

　うん、休暇っぽくて良いかもな。

　と、二人で話し合っていた時、

「あ。なにかかかったみたいです！」

　リルカがザックの方を指差した。本当だ。釣り糸いとが不規則な動きを見せている。ザックも気付いたのか、竿さおを上げて引っ張り始めた。

　ただ、相当の大物らしく全く距離が縮まらない。それどころか、どんどんと離はなれて行き、逆にザックの方が湖に落ちそうな勢いだった。

　そうはさせじとザックが立ち上がり、踏ふん張ばると、懸けん命めいに竿を引き続ける。

　すると、急に糸の動く方向が変わった。何故なぜか分からないが、真っ直ぐ桟橋の方へと移動している。

　ザックが顔を綻ほころばせた。このままいけば釣り上げられると踏んだのだろう。

　その予想は当たっていたようで、間もなく――激しい水みず飛沫しぶきが上がった。

　宙に影かげが躍おどる。すごい。相当の大物だ。

「……いや、大物っていうか」

　オレは我わが目を疑った。

「あの。旦だん那なさま。大き過ぎませんか、あれ……」

　リルカも声に不安を滲にじませる。

　そう。大き過ぎた。どう考えてもザックの数倍以上の体長をしている。

　加えて半ば開いた口からは鋭するどい牙きばが覗のぞき、尾おっぽは全てを打うち砕くだくかのように太く堅かたそうに思えた。

「普ふ通つうの魚じゃないぞあれ。というか……」

　前に文ぶん献けんで見たことある。

　オレは思わず立ち上がって、大声を上げていた。

「ザック！　逃にげろ――ッ！　そいつは――」

　オレの警告が届いたのかザックがこちらを見る。

「――そいつは、害がい獣じゆうだッ！」

　目を見開いたザックが慌あわてて竿を放そうとする――が、時は既に遅かった。

　魚の害獣は水中に戻もどると、凄すさまじい速度で湖を泳ぎ始める。

　まるで水面を切断していくかのような勢いに負け、ザックの体が桟橋から放ほうり投なげられた。そのまま、害獣に引きずられながら湖の上を駆けて行く。

「うおおおおおおお！　うそおおおおおおお！」

　絶ぜつ叫きようが青空にどこまでも響ひびいていった。

「だ、旦那さま、大変です！　どうしましょう!?」

「どうしようもこうしようも！　ザック、手を竿から放せ！」

　指示をするが、突とつ然ぜんの事態に混乱しているのか、耳に入っていないようだ。

　ザックは害獣に翻ほん弄ろうされるがまま、湖を縦じゆう横おう無む尽じんに横断していた。

「ああああああああ！　ひあああああああああああ！」

　……昔、無法者がこうやって弱者を甚いた振ぶってたことがあったらしいな。

　などと、妙みようなことを思い出している場合じゃなかった。

　最悪なことに――害獣はオレ達たちの方を向く。さっきの声が聞こえてしまったのだろうか。

「うわっ！　ちょ、こっち来るな！　こっち来るな！」

　などと魚に言ったところで通じるわけがない。一直線で舟まで突とつ進しんしてきた。

「ザック！　お前、なんとかしろよ！　お前が仕出かしたことだろ!?」

「無む茶ちやを言うな無茶を！　こんなもん制せい御ぎよ出来るわけないだろおおおおおごぶごげぶ！」

　ザックが話している途と中ちゆうで大量の水を飲んで沈んだ。……まあ、確かにそれはそうか。

「旦那さま、このままでは舟が！」

　怯えるようにリルカが服の裾すそを掴んでくる。

「ああ、もう！　仕方ない！　リルカ、オレを放さないでね！」

　オレはリルカをぎゅっと抱きしめると、そのままボートの底を蹴けって湖に飛び込んだ。

　間かん一いつ髪ぱつ――オレ達が水中に没ぼつするのと同時に、激しい音がして、ボートが害獣によって破は壊かいされた。

　その際にザックも放り出され、湖の中に没する。

　が、害獣はあくまでもこちらを狙ねらって、急きゆう旋せん回かいし、小さな目をぎらつかせた。

「リルカ、目を瞑つぶってて！」

　指示をして、リルカが従うのを見ると、オレは害獣に向かって手を翳かざした。

「光よ――弾はじけて輝かがやけ！」
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　刹せつ那な、オレと害獣との間で、激しい閃せん光こうが瞬またたく。まともに浴びせられた相手が、大きく体を跳はねさせた。

　空中に浮かんだ後、ゆっくりと落下し、そのまま水中に没する。

　しばらくして浮かび上がって来た時には、微び動どうだにしなくなっていた。

「……もう大丈夫だよ、リルカ。害獣は気を失ってる」

　声をかけると、懸命に目を瞑っていたリルカは、恐る恐るといった感じに瞼まぶたを上げた。

「目くらましの魔ま法ほうを使ったんだ。ほら、以前にミィのことがあって、色々と害獣について書かれた本を調べてね。その中に、こいつのことが載のってたんだ。普ふ段だんは水の底に棲すんでるから、強い光に弱いって」

「そうだったのですか……さすが旦那さまです！」

　リルカが目を輝かせて拍はく手しゆしてくれる。

　そうしている内、水面をたゆたいながら、ザックがこちらに寄って来た。

「……相棒」

　空を仰あおぎながら、ぽつりと言う。

「これが――夏だぜ」

「やかましいわ！」

　ずぶ濡ぬれになった状態で泳いで近付き、オレは友人の顔を掴んで水に沈めた。

「……でも、なんだかさっぱりしましたね」

　慰なぐさめのように言ってくれるリルカだけが、この場で唯ゆい一いつの救いだった。




　一波乱あったものの、どうにか湖から帰き還かんした後、夕食の時間となった。

「お待たせしました。出来上がりましたよ！」

　宿しゆく泊はく施し設せつの前で待機していると、太陽が沈みかけた頃ころ、リルカが弾はずんだ声でオレ達に呼びかけてくる。

　彼かの女じよの目の前には簡易的な竈かまがあった。上には網あみと鉄板が乗っている。オレ達が今座っている椅い子すと同様、宿泊施設にあらかじめ用意されていたものだ。

　網の上では肉や魚、野菜が焼かれていて、鉄板にはほのかに黄色がかった米を魚ぎよ介かい類るいと共に炒いためたものが載っていた。

「この間、商店街で屋台をやっている方に教えて頂きました。パエリアという料理らしいです」

　へえ。オレ達は材料を切ったり、下ごしらえをしただけで後はリルカがやってくれたから、こんな料理になるとは思わなかったぞ。無茶苦茶良い匂においが漂ただよってるな。

　お腹なかが鳴り始めたので、早さつ速そく、食事をとることにした。

　皿に取り分けてもらったパエリアを匙さじでひと掬すくいして口に入れる。噛み締めると、魚介の旨うま味みと米のほのかな甘さが相まって、実に美味うまい。火加減も調味料の配分も完かん璧ぺきだ。

「美味おいしいよ、リルカ」

　感想を伝えると、リルカは微笑ほほえんだ。

「いやー、本当に美味しいわ、これ！　お店で出せるんじゃない!?」

「まあまあ。確かにそうねえ。リルカちゃんは料理上手だわぁ」

　アイラと姉さんも満足そうに食べていた。

「ああああ、いいなあ。最高じゃねえか。ジェイクは毎日、こんな飯食ってんのか。ちくしょう。……ちくしょう!!」

　ザックがなにか本気で悔くやしがっている。

「くっ……相変わらず、欠点なんてなに一つ見当たらない料理……っ！　悔しい！　悔しいけど……美味しいと感じちゃう……！」

　訳の分からない意地を張っているのはコニーだった。お前はお前で、なにがしたいんだ。

「この魚や肉も美味しいよな。でも、パエリアの材料も、ここへはもってきていなかったと思うけど、どこで売ってたんだ？」

　網の上で程ほどよく焼かれた魚や貝を堪かん能のうしつつリルカに訊くと、

「実は夕食を作る少し前にリンさんが来られまして、色々と食材を置いていかれたんです。お肉はここへ来た時に頂いたものを使っていまして、魚や貝は湖で採れたものだそうです」

「ふうん。対応は素っ気ないけどやっぱり良い子ね。あとでお礼を言っておかないと」

　アイラの言う通りだな。今はどこかに行ってるみたいだけど、帰ってきたら感謝の気持ちを伝えておこう。

　などと考えつつ、その後もパエリアや肉などを、全員で残さず平らげた。

「はー。食べ過ぎちゃった。……一応、減量してたんだけどな」

　コニーが自分の体を見下ろして複雑そうな顔をする。

「まあ、まあ、コニーちゃん。こんな時くらい、痩やせるだの太るだの気にしないでも」

「そうよぉ。それにコニーちゃんは痩せすぎなくらいなんだから、少しは食べた方がいいの」

　アイラと姉さんから交こう互ごに言われたが、それでもコニーは「うーん」と唸うなった。

「そうは言っても、気になるのよねえ。まあ、帰ったら気をつければいいか。ご飯の量減らすとか」

　へえ。コニーもそういうお年とし頃ごろか。

「でもコニーさん、無理な食事制限は体に毒ですよ。特に成長期は栄養不足に気を付けないと。お肌はだにも悪いですし」

　リルカが助言すると、コニーは頬ほおを膨ふくらませた。

「分かってるわよ。でもやりたくなっちゃうの！　そりゃ、リルカは気にしなくてもいい体型かもしれないけど」

「そ、そんなことありませんよ。わたしも、その、色々と……」

　なんか女性同士で会話が始まっている。体型問題に性別は関係ないんだろうけど、その辺に無む頓とん着ちやくなオレとしては加われないから、見守っているだけだ。

「まあまあ。痩せれば痩せるだけいいってもんでもねえし。それにほら。コニーは体を見せたい相手も居ないんだから少しくらい、太ってもいいじゃねえか――おぶげ！」

　ザックみたいに余計なことを口出しすると、女じよ性せい陣じんから総そう攻こう撃げき喰くらうしな。

「あんたは本当に、減らず口が息しているような奴よねえ」

　アイラがザックの頭を強めに掴みながら言った。こめかみに血管が浮かんでいる。

「す、すみません。もう言いませんから勘かん弁べんしてくだざい」

　必死な懇こん願がんと、リルカの制止もあって、ようやくザックは解放された。

「お前、こうなることは予想出来ただろうに、なぜ言う……」

「俺おれにも分からん。なにかこう、運命めいたものを感じるぜ」

　こめかみを押さえながら良い感じの台詞せりふ吐はかれてもな。

「と、とにかく。あの。あれだ。お詫わびに面おも白しろい話でもしようか」

　殺さつ伐ばつとした空気を払ふつ拭しよくするように、ザックが提案した。

「なによ。つまんなかったら湖に叩きこむんだからね」

　コニーから睨にらまれて、ザックは肩を竦すくめると、椅子に腰こしを下ろす。

「まあ聞けよ。実はこの湖に来るってのが決まってから、色々調べたんだが……ちょっとした伝説があるみたいでな」

　いつの間にか日は暮れ、周囲は闇やみに包まれていた。

　竈の火だけが仄ほのかに辺りを照らしているが、それが逆に夜の深さを強調する。

　まるでオレ達が今居る場所以外が、全て宵よい闇やみの中に消えてしまったかのようだった。

「かなり昔の話だが、ここいらには恐ろしい殺さつ人じん鬼きが棲んでいたそうだ」

　突然に物ぶつ騒そうな単語が出て来たな。

「そいつは湖へ遊びに来た連中を、老ろう若にやく男なん女によ問わず次々と手にかけていった。静せい寂じやくの夜、恐ろしい悲鳴が幾つも響いていたそうだ」

　ザックが低い声で、ぼそぼそと喋しやべるものだから、嫌いやが応にも雰ふん囲い気きは出てくる。

　気温は高いというのに、なんだかぞくりとしてきた。

「が、そんな犯行がいつまでも続くわけがない。そいつは遂ついに証しよう拠こを掴まれ、逮たい捕ほされることになった」

　なんだ。捕つかまったのか。……と思っていたんだけど。

「多くの追手がかかった殺人鬼は、それでも逃げ続け、ついに湖の桟橋まで追おい詰められたんだが――そこで振ふり返かえると、躊躇ためらいもなく水中に飛びこんだそうだ。そのまま人間離れした動きで泳ぎ、あっという間に遠ざかっていった」

「え、捕まらなかったの!?」

　アイラが驚おどろくと、ザックは無表情で頷いた。

「もちろん、人海戦術を駆く使しして捜そう索さくされたが、それでも見つかりはしなかった。だから……居るんだとよ、今でもどこかに、この殺人鬼は。そう、たとえば……」

　そこで言葉を切り、間を空けて。

　ザックは目を見開き――虚こ空くうを指差した。

「ほら！　あそこにもおおおおっ！」

「きゃあああああああああああああああああ！」

　アイラが絶叫した途と端たん、オレは左右から誰かに抱きつかれる。コニーとリルカだ。どちらも顔面蒼そう白はくで涙なみだ目めになって、ぶるぶる震ふるえていた。

「はっはっは！　ってぇわけで余興は終わりだ。楽しかっただろ？」

　手を叩いて笑え顔がおを見せるザック。

　が――場は沈ちん黙もくだけが支配していた。

「……あれ？　どうしたの？　皆」

　思っていたのとは違ちがう反応が来たのか、ザックはきょとんとしていたが、

「あらあら、ザックちゃん。さすがに今のはダメだと思うわぁ」

　そこで姉さんが諭さとすように言った。オレもそう思う。

「あのな、ザック。女性陣の怒いかりを抑おさえる為ためにやったんだとしたら、完全に逆効果だ」

　これから起こることを想像しつつ、親切に教えてやった。

「そういうの――火に油を注ぐっていうんだぞ」

　案の定、アイラとコニーが立ち上がった。二人とも言い知れぬ迫はく力りよくを醸かもし出だしている。

「あ、あの？　いや俺は空気を和なごませようと思ってな？　ほら、女の子って怪かい談だんとか好きだろ？　だから、えーと……」

　冷ひや汗あせを流しつつ、ザックは手を前に出してから、

「――許してね、てへっ」

　片目を瞑って舌を出した。

「少しも……」

「可愛かわいくなんて……」

　ずん、と一歩、アイラとコニーが同時に踏み出して、

「ないわああああああああああああああああ！」

「反省しなさいよおおおおおおおおおおおおおお！」

　一いつ斉せいにザックへと飛びかかった。

「うおわあああああああああああああ！」

　すんでのところでザックは椅子を蹴とばすように立つと、脱だつ兎との如く逃げ出す。

「待てええええええええええええ！」

「酬むくいを受けさせてあげるわああああああああ！」

「ひいいいいいいいいいいいいいい！」

　害獣も失神しそうな形相でザックを追いかけるアイラとコニー。

「……殺人鬼よりよっぽど恐いな」

　オレは未いまだにこちらの体に顔を押し付つけて、怯えているリルカの頭を撫でながら、しみじみと呟つぶやいた。




　……そして、その夜。

　時刻も午前二時に迫せまった頃、オレはベッドから体を起こした。

　隣となりを見ると、リルカが気持ち良さそうに寝ね息いきを立てている。

　……よし。今日は色々あって疲れているだろうし、起きないはずだ。

　オレはベッドから降りると、こっそりと着き替かえて近くにあった鞄かばんを持った。

　ずっと考えていたことを実行に移す、絶好の時だ。このままこっそりと施し設せつを抜け出そう。

　目的は一つ――ゲッコウ石を採取する為に。

　……ごめん、リルカ。でも、どうしても諦あきらめきれないんだ。

　ゲッコウ石が大量に手に入る機会なんて、この先、滅めつ多たなことでは訪おとずれないだろう。

　今後の魔法薬研究を飛ひ躍やくさせる為にも、是ぜ非ひ、幾つか持って帰っておきたい。

　ただ、ザックとの約束があるし、オレ自身、リルカと折せつ角かくの旅行を満まん喫きつしたいという想いがあった。だから、彼女の起きている間は我が慢まんしたのだ。

　でも……いいよな。もう寝ねてるし。

　リルカの知らない間に仕事をすることは約束を破ったことにはならない。はず。多分。恐おそらく。きっと。

「き、詭き弁べんと言いたければ言うがいいさ。オレは、それでも、やるんだ……！」

　おっと。つい気持ちが口に出てしまった。

　慌てて唇を手で覆おおいつつ、足音を立てないように部屋を進んでいく。

　扉とびらを開けて、廊ろう下かに出ようとしたところで、床ゆかが軋きしんで大きな音を立てた。

「う……ううーん」

　リルカが唸ったので、オレは体を竦ませつつ、少し振り返る。

　が、彼女はわずかな間顔をしかめていたものの、間もなく再び安らかな眠ねむりの世界へと旅立っていった。

　……良かった。バレたかと思った。

　胸を撫で下ろしつつ、廊下に出ると、そのまま慎しん重ちように階段を降りて行く。

　玄げん関かんまで辿たどり着ついたところで、ようやく一息つけた。

　ここまで誰にも見つからなかったのなら、大丈夫だろう。後は帰ってきた時に気を付ければいい。

　そう思って、素す早ばやく施設を出た。

　幸い、虫の音が微かすかに響く庭は月の光に照らされていて、明かり無しでも歩けそうだ。

　よし……近くの森を抜けた先にある洞どう窟くつだったな。

　記き憶おくを再さい確かく認にんしつつ、向かおうとした正にその瞬しゆん間かんだった。

「旦那さま？　どこへ行かれるのですか？」

「はおうっ!?」

　背後から声をかけられて、体がびくりと震える。

　後ろを向くと――そこには、リルカの姿があった。

「リ、リルカ!?　寝ていたはずじゃ……」

「部屋を出て行かれた時に目が覚めました」

　え、じゃあ、ずっとついてきていたのか。全く気付かなかったぞ。鈍にぶいにも程があるな、オレ……。

「あ。え、えーと。あの。オレはね。その。手、手洗いに……」

「お手洗いなら、家の中にありますが」

　咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かそうとしたが無む駄だに終わる。

「ね、眠れなくて。外の空気でも吸おうかなって。ほ、ほら、暑いしさ」

「では、なぜ着替えて鞄を持っておられるのです？」

「ええ!?　あ、いや、これは。これは。えーと、えーと……」

「…………」

　リルカが無言でじっと見つめてくる。うう。恐い。可愛い顔なのになぜかとても恐い。なぜかって、後ろめたさがあるからに決まっている。

「旦那さま？」

「は、はい？」

「……ゲッコウ石を採りに行かれるのですね？」

　おうわ！　バレてた!?

「そそそ、そんなわけないじゃないか、い、嫌だなあ。どうしてそう思ったのかなぁ。オレは不思議、不思議で仕方ないよ、リルカ？」

　背中を脂あぶら汗あせがだらだらと流れて行くのを感じる。

「昼間に旦那さまがゲッコウ石を見られてから、そうなさるだろうと思っていました。寧むしろ、こんなに夜よる遅おそくまで待つとは思っていなかったです。……本当に違うんですか？」

　施設から出て来たリルカが、オレを見上げて来た。

　その一いつ切さい濁にごりのない、透すき通とおった瞳ひとみで見つめられると、嘘うそを貫つらぬき通すことが出来ない。

「……ごめん。その通りです。いや、実はザックと約束しててさ。今回の休暇では仕事のことを考えないって」

「……。もしかして、わたしの為ですか？」

　さすが、察しが良い。

「うん。いつもリルカに仕事のことで迷めい惑わくかけてるから。オレもそうした方がいいなって思ってたんだけど……どうしても、耐たえられなくて」

　申し訳なさで一いつ杯ぱいになりつつ告げると、リルカは何かを思うように俯うつむいた。

「で、でも、やっぱりやめとくよ。ちゃんと約束は守らないとな」

　奥おくさんを悲しませたくないと思って、そう続けたが――。

　再び顔を上げたリルカは、優しく微笑んでいた。

「いいんです。でも、少し待っていて頂けますか？　わたしも行きたいので、着替えてきます」

「え？　あ、い、いや、それはいいけど……」

　戸と惑まどっている内にリルカは宿泊施設に取って返すと、しばらくしてから、普ふ段だん着ぎになって戻って来た。

「では参りましょう、旦那さま」

「……本当にいいの？　リルカ」

「ええ。わたしにとっては、大好きな仕事が出来なくて、旦那さまが苦しんでいる方が、ずっと嫌ですから」

　……うう。良い子だ。途と方ほうもなく良い子。ただそれだけに罪悪感も覚える。

「でも、約束を破っていることは事実だし、その辺りはきちんとした方がいいかなって思うんだよな……」

　どうしたものかと迷って、頭を掻かいていると、

「なら、こうしましょう、旦那さま」

　リルカが手を合わせて、笑みを深めた。

「わたしもゲッコウ石が沢たく山さんある場所を見てみたいです。だから連れていって下さい。その時に偶ぐう然ぜん、落ちている石を拾ってしまっても……問題はないですよね？」

「……。リルカ、君は」

　そうまでして――オレの目的を達成させようと。

「くっ……ああ、もう」

　オレはつい膝ひざをつくと、手を伸のばして、リルカを抱だき寄よせていた。

「ありがとう。本当に、ありがとう」

「だ、旦那さま。いいんです。わたしがお願いしている立場なんですから」

　リルカは嬉うれしそうに言って、オレの胸に体を預けてくる。

　壊こわれてしまいそうなほど細く、小さな存在なのに――今は、いつも以上にオレなんかよりずっと強くて、凛りんとしているように思えた。

「……それじゃ行こうか。そんなに離れていないみたいだし」

「はい！　お願いします！」

　オレはリルカと手を繋つなぎながら、施設近くにある森を訪れる。

　薄うす闇やみを照らす月明かりを頼たよりに、二人で奥へと進んでいった。

「夜の森って、不思議ですよね。まるで違う世界に来てしまったみたいです」

　リルカが頭上を仰ぎながら言う。

「うん。不気味ではあるけど、どこか落ち着く気もする。どうしてだろうね」

「きっと、木が生きているからですよ。見守られていると思うと、少し安心するんです」

　なるほど。植物にも意思があるという話は聞いたことがあるし、そうかもしれない。

　もちろん、大勢の知らない存在から監かん視しされているという想いもあるからこそ、恐れみたいなものも感じるんだろうけど。

　リルカのように前向きに捉とらえた方が、ずっと良い。

　そういう考え方が出来るのも、彼女を好きだと思うところの一つだった。

「あ。洞窟が見えてきましたよ、旦那さま」

　リルカの言う通り、少し離れたところにある岩いわ肌はだに、ぽっかりと穴が空いている。

　到とう着ちやくしてから、足を踏み入いれると、完全な闇に包まれてしまった。

「……っと。照明を出すか」

　鞄の中に入れてあったカンテラを出して、火を付ける。

　しかし、それほど歩かない内に、そんなものが必要ないことに気付いた。

　幾いく分ぶんか広い場所に出ると、視界がはっきりする。

　周囲の壁かべが、頭上高くにある隙すき間まからわずかに差し込んだ明かりに照らされて、まぶしいくらいに輝いているのだ。

　全すべてゲッコウ石だった。

「これは……すごいな」

「……綺麗」

　リルカも足を止めて見み惚ほれている。

　実に幻げん想そう的てきというか、名前の通り、月の光を閉じ込めてしまっているかのようだ。

　不気味であるはずの宵闇でさえ、光と共存し、オレ達を優しく包つつみ込んでくれているように思えた。

　しばらくの間、二人して非現実的な光景に浸ひたる。

「旦那さまについてきて良かったです。……素す晴ばらしい旅行の思い出になりました」

　リルカが不意に言って、口元を緩ゆるめた。こちらに気を遣つかっているのではなく、本心から出た言葉のようだった。

「オレも魔法薬の素材を求めて来たつもりではあったけど、想像以上に美しいな」

　出来ればこのまま眺めていたいが、時間も遅いことだし、作業に取とり掛かかろう。

　鞄をまさぐって、簡易的な採さい掘くつ道具を取り出した。

　壁に向かって振り下おろし、ゲッコウ石を採取していく。

　三十分ほど経たったところで、充じゆう分ぶんな数が集まったので、帰ることにした。

「いや、まさに僥ぎよう倖こうというかなんというか。リルカのおかげで良いお土産みやげが出来たよ」

　ほくほく気分で居るオレを見て、リルカも満足そうな顔をする。

「いえいえ。わたしはなにも。でも、旦那さまが嬉しそうで何よりです」

　足取りも軽く、二人で宿泊施設の近くまで戻って来た。

　さて、じゃあ後は寝るだけだ。

　そんな風に考えていたところで――オレは足を止めた。

　誰かが居たのだ。でもアイラ達でもなければ、リンでもなかった。

　男だ。しかもかなり大おお柄がらな。

　くしゃくしゃの髪かみが目元を隠していて、髭ひげも伸び放ほう題だいに伸ばしている為か、毛で顔の半分以上が覆われてしまっている。

　服装は乱れていないものの、清潔というわけでもなく、遠目でもあちこちが薄うす汚よごれているのが分かった。

「……なんだ、あいつ」

　昼間は見かけなかったぞ。相当に怪あやしい。泥どろ棒ぼうか？　いや、それにしてはぼーっと突つっ立たっているのは妙な気がするし。

「だ……旦那さま、まさか」

　そこでリルカが震える声で言った。オレの服を、ほとんどしがみつくように握にぎりつつ。

「あの人、ザックさんが言った、殺人鬼じゃ……」

「……え」

　いやまさか。ははは。ありえない。あんなの、どうせ、ザックの作り話だろ。

「だ、だって、旦那さま、よく見て下さい。あの人の手――」

　言われて観察してから、オレは「うげっ」と声を出してしまった。

　男の手には、大おお振ぶりの斧おのが握られていたのだ。

　しかも、その刃はは――赤黒い血で染まっていた。

「う、嘘だろ。冗じよう談だんじゃないぞ……」

　本当に居たのか。早く逃げないと。

　オレとリルカが、じり、と後ずさると、男の体がぴくりと動いた。

　そのままゆっくりと、こちらを振り返る。

　ばっちり目が合うこと、十秒あまり。

　男は、大おお股またで、一歩踏み出した。

　そのまま――こちらに向かって、走り出してくる。

「リ、リルカ！　逃げるよ!!」

「はい。旦那さまッ！」

　急いで、リルカと一いつ緒しよに右に向かって走り出した。

　このまま回り込んで、施し設せつ内ないに入れば、なんとかなるはずだ。

　が、男は予想以上に速かった。人間のものとは思えない速度でどんどんと距きよ離りをつめてくる。

「わああああああ！」

　なんで昼間の害獣といい、こんな目に遭あわなきゃならないんだ！　おのれザック！　直接の関係はないけどおのれザックめ！

「だ、旦那さま！　急ぎましょう！」

　リルカに頷うなずいて、オレは彼女の手を引きながら全力疾しつ走そうした。

　息を切らしながらも、どうにか宿泊施設が見えてくる。

「もう少しだよ、頑がん張ばって、リルカ！」

「は、はい！……あぅ！」

　そこで、リルカがつまずいて転んだ。オレは急いで取って返すと、彼女を抱き起おこす。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

「え、ええ。でも、少し足をひねったみたいで……」

　踏み出そうとしたリルカは顔をしかめた。不味まずい。これじゃ走るどころか歩くのも難しそうだ。

　が、男は確実に迫って来ていた。迷っている暇ひまはない。

「よし――任せてくれ！」

　オレは、リルカの首と腰に手を回すと、そのまま抱き上あげた。俗ぞくに言う【お姫ひめ様さま抱っこ】ってやつだ。

「だ、旦那さま……」

　リルカが照れるように頬を赤らめるが、甘あま酸ずっぱさを感じている場合じゃない。
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　普通の女の子に比べれば体重は軽いとは言え、それでも人一人を抱かかえたままで走るのは相当に大変だった。

　が、四の五の言ってる場合じゃない。リルカの為だ。

　命を賭かけて踏ん張れ、オレ！

「うおおおおおおおおお！」

　気合を入れる声と共に、宿泊施設に向けて突つっ走ぱしった。

　もうちょっとだ。間もなく玄関の扉に辿り着く。

　建物の前でリルカを下ろすと、オレは扉のノブに手をかけた。

「よし、入るよ……！」

　言って、扉を開こうとした刹那。

　――頬の真横を掠かすめた斧が、鈍い音と共に目の前に突き立った。

　びくんと肩かたを竦ませて、ぎこちない動きで振り返る。

　そこには、いつの間にか追いついた大男が、厳然と佇たたずんでいた。

「ぎゃあああああああ！」「ひゃあああああああ！」

　オレとリルカ、二人分の悲鳴が木霊こだました。

「リ、リルカ！　オレが引きつけておくからその間に逃げるんだ！」

　リルカを庇かばいながら指示する。引きつけると言っても運動神経というものが悲しいくらいに欠けつ如じよしているオレだ。死と直結している行こう為いそのものである気がしないでもないが、今はそんなことを言ってる場合じゃない。

「い、いいえ！　旦だん那なさまこそお逃げ下さい！　わ、わたしが囮おとりになりますから！」

　が、リルカは強ごう引いんにオレの前に出ようとした。

「そんなこと出来るわけないだろ!?　君を犠ぎ牲せいにして自分だけ生きたってなにも嬉しくない！」

「そのお言葉、そのままお返しします！　わ、わたしだって旦那さまが居なければ……！」

　などとやりとりをしている間に、男がこちらにゆっくりと手を伸ばしてきた。

「うわああああああああああああ！」

　もう何かをしている時間なんてない。オレはただリルカと抱きしめ合って情けない声を上げるだけだった。

　そして、男はオレの体をそのまま掴つかもうとする――。

　かと思ったが、指先は横に逸それていった。

「……へ？」

　後ろから物音がして振り返ると、男が斧の柄えを握り締めて抜ぬいている。

　更さらには、

「……お父さん？」

　暗くら闇やみから声がして、間もなく、誰だれかが月明りの下に姿を見せた。

　リンだ。眠っていたのか、目をこすりながらとぼとぼと歩み寄ってくる。

「なにしてるの。こんなところで」

「……お父さん？」「お父さん……？」

　オレとリルカの口からほぼ同時に言葉が出た。

「え、お父さんって。あの、リンの親ってこと？」

　色々起こり過ぎて状じよう況きようを把は握あくできず、当たり前のことを訊きいてしまう。

「そう。この人。お父さん」

　リンが殺人鬼――もとい、大柄な男を指差した。

「え……」

　絶句。せざるを得ないだろこんなもん。

「えええええええええええええ！」

　遅おくれて驚きよう愕がくし、オレは大声を上げた。

「管理人の小屋に居たら、声が聞こえて。なにかと思って来たら。どうしたの」

　首を傾かしげるリンに、彼女の父親はぼそりと答える。

「消しよう耗もう品ひんの買い出しに街に出かけて……帰ってきたら、この人達たちが居たんだ……。お客さんかと思って、声をかけようとしたら……逃にげるから」

　そ、それで追いかけて来たってことか。

　っていうか、そうか。それで管理人かどうかを尋たずねた時にリンは「一応」と答えたんだ。多分、父親が不在の時は自分が代理を務めているとか、なんとかで。

「あの。斧は一体……？」

　リルカが恐る恐る問いかける。あ、そうだ。そっちもあった。

「ち、血がついてましたけど!?」

「……明日の分の薪まきを割ろうと思ったら、兎うさぎが居たから。投げて仕留めた」

　紛まぎらわしいな!?

「じゃあ、オレ達に向かって投げたのは!?」

　一番重要な部分を確認すると、男は黙だまり込んだ。

　しばらくしてから、小さく告げる。

「……転んですっぽ抜けた」

　俯いて頭を掻いている辺り、照れているらしい。

「あ、そうですか……」

　あらゆる緊きん張ちようから急に解き放たれて、オレは全身の力が抜けた。

　リルカも同様、心の底から安あん堵どした表情でオレにもたれかかってくる。

「申し訳ない。恐こわがらせた」

　頭を下げる男に、リンも同じ動作を倣ならった。

「お父さん、よく誤解されるから。いい人なのに。ごめんなさい」

「い、いえいえいえ！　こちらこそ！　すみませんでした！」

「は、はい、そうです！　とんでもない勘かん違ちがいを……！」

　リルカと一緒に謝あやまると、男は顔を上げて、垣かい間ま見みえる口元をゆっくりと上げた。

　……確かに悪い人じゃなさそうだ。

　オレは、リルカと顔を合わせて互たがいに苦く笑しようする。




　その後、大声やら騒そう音おんを聞きつけたザック達が起きて来て、約束の件を持ち出しひと悶もん着ちやくあったりはしたんだが。

　ともあれ、比ひ較かく的てき平和に、休きゆう暇かは満喫できたのだった。







第三章　試練と優しさの紅茶







　日常というものは大小問わず、ちょっとしたきっかけで大きく変わるものだ。

　コニーにとって、今日がその日だったんだろうと思う。

「コニーちゃん、ちょっといいかしらぁ」

　事務所でいつものように働き、そろそろ家に帰ろうかと思う頃ころ合あい。

　姉さんが書類の整理をしていたコニーを呼んだ。

「なあに、お姉ちゃん。あたし、この後友達とケーキ屋さんに行こうと思ってるんだけど」

　特に何も思っていなそうな、呑のん気きな顔で所長席に行ったオレの妹は、

「あのねぇ、コニーちゃん。あなたをそろそろ……正式に、雇やとおうと思ってるの」

　しかし次の瞬間――見事なまでに固まった。

「……へ？」

　現実を受け入れられていないのか、凍こおり付いたような表情になっているコニー。

「あらあら。だからね」

　対照的に姉さんは、あくまでもにこにことしながら、何でもないことのように告げる。

「あなた、今、見習いでしょう？　だから、正所員として雇おうって考えてるのよぉ」

「…………」

　しばし無言になった後、コニーは首を傾げた。

「……せいしょいんって、なんだっけ？」

　いかん。こいつ、相当に混乱してる。

「コニーの奴やつ、想像の埒らち外がい過ぎて脳が追いついてねえぞ」

「わたしが見習いから正所員になった時もそうだったし、気持ちは分かるけどねえ」

　しみじみと言い合っているザックとアイラを他所よそに、姉さんは笑顔のまま、

「正所員は、正所員。今まで雑用ばっかりだったけど、今度から魔ま法ほう薬やく製作の方にも関かかわってもらおうと思ってるのよぉ」

「つ、つまり、あたしが本当の魔ま法ほう薬やく士しに……？」

「そういうことねえ。ああ、でも、一いつ旦たんは独立という形になってしまうから、別の事務所に所属するというのも、もちろんありだけど。どうする？　コニーちゃん」

「い、いや、今いま更さら、新しいところに行くのもなんだし、このままお姉ちゃんのところに居るけど!?」

「あらあら。良かったわぁ。わたしもコニーちゃんと一緒に仕事したかったしねぇ」

「でで、でも、いいの!?　あたし、まだ沢山失敗してるし！　未熟なところもいっぱいあるけど!?」

「本当にな」「残念だけど否定は出来ないわねぇ」「ちょっとは学んで欲ほしいぜ、先せん輩ぱいたちの偉い業ぎようを」

「そこうるさい!!」

　ひそひそアイラ達と話し合っていると、コニーがこちらを向いて眉まゆをつり上げた。恐い。

「コニーちゃん、失敗しないことが職人ではないのよぉ？　どんな一流の魔ま導どう士しだって、とんでもないことをやらかしてしまうことはあるわぁ」

「そ、そうなんだ……」

　一いつ瞬しゆんほっとする表情を見せるコニーだったが、

「でもねぇ、そういう人達は自分で責任をとって、挽ばん回かいするの。見習いの時は他の誰かがあなたの失敗を補ほ填てんしていたけど、今度からはそうもいかなくなる。その覚かく悟ごだけはしておいてねぇ」

　姉さんからにこやかに太い釘くぎを刺さされて、「うぐっ」と呻うめいた。

「わ、分かった。気を付ける……」

「よろしい。じゃあねぇ、試験をするわぁ」

「え!?　試験!?」

　目を丸くしたコニーが、所長席に手をつく。

「なんで!?　なんの試験!?」

「あらあら。あなたが最低限、ちゃんとした魔法薬を作れるかどうか試ためすのよぉ。そこで合格しないと、市場に流通させる物を任せるわけにはいかないでしょ？」

　まあ、そうだな。万が一でも品質の劣おとるものを納品でもしたら、コニーだけじゃなくうちの事務所全体の信用にも関わってくる。

「……そうね。分かった」

　さすがに反論出来なかったのか素す直なおに頷くコニーに、姉さんは続けた。

「それじゃあねぇ。一週間後までに、アフロン薬を作ってもらえるかしらぁ。ただ作るだけじゃダメよ。商品として成立するものをね？」

　アフロン薬と言えば、魔法薬士アフロンが初めて合成に成功した魔法薬だ。骨折などの回復を速める効果がある。

　材料としてはバトラ草とキネミ虫の繭まゆ、それにカギヤ苔ごけで、手に入れるのが難しいというわけじゃない。そこらの魔ま道どう具ぐ屋にでも行けば適正価格で販はん売ばいされているだろう。

　ただし、アフロン薬は合成が大変な魔法薬として有名だった。分解して再構成する際の、微び妙みような魔ま力りよく調整の差によって、効果の高さが天と地ほど変わる。

　だから、職人になってそれなりに時の経つオレやアイラ達は別として、経験の浅い魔法薬士にとっては最初の壁とも言われていた。

　見習いから正所員へと昇しよう格かくさせる際に、その資格があるかどうか試すという点で、非常に適正と言える。

「コニーちゃん、前にアフロン薬の合成試してたわよね」

「ああ。確か思いっきり爆ばく発はつさせてたな」

「低品質になるならまだしも、それ以前の問題って……大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

　オレ達の話が耳に入ったのか、コニーが下した唇くちびるを噛かみ締めた。

「……やるわよ。やってやるわよ」

　両の手をぎゅっと握り締め、決然とした表情を姉さんに向ける。

「絶対に成功させてみせるから！　お姉ちゃん、楽しみにしてて！」

「あらあら。すごい自信ねえ。分かった。待ってるわぁ」

　コニーは「よーしっ！」と発破をかけるように、自分の頬ほおを両手でばんばん叩たたくと、所長席に背を向けた。

「うん。――ケーキ食べてくる！」

　姉さん以外の全員が机に額を打ち付ける。

「魔法薬作るんじゃねえのかよ!?」

「なにを元気一杯に現実逃とう避ひしようとしてるの!?」

「お前本当に合格するつもりあるのか!?」

　オレ達から盛大に突っ込まれて、コニーはうろたえるように下がった。

「あ、明日からよ！　明日から頑張るから！　今日くらい好きなようにしたって、自由になったっていいじゃない!?」

　……いや別にオレ達は構わないんだが。

　早くも不安だなぁ、おい。

「じゃあね！　さあ、食べるわよ。明日から試験に集中するんだから。食べて食べて食べまくるんだから――！」

　無駄に気合十分な感じで、事務所を出て行くコニーの背中を、オレは生暖かい気持ちで見送るのだった。




　とは言え今回の問題はコニーが一人で片づけなければならないもので。

　オレ達も助言程度なら出来るけど、実際に魔法薬製作を成功させるのは、あくまでもコニーの腕うでにかかっている。

　だから、兄として、同じ所員として、遠くから見守ろうと思っていたんだが。

「お兄ちゃん！　今日から家に泊とめて！」

　試験開始から三日目の夕刻、比較的早く仕事が終わって帰宅しようとしていたオレは、コニーに捕つかまった。

「は？　なんで？」

　早くリルカに会いたい一心でいたのに、思わぬ足止めに遭って――しかも予想もしていなかった要求をされたので、ただただ面食らう。

「なんか魔法薬が上手うまく作れないの！　多分、実家にいると集中できないせいよ！」

「いや全然関係ないと思うんだが」

　実際オレは自分の家を持つまでは実家で魔法薬の研究してたし。

「あるわよ。お兄ちゃんと違ちがってあたしは繊せん細さいなの。少しの物音でも研とぎ澄すましていた神経が乱れるのよ。お兄ちゃんの家、研究室があるでしょ？　そこなら大丈夫だと思うから！」

「お前、自分の失敗を環かん境きようのせいにしてないか。それは一番やっちゃいけないことだぞ」

　そういう奴は能力不足を他のせいにしたいだけで、結局どこに居たって結果は同じになる。

「そ、そんなことないわよ！　絶対、絶対、ない！」

「……本当かなぁ」

　ぶんぶんとわざとらしいくらいに首を激しく横に振ふる妹を前に、オレは疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けた。

「泊めてあげなさいよ、ジェイク。せっかくコニーちゃんが本気になってるんだから」

　アイラが言って来たので、オレはそっちを向いて、

「じゃあ、アイラの家に泊めてやれよ。お前、確か独り暮らしだよな」

「……いやそれは。その。わたしはなんていうか。ほら。ね？」

　なにが、ね、なのか。

「アイラの家はゴミだらけだし食い残しとか脱ぬいだ服とか沢山散らばってて足の踏ふみ場ばもないから、とてもじゃないけど人を泊める余よ裕ゆうなんてねぇんだって」

　ザックが肩を竦すくめる。

「待ちなさいよ。なんで知ってるのよ」

「え？」

「なんであなたがわたしの家のことを知ってるのかって言ってるのよ！　え、見たんか!?　覗のぞいたんか!?　正直に言いなさい！」

　席を立つとアイラはつかつかとザックの元へ歩み寄り、襟えり首くびを掴み上げた。

「ええええええ。いやいや当たってたのかよ!?　滅め茶ちや苦く茶ちや適当に言ったんだけど今。そんなわけあるかっていう突っ込み待ちだったんだけど!?」

「…………」

　アイラは黙り込み、そのまま静かにザックから手を放す。

　こほん、と咳せき払ばらいして後、息を吸い込み、声を張り上げた。

「いや、そんなわけあるかい！」

「おせぇよ!!」

　もうさっきので認めたも同然だぞお前。

「……しょうがないな。分かったよ。オレの家に来い」

　妹にとって人生の大事だ。協力するのはやぶさかでない。

「やった！　じゃあ、お世話になるわね、お兄ちゃん！」

　オレの腕にしがみつき、コニーはこの上なく朗ほがらかに笑った。




「お帰りなさいませ、旦那さま……あれ、コニーさん!?」

　扉とびらを開けると共に駆かけ寄って来たリルカは、オレの後ろに居た人物に目をしばたたかせる。

「やあ。……突とつ然ぜんで悪いんだけど、ちょっとうちで預かることになってさ」

　かいつまんで説明した。コニーが試験をすることになっているのは、事前に話してあったので、それほど時間をかけずにリルカも納なつ得とくしてくれる。

「まあ。それはそれは。どうぞ上がって下さい」

　微笑ほほえみながら促うながしてくれたリルカにコニーは「お邪じや魔まします！」と言いながら入って来た。

「ごめんな。いきなりこんなことになって」

　リルカにすれば数日間とは言え世話をする人間が一人増えるわけだから、その分の負担も大きくなるだろう。

「いいんですよ、コニーさんの為ためですから。試験、上手くいくといいですね」

　……うう。今日も嫁よめが優しい。

　思わず膝をついて、ぎゅっと抱きしめてしまうオレである。

「だ、旦那さま、コニーさんがいらっしゃるのに……」

「悪い。でも、こう、堪たまらなくなってしまって。ありがとう、リルカ」

　背中をぽんぽんと叩くと、リルカは少し困ったようにしていたものの、やがてはこちらの頭を撫なでてくれた。

「ちょっと！　お兄ちゃん、なにしてるのよ、妹の前で！」

　家の様子を眺ながめていたコニーは、オレ達の行為に気付いてつかつかと近寄ってくる。

「うるさいな。ここはオレの家だぞ。なにしようと勝手だろ」

「んな――ッ！　お、お兄ちゃん、前まではそんなことしようともしなかったのに！　やりたいなら言ってよ！　あたしがいつでもしてあげたのに！」

「丁てい重ちようにお断りします」

「なんでっ!?」

「いや、お前、リルカじゃないし……」

　根本的な部分を指し摘てきすると、コニーは「きいいいい！」と謎なぞの声を上げて居間の方へと向かった。

「……ひとまず、コニーさんには来客用の部屋を使って頂きましょうか」

　盛大に頬を膨ふくらませながらそっぽを向いているコニーを横目に、リルカが言う。

「うん。ああ、部屋の掃そう除じとかもいいから。コニーにやらせる」

「ひどい！　お兄ちゃんが優しくない！」

「居い候そうろうという立場であることを自覚しろお前は」

　ちょうどいい。この際だから、まだまだ甘あまえたところのある妹を少し自立させよう。

　ぶーたれながらも、コニーはあてがわれた部屋へと向かった。

「あの、掃除くらいわたしが……」

「いいんだって、リルカは。それより夕食、オレも手伝うよ」

　ローブを脱いで台所に立つと、リルカはコニーの消えた方を見ていたが、やがては頷く。

「荷物置いてきた。お腹なか空いたわ、お兄ちゃん！」

「じゃあお前も手を貸せ」

　戻もどって来たコニーに命じて、夕食作りに取り掛かった。

　しばらくしてから出来上がった料理を食しよく卓たくに運ぶ。

　今日は大きく裂さいたキャベツで細かく刻んだ肉を巻き、スープで煮に込こんだものが中心だ。ロールキャベツという名前らしい。

　後はリルカが調合したという調味液をかけたアボカドと海老えび、ブロッコリーなどのサラダ。

「それじゃ、いただきます」

　オレはフォークとナイフを手にとってロールキャベツを切り分けた。断面から湯気が立ち上り、肉にく汁じゆうたっぷりの中身が覗く。

　フォークで突き刺して、口の中に入れると、火傷やけどしそうなくらいに熱かった。

　それでも濃のう厚こうな肉の味とあっさりしたスープが良く合って、非常に美味だ。

　夏とは言え、今日は少し涼すずしいので、丁度良いと言えた。

　サラダも調味液がこってりとしているものの、しつこいというわけではなく、どんどんと食べてしまう。

「うん。……今日も最高だな」

　感想を伝えると、リルカは顔を綻ほころばせた。

「本当に！　まったく！　リルカは！　料理はその……あれね！　悪くないわ！」

　コニーががふがふとロールキャベツやサラダを食いながら言う。無む我が夢む中ちゆうになっておいて、悪くないもないものだ。

「ありがとうございます、コニーさん。お代わりもありますから」

「ください！」

「早いなおい」

　運ばれてきたロールキャベツに、コニーは再びがっつき始めた。

　その姿を、なんとなく小動物でも見守るみたいに見ていたリルカが、ふと尋ねる。

「あの、コニーさん。ところで魔法薬の製作は順調なんですか？」

　フォークとナイフを駆く使しするコニーの手が、ぴたりと止まった。

　黙り込んだ様子に、リルカはおろおろし始める。

「あ、え、えっと、何か不味いことを訊いてしまったでしょうか……」

「……ふぉんふぁふぉとふぁい。ふぃんふぉーよ」

　やがてコニーはそれだけ答えて、アボカドをフォークで突き刺した。

「ふぁんふぁふぉと？　ふぃん？」

　リルカが怪け訝げんな顔をしたので、オレはため息交じりに説明する。

「そんなことない。順調だってさ。コニー、物を食いながら話すのはやめろ」

「ふぉっふぉふぁふぁふぁふふぁい！　ふぁふぁふぁいふぃふぁい！」

「関係ないだろ。マナーの問題を言ってるんだ、オレは」

　こういうところがまだ子どもっぽいんだよな。

「あの、コニーさんはなんと……？」

「しょうがないじゃない。美味おいしいんだからってさ」

「……旦那さま、よく分かりますね」

「長い付き合いだからね」

　リルカが感心したような顔をしていると、なぜかコニーが得意げな顔をした。

「ふふん。あたしとお兄ちゃんは通じ合ってるからね。リルカとは年季が違うのよ。悔くやしかったら、あんたも口の中に物を入れたまま喋しやべって翻ほん訳やくされてみなさい！」

「どこを誇ほこってるんだどこを」

　リルカはそんなことしません。

「それに、嘘うそをつくんじゃない。順調だったら、そもそもオレの研究室なんて使わないだろ」

「……それは……まあ……」

「お前のそういう、意固地に弱みを見せようとしないところはあんまり良くないぞ。ダメなんだったら、きちんとそう言えば、助けてくれる人だっているんだから」

「うう……」

　少し叱しかると、コニーは俯うつむいて、落ち込んだ。

「だ、旦那さま、あまり強く言われては……」

　リルカが心配そうにしているが、この程度はなんでもないことだ。

「……なによ」

　ぼそりと呟つぶやいてから、コニーは顔を上げる。

「なによ！　嘘なんてついてないわよ！　本当に順調なんだから！　ただ、誰にも邪魔されない空間が欲しかっただけなの！　あたしだってもう十五よ。大人の仲間入りをしてるんだし、一人でなんだって出来るんだから！」

「……そうか」

「そうよ！　魔法薬だって、絶対に上手く作ってみせるんだからね！」

「うん。いやまあ、それはいいんだが」

　オレは、なにやらきりっとした顔をしている妹に苦笑した。

「大人の仲間入りした奴は、口の周りを調味液でべとべとにしないと思うぞ」

「……あ」

　言われて気付いたのか、コニーはみるみる赤くなっていく。

「コニーさん、あの、これで……」

　リルカから手て渡わたされた布を、奪うばうように掴つかみ取とると、急いで口の周りを拭ふいた。

「ああ、もう、いい！　魔法薬の合成してくる！」

　何かを誤ご魔ま化かすようにして立ち上がると、コニーは背を向ける。

「コニー。その前に何か伝えることがあるんじゃないか」

　オレの指摘に、コニーがわずかに体を竦ませた。

　が――間もなく、か細い声で告げてくる。

「……ごちそうさま、リルカ」

　そのまま小走りで、地下へと降りていった。

「やれやれ。どこが大人なんだか」

　まあ、違いはあれど、オレも十五の時はあんな感じだったかもしれないが。

「コニーさん、上手くいくといいですね……」

　寧むしろリルカが大人っぽ過ぎるんだよな。

　と、オレは弱じやつ冠かん十四歳さいにして、下手をすればオレなんかよりよっぽどしっかりしている奥おくさんを見て、そう思うのだった。




　自信満々に言い放ったコニーだったが、言葉とは裏腹にアフロン薬作りは苦難の道であるようだった。

　仕事が終わると研究室に籠こもって延々と合成を続けているようだが、時折、派手な爆ばく発はつ音おんや断だん末まつ魔まのような叫さけびが聞こえてきたりする。

　その度たびにリルカが助けに行きそうになるのだが、そんな彼かの女じよの手を、オレは毎回止めていた。

「これはコニーが一人で乗のり越こえなきゃいけないんだ。そっとしておいてあげよう」

　オレやアイラ達が伝えるべきことは伝えている。後は本人が限界まで、いや、限界以上に頑張るしかないはずだった。

　そうして、あっという間に、試験開始から五日が経たつ。

　コニーは寝ねる間も惜おしんで魔法薬作りに明け暮れていたが、結果的に――。

「……うーん」

　朝早く。オレは食卓に座すわりながら、思わず唸うなった。

　手の中には濁にごった沼ぬまのような色をした魔法薬の入った瓶びんがある。

　コニーが作り上げたものだ。

　本来、アフロン薬は鮮あざやかな緑色をしているはずだ。一級品ともなれば、翡ひ翠すいと見み紛まがうばかりの輝かがやきをもつ。

　これではとてもじゃないが、商品として通用するとは言えなかった。

「ダメだな。このまま出だしても姉さんは納得しないと思う」

　あくまでオレの目から見ての判断だが――多分、実際に提出した時とさほどの違いはないだろう。

　妹だから手心を加えるなんてのは、姉さんに限ってありえない。ほんわかしているところから誤解されがちだけど、あの人はああ見えて、物もの凄すごく厳しいところがあった。

　特に魔法薬は人の体内に入るものだ。扱あつかいはより一層、慎しん重ちようになる必要があった。

「……分かってるわよ」

　隣となりの席についていたコニーが、かすれた声で呟く。

　髪かみの毛は乱れ、目の下には隈があった。少なくとも努力を怠ったわけではないみたいだ。

「でもそれ、今まで作った中では一番の出来なのよ。もっとひどいものもあったし、そもそも魔法薬として成立していないのもあったし」

　まあ、そうだろうな。一応のところ、薬として使えないわけじゃない。

「でもダメなものはダメだ。魔法薬としては二級……いや、三級品に等しい」

「そ、それはそうかもしれないけど。でも、あたし、頑がん張ばったのよ。すっごく、すっごく、頑張ったんだから！　それでやっと出来たのがこれで……！」

「お前が魔法薬を作る為にどんな苦労をしていようと、使う人には関係ない」

　食い下がってきたコニーを、オレはすっぱりと両断した。

「病で悩んでいる人が、お前の不出来な魔法薬を使って、ちっとも症状が軽くならなかったとする。あるいはもっと酷ひどくなったとする。そんな時、お前は言うのか？　この薬を作る為にとても頑張ったんだから、許して欲しいと」

「……あぅ」

　肩かたを落とす妹を可哀想には思うが、ここはあえて冷たく対応する。

「身も蓋ふたもない話と思うかもしれないが、商品として店に並んだ時点で、それがどういう過程を経て生み出されたものかは関係ないんだ。たとえ寝転びながら適当に作ろうと、懸けん命めいに真ま面じ目めに作ろうと、良い物は良くて、悪い物は悪い。それだけなんだよ。オレやお前が居るのは、そういう業界なんだ」

　職人としてやっていくつもりがあるのなら、避さけては通れない話だ。コニーには身に染みて感じて欲しかった。

「努力したことは誇ってもいい。でも言い訳には使うな。その時点で、職人としては失格なんだ」

　沈ちん黙もくしていたコニーは、少し間を空けてから、頷うなずいた。

　こいつもそれを理解出来ていないわけじゃないだろう。ただ、人間誰しも思ってしまうものだ。

　これだけやったのだから、認められてもいいはずだろうと。

　オレだって思うことはあった。ザックだって、アイラだって、姉さんだってそうだろう。

　そこをどうにか乗り越えて、今があるはずだった。

「分かったなら、もう少し頑張ってみるんだ」

「……それは……」

　目を伏せて、コニーは迷うような素振りを見せる。

「旦だん那なさま。あの。コニーさんはお疲つかれのようですし、少し休まれた方が……」

　それまで口をつぐんでいたリルカが発言した。仕事に関係する話だったので、邪魔をしないようにしていたのだろう。

「……そうだね。無理をし過ぎるのは良くない。事務所には休むことを伝えておくから、ひとまずはゆっくりと寝て、起きたらまた魔法薬作りを再開すればいい」

「…………」

　沈黙するコニー。見たことがないくらいに、憔悴しきった顔をしていた。

　単純に疲れているというだけじゃないだろう。なんというか、こう、何かに絶望しきってしまっているかのような。

「おい、コニー？　どうかしたのか……」

　さすがに心配になって、オレは声をかけようとした。が、それを遮るようにコニーは小さく呟く。

「……やだ」

「え？」

「もう……やだ」

　――聞き間ま違ちがいかと思った。が、次の瞬しゆん間かん、コニーははっきりと告げてくる。

「魔法薬作るの、やめたい」

「おい、コニー、お前」

「何度やっても何度やっても上手くいかないの。今度こそは大だい丈じよう夫ぶ、成功するって思ってるのに、失敗するのよ。もう嫌いやなの。これ以上やりたくないの！」

「甘えたことを言うな。誰だれだって最初はそうなんだ。投げたら終わりなんだぞ!?」

「お兄ちゃんには分からないのよ！　天才だから！」

　食卓を強く叩いて、コニーは立ち上がった。

「今回はダメだったけど次はいけるはずなんて、自分の才能に自信があるから言えるのよ！　あたしは……あたしは……！」

「お前、あれだけいけるって言ってただろ」

「あんなの、意地を張ってただけよッ!!」

　目め尻じりに涙なみだを浮うかべながら、コニーが頭かぶりを振る。

「どうせあたしには無理なのよ！　魔法薬士になんてなれない！　だから、もうやめたいの！」

「コニー！」

「うるさいうるさいうるさい！　うるさいっ！」

　耳を塞いで喚き続ける妹に、オレは頭を抱かかえた。寝不足と精神、体力的な疲ひ労ろうが重なって、正常な判断が出来なくなってるみたいだ。

「あ、あの、コニーさん。少し落ち着いて下さい」

　その時、リルカがコニーの肩にそっと手を置いた。

「今、お茶を淹れますから、それをお飲みになって休まれた方が。元気になればまたきっと、魔法薬の製作だって再開できると思います――」

「放っといてッ！」

　甲かん高だかい音が鳴った。コニーがリルカの手を強く弾はじいたのだ。

「なによ、知ったようなこと言って！　あ、あんたなんか、あんたなんかに何が分かるのよ……！」

　堪らなくなったように、コニーは部屋中に響ひびくような叫びを上げる。

「どうせ――魔導士でもない癖にッ!!」







[image: ]







「コニーッ！」

　さすがに聞き流すことは出来なかった。オレは立ち上がる。

「リルカに謝あやまれ。お前を心配してくれてるんだぞ!?」

「……あ……」

　こちらの怒声にコニーは、我に返ったような顔になる。さっきの行動が信じられないというように自分の手を見つめ、リルカへと視線を移した。

「あ、あの。コニーさん、わたしは別に……」

　リルカがそれでも微笑みながら気遣うと、コニーは下唇を噛み締しめた。

　そのまま顔を伏せ――踵きびすを返すと、走り出す。

「コニー、待て！」

　追いかけようとしたオレは、リルカに止められた。

「いいんです、旦那さま！　本当のことですから！」

　両手で強くこちらの腕を掴つかみ、必死な様子で首を横に振る。

「出過ぎた真似まねをしました。コニーさんの気持ちも考えずに……」

「……いや、そんな」

　地下の方で、派手な音が鳴る。コニーが研究室の扉を開けて、籠ったのだろう。

　そちらの方を見て、リルカが悲しそうに言った。

「本当に辛つらい想おもいをされているのは、コニーさんの方です。やりたいことがあるのに出来ない。どうしていいか、その道筋さえ見えない。そんなの、苦しいに決まっていますから」

「君は……本当に」

　親切をすげなくされたのに、少しも気にしていないどころか、その相手のことを思いやる。どこまで人間が出来てるんだ。

「コニーさん、大丈夫でしょうか。試験はもうすぐだというのに」

「……どうだろうね。コニー次第としか言えないな」

　ひょっとすればこのまま心が折れて、魔法薬士になることを諦あきらめてしまうかもしれない。

　でも……残念だがそれも、コニーがとる選せん択たく肢しの一つだった。

　これからあいつが行く道は何よりも険しく、息が切れるほどに長いものかもしれない。

　その最初でつまずいて、起き上がれないのだとすれば、歩き続けることなんて不可能だ。

　頑張れと声をかけることや、お前なら何とかなると励ますのは簡単だ。

　でも先の見えない暗くら闇やみで、小さな明かりを渡わたしたところで――結局、一歩踏み出すのはあいつ自身の意志なのだ。

　下を向いたままでは、無意味だった。

「しばらく様子を見よう。……手は痛くない？」

　オレはリルカの手をとって眺める。少し赤くなっているみたいだ。棚に仕し舞まってある魔法薬を取り出して、患部に塗ぬってあげた。

「あ、ありがとうございます、旦那さま」

　いいんだよ、と答えながら、オレは地下の方へと視線を傾かたむける。

　……ここが正念場だぞ、コニー。




　翌朝。珍めずらしくオレは、早い時間に目が覚めた。

　なんだかんだ言って、やっぱりコニーのことが気にかかっていたからかもしれない。

　欠伸あくびを噛み殺ころしながら体を起こすと、隣にリルカが居なかった。

　もう起きてるのか。さすがだな……。

「……せっかくだし、朝食の手伝いをするか」

　ベッドから降りて、着替えると、居間へと向かった。

「おはよう、リルカ――」

　声をかけようとしたところで、立ち止まる。

　食卓にはリルカだけじゃなく、コニーも居た。何やら思いつめたような顔で席についている。

　幸い二人にはオレの挨あい拶さつは聞こえていなかったようなので、慌あわてて物陰に隠かくれる。

　……いや、別に隠れる必要はないのかもしれないけど、なんとなく空気が張りつめているような気がしたんだよな。

「コニーさん、珈琲飲まれますか？」

　リルカが声をかけると、コニーは無言で首を横に振った。

「では紅茶にしますか？　温かい牛乳もありますが……」

　もう一度、首を横に振るコニー。

　次いでむっつりと黙だまり込んだまま、自分の隣の席を指差した。

　リルカは戸と惑まどっている様子を見せていたが、間もなく、言われた通りに椅い子すに腰こしを下ろす。

「…………」

「…………」

　爽やかな朝には似つかわしくない、重苦しいにも程がある静せい寂じやくが漂い始めた。

　……なんのつもりなんだ。まさか昨日のことでまだリルカを責めようっていうんじゃないだろうな。

　いや、あいつはそこまで小さい人間じゃない。と思う。んだけど。どうなんだろう。兄としてはそう願うしかないが。

「……あの、コニーさん？」

　緊きん張ちように耐えかねたのか、リルカがコニーの顔を覗き込んだ。

「昨日、眠ねむれましたか？」

　頷くコニー。確かに目の隈は消えている。

「良かったです。旦那さまもよく徹夜をなされますが、健康には睡眠が一番だと思いますので、出来ればベッドできちんと寝て頂きたいのですが……」

　すみません。気を付けます。

「…………」

「…………」

　途切れる会話。再び流れ出す気まずい空気感。なんだかオレまで落ち着かなくなってきた。

「え、と……」

　何か話題を探すように、リルカが目を泳がしていると、

「……その」

　コニーが口を開いた。視線は食卓に向けたまま、ぼそぼそと喋り始める。

「昨日のこと、なんだけど……」

「は、はい。なんでしょう」

　そこで、ちらり、とリルカの方を見るコニー。が、目が合うとすぐに逸そらした。

「な、なんていうか。えっと。その。えーと。なんていうか」

　なんていうかしか言ってないぞお前。

「……くっ。ああああああ、もうっ！　こういうの苦手なのよっ！」

　とか突っ込んでたら、いきなりコニーは自分の頭をくしゃくしゃと掻き乱し、勢いよく立ち上がった。そして、

「リルカ！」

「は、はい！」

「――昨日はごめんなさいっ！」

　大声に跳とび上あがったリルカへ、深々と頭を下げた。

「……え？」

「言い過ぎたわ。確かにリルカはあたしのことを気き遣づかってくれたんだし、お礼を言うべきだった。つい苛々してあんなこと……本当にごめんなさい」

　……意外な展開というかなんというか。さっきまでの妙みような態度は、いつ謝罪を切り出そうか迷ってたってことか。

「い、いいえ！　とんでもないです。わたしが魔ま導どう士しでないのは本当ですし、無神経なことをしてしまったかと」

「そんなことないわよ！　寧ろ、家にお邪魔しているのはこっちなのに、色々してくれて……その。ありがとう」

　顔を上げ、頬ほおを赤らめるコニー。礼を言うのは偉えらいけど、相手の目を見ることが出来たらもっと良かったな。恥はずかしいのは分かるが。

「気になさらないで下さい。コニーさんも大変なんですから」

　ほっとしたように微笑むリルカに、コニーは目を伏せて、大きく息をついた。

「本当、良い子過ぎるのよね、あなたは。あたし、気が強くて意地張るところあるから。つい比べちゃって反発するというか。いやそんなことはどうでもいいんだけど」

　ぶつぶつと言いながら、コニーが席につく。ちゃんと自じ己こ分ぶん析せきできてるなこいつ……兄としては成長が喜ばしいところだが。

「珈琲、飲まれますか？」

　改めてリルカから尋ねられて、わずかに口を閉ざしたコニーだったが、間もなく照れくさそうに呟く。

「……紅茶がいい」

　分かりました、と答えてリルカは嬉うれしそうに薬や缶かんを竈かまにかけた。コニーが指を鳴らすと火が点く。

　なににせよ、仲直り出来たみたいで何よりだ。別にオレは何もしてないんだが、肩の荷が下りた気分だぞ。

　しばらくしてから、リルカがカップに注いだ紅茶をコニーに渡す。

　二人は特に会話を交わすこともなく、ゆっくりとお茶の時間を楽しみ始めた。

　そのまま、静かな時が過ぎていき――。

「……。あのね、リルカ」

　不意に、食卓へカップを置いて、コニーが語り始めた。

「あたし、小さい頃ころから、何をするのも不器用で、人に勝ったことっていうのがなかったの。でも唯ゆい一いつ、才能があったのが魔ま法ほうで――でも、戦闘はダメだったから、お兄ちゃんやセシリアお姉ちゃんみたいに魔法薬士になろうって思ったのよ」

「……はい」

　リルカは話の邪魔をしないように短く相あい槌づちを打って、耳を傾けているようだった。

「でもね、始めてみればやっぱりダメで。お兄ちゃんやお姉ちゃん達たちには到底敵わない。何かを目指すのってね、夢である内は良いけど、目標に据えた時点で段々と恐くなってくるの。追いかければ追いかけるほど、離はなれて行くから。ほんの少し手を伸ばせばいいと思っていたものが、本当はすごく遠いものだって分かっちゃうから」

　紅茶を冷ましながら、コニーは自嘲気味に笑った。

　こんな風に自分のことを語る妹を見るのは、初めてだ。

「それでも何とか頑張って、今の機会を得て。必死になっていたんだけど……段々、分からなくなってきたのよね。どうしてここまでやらなきゃいけないのか。何の為に魔法薬士になりたいと思ってたのか、そんなことまで見えなくなってきちゃって」

　目を閉じ、コニーはわずかに震えながら、絞り出すように声を出した。

「それで、リルカに八つ当たりしちゃった。……最低よね、本当に」

　目尻に涙を溜めて、自分の中にある澱よどみを吐き出すように。

「こんなんじゃ、魔法薬士なんかになれるはずない。自分でもそう思う。でも、諦めきれなくて。情けないけど、縋りつきたいの。あたしにはこれしかない。これ以外、何にもないから」

　オレは壁かべに背を預けて、天てん井じようを仰あおいだ。……そんなことを思ってたのか、コニー。

「……あ。ごめん。変なこと言って。ただの愚痴よね、こんなの」

　再び様子を窺うと、苦笑いをしながら、コニーは手を振ふっていた。

「忘れてね。本当。何でもないんだし」

「……分かりました。でも一つだけ宜よろしいでしょうか、コニーさん」

　リルカは前置きしてから、穏やかに言った。

「わたしはコニーさんの言う通り、魔法のことはほとんど分かりません。でも、料理を作る時に必ずすることがあります」

「……なに？」

「食べる人を想うということです。相手の好みや体調、今日の天気を考こう慮りよに入れて、味付けを変えるんです。この紅茶も、コニーさんの気持ちが安らぐようにと、茶葉や温度、時間に配慮しました。こんなことを言って、見けん当とう違ちがいだと笑われるかもしれませんが……魔法薬製作にも似たところがあるのではないでしょうか」

「……どういうこと？」

　コニーが眉まゆを顰ひそめる。

「料理は食べる為にあるから、わたしはそうします。では、魔法薬は、どうですか？」

「……それは……」

　言いかけて、コニーは、沈黙する。

　眉み間けんに皺しわを寄せると、考え込むように虚こ空くうを見つめ始めた。

　だが――やがて、はっとしたように目を見開く。

　カップを食卓に置いて、額に手をやった。

「料理は食べる為にあって……じゃあ魔法薬は？　当然、使う人の為にあって……」

　がたん、と激しい音が鳴った。コニーが椅子を倒して立ち上がったのだ。

「……わたしは今まで、試験に受かろうと……。だから、上手うまくやろうと思って、そのことだけに……」

　ぶつぶつと呟いた後で、コニーは勢いよくリルカの方を向いた。

「そうよ……そうよ、リルカ！　魔法薬は本来、魔法薬士の為にあるんじゃない！　簡単な話じゃない！」

　リルカの両肩を掴んでまくしたてると、コニーは振り返り、

「――やれる！　いや、やらなきゃいけない！　ありがとう、リルカ！　絶対に成功させてみせるわ！」

　そう言い残すと、飛ぶように地下室へと向かった。

　乱暴な足音を鳴らしながら階段を降りて、壊れんばかりに扉とびらを開けては閉める。

　後には、ぽかんとしているリルカの顔だけがあった。

「……やれやれ。どうにかなりそうだな」

　頃ころ合あいを見てオレが出て行くと、リルカは「ひゃっ」と驚おどろいたように声を上げる。

「だ、旦那さま、いつからそこに!?」

「まあ、ちょっと前からね。盗み聞きみたいな真似して申し訳ないけど、話は聞かせてもらったよ」

　今いま頃ごろ、研究室の中で魔法薬合成に没頭しているであろう妹を想像しつつ、地下の方を見た。

「コニーさん、試験に合格するでしょうか……」

「するんじゃないかな。あくまでもオレの予想だけど」

　腕うでを組んでから、リルカの隣に腰を下ろす。

　こちらの確信めいた言い方に、リルカは小首を傾かしげた。

「……コニーはね、確かに昔から器用な方じゃなかった。運動神経もそんなに良くないし、正直、勉強だって出来るとは言えない」

　だからこそ時に虚勢を張って、自分はやれるんだと強く在らなければ、心を保てなかったのかもしれない。

「でも――諦めだけは人一倍悪かった。やると決めればどんなことでもとことんまでやり抜ぬいて、最後には何かを掴み取ってしまう。そういう奴やつだよ」

「そう、だったんですか……」

「それにね。さっきのあいつ、同じだったと思うよ。リルカと出会って、魔法薬士としての在り方を見出した時の、オレとね」

　だから、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ。

　そう言ったオレに――リルカは、柔やわらかく笑った。

「ええ、そうですね。……きっと、大丈夫です」

　噛かみ締めるようなその言葉に、オレも頷く。

　コニーは今、地下の暗い部屋に閉じこもっている。

　でも多分、明日には出て来て、気づくだろう。

　今、朝の温かな日差しが部屋を包つつみ込んでいるように。

　世界には、光が溢れているのだと。




　そして、試験の締め切り日。

「ど、どうかしら……お姉ちゃん！」

　コニーは所長席に魔法薬が入った一本の瓶を置いた。

　事務所内の、オレを含ふくめた全員が、緊張の面持ちで見守っている。

　本人なんて、かちこちに固まってしまっていて、良く出来た彫像みたいだった。

「ふうん」

　瓶を持って、姉さんが様々な方向から中身を眺ながめる。色いろ艶つやや透明度なんかを確かめているんだろう。

「へえ。なるほど。……そういうことねぇ。はあ……へええ」

　意味深なことを呟く度に、コニーの体がびくんびくんと震えた。

「いや姉さん。分かっててやってるだろ。あんまり遊んでやるなよ」

　見かねて突っ込むと、姉さんは「あらあら」と微笑ほほえみながら、

「遊んでるわけじゃないわよぉ。ただ、こういうのって、ちょっと間を持たせた方がいいかなって思って」

　そういうのを遊んでるっていうんじゃないだろうか。

「まあ、でも、いつまでも引きのばしてもダメねえ。……よろしい」

　瓶を置いて、姉さんは机に手を置いた。

「コニーちゃん、判定を言い渡すわぁ」

「はは、はひ！」

　気を付けの姿勢で妙な声を上げるコニー。完全に頭が真っ白になってるな、あれは。

「この魔法薬は――」

　姉さんが厳かに言い放った。

「――不合格！」

「ひっ!?」

「の反対よぉ」

「……ひへ？」

　ぽかんとした様子で、コニーが空気の抜けるような音を漏らす。

「姉さん、ややこしい言い方するなって」

　宣告される方はそれこそ、生き死にを味わってる気分なんだから。

「あらあら、ごめんなさいねぇ。ついコニーちゃんが可愛かわいくて。合格よ、合格！」

「ご、ごうかく……？」

「コニーちゃんを、うちの正式な所員として採用しまぁす！」

「…………」

　あ、完全に硬こう直ちよくした。

「おい、衝撃で死んだんじゃねえか、あれ」

「不味まずいですよ所長。合格判定で人を殺したら」

　アイラとザックが不安な表情を浮かべる。聞いたことないぞ。そんな殺害方法。

「まあまあ。コニーちゃん、大丈夫？」

　姉さんが、コニーの顔の前で手を振っていると、

「……った……」

　間もなく消え入るような声が聞こえて来た。

　コニーはゆっくりとこちらを振り返り、ぎこちなく、一歩踏ふみ出して。

「やった……」

　両手を静かに上げると――。

「やったああああああああああああああああああああああああ！」

　感情を爆ばく発はつさせた。

「やったやったやったやった！　やったよ、お兄ちゃあああああああああんっ！」

　走り出すと、オレに勢いよく抱だきついてくる。

「やったわね、コニーちゃん！」

「これから同どう僚りようとしてびしばし仕事振るからな、覚かく悟ごしとけよ！」

　アイラやザックから背中を叩たたかれて、コニーは心底嬉しそうに頷いた。

「……よくやったな。素す晴ばらしい魔法薬だ」

　オレはコニーの頭を撫なでながら、笑いかける。

「さすが――オレの自慢の妹だ」

　その言葉に、コニーは素す直なおな笑え顔がおを作り、こちらを強く抱きしめてくるのだった。




　……その、後日。

　どうしてもリルカに会いたいとコニーから言われて、オレは二人を対面させた。

「なんかコニーがリルカに言いたいことがあるんだってさ」

　玄げん関かんまで出で迎むかえてくれたリルカにそう伝えると、彼女は不思議そうな顔で頷く。

　昨日、コニーの合格祝いを酒場でして、その場に事務所の面々と一いつ緒しよに居たので、リルカも試験の顛てん末まつは知っている。

「……あー。あの。あのね、リルカ」

　こほん、と咳せき払ばらいして、コニーは頬を赤く染めながら言った。

「試験ね。あれね。合格して」

「はい。おめでとうございます、コニーさん！」

「うん。あ、ありがとう。で……その試験ね。なんていうか。あれなのよ」

「あれですか？」

「そう、あれ。リルカの、なんていうか、なんていうんだったかしら。こう、導き、的な？　橋渡し？　違ちがうか。道案内……でもなくて」

「助言な」

　分かってる癖に、恥ずかしいのか中々言おうとしない妹を見兼ねて口出ししてやった。

「そう、その、助言！……のおかげで。なんか、魔法薬の製作が、見み違ちがえるように上手くいったというか。意識するきっかけになったというか。だから、お、お、お礼を言おうと思って」

「まあ……わたしがやったことなんて、些細なことだと思います。コニーさんにそれだけの実力があったんですよ」

「そ、そうでもない……じゃなくて、あるけど！　あるけど……実際、目の前が晴れた気がしたし」

　リルカから目を逸らしながら、コニーはぶつぶつと呟つぶやく。

「魔法薬を飲む人のことを明確に想像して、その為ために作ったら、上手くいったの。だから……あ、あ……ありがとう」

「ちゃんと言えよ。聞こえないだろ」

「う、うるさいわね、お兄ちゃんは！　ちょっと静かにしててよ！」

　振り返かえったコニーから睨にらまれる。へいへい。

「……いいえ、とんでもない。でも、わたしがコニーさんの力になれたのであれば、とっても嬉しいです」

　微笑んだリルカに、再び前を向いたコニーは、複雑そうな顔をした。

　視線を地面に落として、息をつく。

「ああ……もう。認めてあげるわよ」

「え？　なにがですか？」

「さすが、お兄ちゃんが選んだ嫁よめってこと！　あたしじゃあなたには到底敵わない。降参よ、降参！」

「こ、降参ですか？　あの、わたし、コニーさんと戦っていましたか？」

「…………」

「はははは。相手にされてないぞ、コニー」

「ぐっ……くうううううう！」

　頭を撫でると、悔しそうに地じ団だん駄だを踏むコニー。まあ、リルカの場合は本気で対抗されていることに気付いてなかったんだと思うが。

「もういいわよ！　とにかく！　リルカ、今度からあれよ！　その！」

「は、はい！」

「…………友達になってよ」

　顔を背けたまま、コニーは手を差し出だす。恥ずかしさが度を超こえてしまって、まともに目を合わせられないんだろう。

「あ……」

　一方、リルカと言えば、いつものように花が咲くような笑顔になるのだった。

「――はい！　よろしくお願いします！」

　二人は握手をし合い、ようやく、コニーはリルカの方を向いて、笑えみを浮かべる。

　雨降って地固まる、なんて昔の人は言ったようだが。

　……ま、結果的に上手く纏まったようで、なによりだ。

　オレは互たがいに距きよ離りが縮んだ二人を眺めながら、和やかな気持ちになっていた。
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最終章　誓いと幸せの朝食







　仕事、仕事と没頭している内に、季節は瞬またたく間に過ぎていった。

　つい昨日まで暑さにうんざりしていたように思うが、気づけば気温は下がり、風に冷たさを感じるようになっている。

　緑豊かな木々は紅色に染まり、地面に落ちた葉がかさかさと音を立てていた。

「もう秋か……」

　オレはローブの襟を掻き合わせながら、帰り路を急ぐ。

　子どもの頃は一日一日がとてつもなく長かった覚えがあるのに、いつの間にか時間が急速に過ぎ去るようになっていた。

　こうしている内に知らず知らず歳としとって死んでいくんだろうかなんて、つい暗いことを考えてしまう。

「……いかん、いかん」

　二十代で早過ぎるだろ、オレ。

　つまらない思考を振り切って、家で待っているリルカのことを脳のう裏りに思い描いていたその時。

「ん？　あれ……リルカか？」

　正しく本人を見かけて、足を止めた。

　買い物籠を下げて、何かを熱心に見つめている。

　なんだろうと思って視線を追うと、そこには教会が建っていた。

　世の全すべてを生み出したと言われる創造主シディアを信しん仰こうするシディア教は、世界的に広く知れ渡っていて、幾いくつかある宗教の中でも信者の数が一番多い。

　だから大きな街には一つや二つ、教会があるのは普ふ通つうだった。

　しかしリルカが見ていたのは、教会その物じゃない。

　前方で行われている、華やかな祝会だ。

　大勢の人間に囲まれて、礼服を着た男性と、華美な装飾の施された純白のドレスを身に纏まとった女性が、仲睦まじく並び立っている。

　結けつ婚こん式しきだ。

　シディア教を特別に強く信仰しているわけじゃなくても、神自体を否定している人は少ない。苦しい時、何かを願う時に神様に祈るなんてのはザラにある。現にオレだってそうだった。だから、婚姻関係を結んだ男女がシディア教会で式を挙げるというのは、一いつ般ぱん的な光景とも言える。

　……いや、それはともかく。

「リルカ？　どうしたの」

　我を忘れているような様子に声をかけると、リルカは少し肩かたを竦すくませてから、こちらへと振り向いた。

「あ……旦だん那なさま。い、いえ、なんでもないんです」

「そう？　でもじっと結婚式を眺めていたような……」

「そんなことありません。ただ、綺き麗れいな花嫁さんだなって思って……それだけです」

　そのまま慌てたように歩き始める。

「旦那さま、そろそろ帰りましょう。最近、寒くなってきましたし、風邪を引いてしまいますよ」

「……うん、そうだね」

　不自然な態度を怪け訝げんに思いつつも、ひと際強い風が吹いて、オレは身を震ふるわせた。

　……確かにリルカの言う通りだな。

　オレは彼かの女じよと二人で並ぶと、足早に家へと帰ったのだった。




「……結婚式？」

　日が明けて事務所に行ったオレは、昼休みに同どう僚りよう達たちへ相談を持ち掛けた。

　やっぱり、どうしても昨日のリルカのことが気になったのだ。

　思い当たる節があったというのが大きかったんだが。

「リルカちゃんがやりたいって？」

　アイラが自席で麺を啜すすりながら言った。近所の屋台で買ってきたものだ。オレの机にはもやしと豚の炒め物を卵で包んだやつが置いてある。

「ああ。口にしてはいなかったけど、多分そうだと思う」

　いくら他人から鈍にぶいと呆れられるオレだって、それくらいの察しはついた。

「でもよ、ジェイク」ザックがハーブや野菜、チーズ、ハムなんかが挟まれたパンに噛りつきながら続ける。「リルカちゃん、結婚式はやらなくていいって言ってたんじゃないか？」

「……そうなんだよな」

　結婚するとなった時、当然だけどオレは「式を挙げよう」とは持ちかけたのだ。

　でもリルカはその必要はないと答えた。

　理由としてはオレにそんな準備をしている時間はないだろうし、自分も興味はないからとのことで。

　ただ昨日の彼女を見ている限り、あの時はオレに遠えん慮りよしていたんだろうと思う。

　……その辺を悟れないから、鈍いって指し摘てきされるんだろうけど。反省。

「あらあら。リルカちゃんとジェイクちゃんらしいお話ねえ」

　姉さんが芋と白身魚を揚げたものを摘まみながら、のんびりと告げる。

「で、どうしたいんだよ、お前は。結婚式、やるのか？」

　ザックが手についたバターを舐なめながら訊きいてきた。

「ああ。やりたいんだけど、リルカに持ちかけたら多分また、いいって言われそうでさ」

　そういう時の奥おくさんは非常に頑固だ。気き遣づかいからくるものなので、こちらとしても強ごう引いんにいきにくい。いや、それでも説得すれば折れてはくれるんだろうけど……さて、どう切り出したものかと。

「ジェイクちゃん、いっそのこと、リルカちゃんに秘密でやったらどうかしら？」

　と、そこで投げかけられた姉さんからの提案に、オレは所長席の方を向いて眉を顰めた。

「秘密で？」

「そう。隠して準備を進めるの。それで、全部終わったところで種明かし。既すでに全て用意してくれているなら、リルカちゃんだってやめようとは言わないと思うわぁ」

「あ、いいですね、それ。リルカちゃんの驚く顔も見てみたいし」

　アイラが手を打つ。……なるほど。その方法があったか。

「普通にやるより手間はかかりそうだけど、面おも白しろそうっすね」

　確かにザックの言う通りだ。ただ、どれほどの時間がかかるのか。その間の仕事もあるし……ううん。

「やるべきよ、お兄ちゃん」

　と、そこで黙り込んでいたコニーが発言した。残っていたパンを平らげると、真しん剣けんな顔をする。

「お兄ちゃん、普ふ段だんからリルカにお世話してもらってるんだし。お礼の意味も込めてやらなきゃダメ！」

「……お、おう」

　それはその通りなんだけど。まさかコニーに言われるとは。

「どしたのコニーちゃん。そういえば正所員になってから、妙にリルカちゃんと仲良くなってたけど」

「なんかあったのか。前までやたら対抗してた癖に」

　アイラとザックから尋ねられて、コニーは「うっ」と胸を押さえた。痛いところを突かれたというような反応だ。

「いや、あの。別に。あんまり喧けん嘩か腰ごしになるのも良くないと……そう思っただけよ」

　事情を知っているオレとしてはにやにやしてしまう。

「ちょっと、お兄ちゃん!?　なによ、だらしない顔して！」

　こちらの心中を見抜いたのかコニーは顔を赤くした。

「んだよ、なにがあったか知ってるのか、ジェイク」

「教えなさいよ、気になるから」

「いや、聞いてくれよ。コニーが姉さんの試験を受けてからうちに泊まってたんだけど」

「わああああああああああああ！」

　好こう奇き心しんをむき出しにする同僚二人に説明しようとすると、コニーが食い気味に割って入ってくる。

「なんでもないからなんでもないから！　べべべ、別にリルカのおかげで試験に合格できたからあの子を認めたとか、そんなんじゃないからね!?」

　全部自分で言うのかよ。

「へー。そうだったのか」

「良かったじゃない。いい友達になれるわよ、二人なら」

「あらあら。お姉ちゃんも嬉しいわぁ」

　三人からにこやかに祝福されて、コニーはようやく己の迂う闊かつさに気付いたようだった。

　見る見るうちに全身が熟した林りん檎ごみたいになっていく。

「あああああああ！　あたしのバカああああああ！」

　顔を両手で覆おおい隠して、そのままうずくまった。

「まあ、なんか微笑ましい感じのコニーちゃんは置いとくとして。所長の提案はわたしも良いと思うわ、どうするの？　ジェイク」

　アイラから尋ねられて、オレは頷うなずいた。

「……ああ、やろうと思う。ただ、その、オレ一人じゃ多分、手が回らないと思うんだ」

　同僚達や姉さんを見回して、わずかに躊躇ためらった後、続ける。

「だから、もしよかったら、皆みなに協力してもらえないかと……」

「ああ？　なに言ってんだお前」

　ザックが怪訝な顔をした。ぐっ。いやまあ、そうだよな。ただでさえ忙いそがしいのに、私事で迷めい惑わくかけるわけにもいかない――。

「わざわざ申し出なくても端はなからやるつもりだっつーんだよ」

　……が。

「そうよ。結婚式の準備なんて繊せん細さいなこと、あなた一人で出来るわけないでしょうが」

「お兄ちゃんに任せてたら、子どものお誕生日会みたいなものになっちゃうわ。あたし達が手伝うに決まってるでしょ！」

　アイラやコニーも、当たり前だというように微笑んでくれる。

　……お前ら……。

「なんか今若干、オレに失礼なこと言わなかったか？」

　気になって突っ込むと二人揃そろって口笛を吹いた。誤ご魔ま化かし方がわざとらし過ぎる。

「ジェイクちゃん、リルカちゃんはあなたの大切なお嫁さんだけど、私達にとっても義妹やお友達なのよぉ」

　所長席で姉さんが、柔らかな笑みを浮うかべながら、

「そんなリルカちゃんの結婚式を全員で作り上げるなんて、当たり前のことよ？」

「ね、姉さん……」

　あ。不味い。なんだこれ。胸が詰まる。何かがこみ上げてくる。

　ダメだ。間ま違ちがいない。

　……泣きそうだ。

「皆。ありがとう。こういう時、上手いこと言えればいいんだけど、そういうの苦手で」

　オレはともすれば緩みそうになる涙るい腺せんを、必死で押おさえながら、頭を下げた。

「……よろしくお願いします」

　レイランド製薬所の面々は、顔を合わせ、揃って頷いた。

「任せとけ、相棒」

「そうと決まれば役割分担ね。仕事に影えい響きようが出ないようにしないと」

「何でも言って、アイラさん。あたし、全力出すから」

「リルカちゃんの思い出に残るものにしましょうねぇ」

　決定した途と端たんに色々と打ち合わせを始める皆を見て、オレは思わず両手を強く握にぎる。

　……良い職場だよ、本当に。




　会場や招待状、当日に出す料理の手配などはアイラ達が担当してくれることになった。

　オレに命じられたのは、結婚式の際に着る衣装の確保だ。

　つまるところ、礼服とウェディングドレスである。

　とは言え、日頃から稼いだ金を魔法薬の研究に注ぎこんでいるオレは貯金があまりない。

　最近じゃ貸し出してくれるところもあるというが、せっかくなのでリルカの為だけに作ってもらいたかった。

　ただ、アイラ達に持ちかけてみても、さすがに安い値段で引き受けてくれる職人は知らないとのことだ。こんなことなら少しくらいはお金を残しておくんだったと後悔したが、色んな意味で遅すぎる。

　いっそ借金でもするかと考えていたところで、姉さんから助言を受けた。

「メーヴィスさんに相談してみたら、どうかしら？」

　目から鱗うろこというか、なんというか。その発想はなかった。

　オレにとって師し匠しようは魔法薬の教えを授けてくれた存在という認識しかなかったけど、よくよく考えてみればあの人はこの道何十年という魔導士だ。おまけに最高位である天星の称号の持ち主。

　伝手なんて、オレなんかとは比べ物にならないだろう。

　というわけで、久方ぶりに師匠の家を訪おとずれることになったのだった。

「……なんだ、あんた、生きてたのかい」

　扉を開けて開口一番、物ぶつ騒そうなことを言われる。

「弟子の顔見ていきなり生きてたのかはないでしょう。もうちょっとこう、歓迎の言葉とかないんですか」

「明日にも死んでるかもしれない年寄り師匠のところへ、ろくに顔も見せない弟子なんだ。死んでるかもって思っても無理はないだろう」

　殺しても死なないような性格の癖に。

「悪かったね。ふてぶてしい人間で」

「な、なんのことですか!?」

「あんたの心の中なんざ、顔見りゃすぐ分かるさ。とりあえず上がりな」

　相変わらず敵わないな、この人には……。

　居間に案内されて、席にこしかけると、師匠は薬缶を竈にかけた。指を鳴らして火をつける。

「リルカとは仲良くやってるのかい？」

「はい、おかげ様で。仕事の方もなんとか順調です」

「そっちの方は心配なんてしてやしないよ。やることやってんだろ。あんたはぶっ倒れても魔法薬の瓶びんは手放さないようなバカだからね」

　否定できないオレがいる。

　しばらくすると湯が沸わいたので、師匠はカップに注いで渡わたしてくれた。

　中身を見ると透明で底が見える。

「あのこれ。お湯じゃないですか」

「お湯だよ。他の何に見えるんだい」

「弟子とは言え客が来ているんだから、珈琲とか紅茶とか……」

「いつぞやはあたしに白さ湯ゆを出したじゃないか」

　うわ。そんなことあったっけ。良く覚えてるなこの人。年寄りの癖に。

「年を取ろうがあんたより頭はしゃっきりしているつもりだよ」

　また胸中を覗のぞかれてしまった。迂闊に悪口も言えない。

「それで、何の用だい？　お湯飲みにわざわざ引退したババアのところに来たわけじゃないだろう」

「そんなに暇ひまじゃないです。実は師匠にお願いがありまして」

「ほう。珍しいね」

　師匠はカップに口をつけて啜った。自分の分までお湯だ。こういうところがこの人らしいというか。

「なにか欲ほしいものでもあるのかい。最近、オブロ木の枝が手に入ったんだけどね」

「え、あの北の方でしか手に入らないっていう素材ですか!?　欲しいです!!」

　反射的に身を乗り出してしまったが、強力な自制心を以もつてして抑おさえつけた。

「……いや、今日は魔ま法ほう薬やくに関係することではなくてですね」

「ますます珍しい。あんたが仕事以外のことであたしにお願いとはね」

「実は……結婚式用の衣装を作れる腕の良い人を知っていれば、紹介してもらえないかと。出来れば、値段は安めで」

「…………」

　ぽかんとする師匠。いつも厳しい顔が、見たことないくらい間抜けになっている。

「……ダメだね。あたしも随ずい分ぶんと耳が遠くなって。なんか今、結婚式用の衣装が欲しいとかなんとか聞こえた気がするけど」

「いや、その通りなんですが」

「……。ジェイク」

　長く息をついて、師匠は憐れみすら込めた眼まな差ざしを向けて来た。

「全然面白くないよ。その冗じよう談だん」

「冗談じゃないですよ！」

　机を強く叩いて、真まっ直すぐ要求する。

「結婚式用の衣装が欲しいです！　リルカと結婚式をするから！　職人を知っていたら教えて下さい！」

「……いやでも、あんた、結婚式はしないってリルカと決めたんじゃなかったかい？」

「そ、それはそうなんですが。そのー。実はですね」

　オレは数日前の出来事を、あますことなく話した。

　その結果。

「……ははは」

　なぜか師匠は笑った。

「あはははははははははははははは！　ひひ！　ひひひひひひひひひ！　ひーっひひひひひひ！」

　腹を抱かかえて爆笑した。

「なんですか!?　さっきの話のどこに面白要素がありました!?」

「いやだって、あんた、そりゃ笑うよ。数か月前まで結婚に興味ないなんて言ってた男が、嫁さんがやりたがってるからこっそりと結婚式の準備をしたいだって!?　随分とリルカを気に入ったもんだね！」

「そ、それは……まあ……そうですね、はい」

「ひひひひひひひひ！　いーっひひひひひひひひひ！」

「だからってそんな、絵本の魔女みたいな笑い方しなくてもいいでしょ!?」

　見た目が見た目だけに似合い過ぎてるんだよ！

「あー、可笑しい。人間、変われば変わるもんだね。まさかこんなことになるとは。リルカを紹しよう介かいしたあたしも予想してなかったよ」

「オレもそうですよ……」

　昔の自分に会ったら「誰だれだお前は!?」って警けい戒かいされるかもしれない。

「でも、リルカには本当にお世話になってますし。それに……あの子のことを、あ……あい……あい……」

「愛してるって？」

　にやつきながら言うな。

「……愛してるのも本当です。だからこそ、彼女を喜ばせてあげたいなと」

「そうかい。いや、驚いた。リルカを預けて大だい丈じよう夫ぶかって心配してたけど、あんたにも人間的な心があったんだねえ」

「どういう意味ですかそれは」

「そのまんまの意味だよ」

　そうですね。

「にしても、うーん。そうだね。当てがないわけじゃないよ」

「本当ですか!?」

「ああ。あたしの知り合いの弟子にね、バトルフっていう魔ま法ほう工こう士しがいるんだけど、知ってるかい？」

「バトルフ？　バトルフって、あの、バトルフ＝キィアーズですか？」

　知ってるも何も、超有名人だ。

　魔法工士の中でも武器や防具などの魔道具を専門に製作する、魔法鍛か冶じ士しと呼ばれる職に就いている。

　魔道具は普通の道具に魔ま力りよくを含ませることで、様々な能力を発現させるようにしたものだ。大抵は既存の道具を基にする人もいるが、それその物を一から作る人もいる。

　バトルフさんは後者で、しかも彼が製造したものは能力の優秀さもさることながら、出来その物に高い評価がついていた。

　そのことを魔導士協会から認められ、数年前に七ツ星を授与されている。

「そう、そのバトルフさ。さすがのあんたも知ってたか」

「実際に会ったことはありませんが、名前くらいはさすがに。あの人を知らない魔導士なんていませんよ。……でもバトルフさんの作った魔道具って、相当高かったんじゃ？」

　聞いた話でしかないが、芸術品とさえ呼ばれる程ほどで、市場に出回れば家が一軒建つくらいの値段がつくこともあったはずだ。

「そうだね。でもあたしはバトルフのことを良く知ってるから、口添えすりゃ何とかなるよ。仮にバカ高くなっても、足りない分くらいは出してやる」

「いやでも、さすがにそこまでは……」

「リルカはあんたの嫁である前にあたしの奉公人だったんだよ。それくらいさせてもらわなきゃ、寧むしろ困るってもんだ」

　言われてみれば、そうか。

「……じゃあ、すみません、お願いします」

「ああ。バトルフに手紙を送っておくから、返事が来たら教えてやる」

　頭を下げたオレに言った後、師匠は顔を伏せた。

「……ひひひひ」

「まだ笑いますか!?」

　優やさしいんだか意地が悪いんだか、未いまだに読めない人だ。




　後日。師匠から連れん絡らくがあった。バトルフさんは快く引き受けてくれるという。

　恐おそらくは依い頼らいが舞まい込み続けて忙しいだろうに、本当にありがたい話だ。

　オレは自分で抱え込んでいる仕事を片付けて――予定を空ける為に倍以上の速度でやったから、昨日は体力が尽きて爆ばく睡すいしていた――バトルフさんの仕事場へと向かった。

　彼の事務所は街ではなく、山の中にあるという。

　そちらの方が何かと集中出来るのだそうだ。

　普段の運動不足を自覚しつつ、息を切らして山を登って行くと、やがて大きな建物が見えて来た。

　看板には【バトルフ魔道具製作所】と書かれている。間違いないだろう。

「すみません。ちょっといいですか」

　扉とびらを強めにノックすると、しばらくしてから扉が開いた。若い男性が顔を覗のぞかせる。

「あ、バトルフさんですか？」

　確かく認にんすると男性は首を横に振ふって、不審そうな眼差しを向けて来た。

「僕は弟子ですが。すみません、ご依頼なら協会を通して頂けますか。先生は何分、お忙しい方なので」

「あ、いえ、違います。依頼と言えばそうなんですが、メーヴィス師匠から直接連絡がいっているかと――」

「とにかく、先生はお会いになりません。それでは」

　言いかけている途と中ちゆうで扉を一方的に閉められた。取り付く島もないとはこのことだ。

「……おいおい」

　話が違うぞ師匠、と思っていると、しばらくしてから荒い足音が聞こえて来た。

　再び扉が開く。

「も、申し訳ありません！　大変、失礼致しました！　先生がお会いになるそうです！」

　どこか怯え切ったような顔をした、さっきの男性が身を引いた。……怒おこられたのか？

「……失礼します」

　会釈してから足を踏み入いれると、中には机の前に座すわった大勢の人間が居た。全て事務所の所員だろう。レイランド製薬所とは規模も人数も違う。

　全員が作業をしながら、オレの方をちらりと見てきた。何か珍しい動物でも観察しているかのようだ。

　男性に案内されるまま奥へと進むと、もう一枚の扉があった。

「せ、先生、ジェイク＝レイランドさんがお越こしになられました」

　声をかけてから、入り口を開け、男性がオレを促す。

　なんとなく緊きん張ちようしながら室内に入ると――大おお柄がらな背中が目に入った。

　向かっている作業机が完全に身の丈に合っていない。

　広い部屋をそれでも圧迫するような体型に、頭は完全に毛が剃られていて、上質な生地で縫われただろうことが窺える衣服からは、鍛え上げられた腕うでが覗いていた。

　正直、魔導士というよりは旅の武闘家といった方がしっくりくる。

「それでは私は失礼致します……」

　男性が下がると共に、後ろで扉が閉められた。

　……この人がバトルフさんなのか。正直、意外だった。

　彼の作品を見たことはあるが、武器、防具、道具、衣服など、いずれも細さい緻ちな意い匠しようが施されていた。実用品とは思えない程に美しく、そのまま貴族の屋敷に飾かざられてもおかしくないほどなのだ。

　だからこそ、なんとなくだけど、線が細い、中性的な人物を想像していた。

「あの。ジェイクです。この度はどうも、無理なお願いを聞いて頂きまして……」

　作業の邪じや魔まをしていないだろうかと思いつつ、恐る恐る切り出してみる。

　すると、今まで絶え間なく動いていたバトルフさんの手が止まった。

　椅い子すを派手に軋ませながら、ゆっくりとこちらを振り返る。

　体型同様、顔も相当に厳いかつかった。繭まゆは太く、目は研がれた短剣のように鋭するどい。鼻も唇くちびるも大きかった。

　……殺されないかな、オレ。

　割と本気で考えてしまった。

　バトルフさんは無言で席を立つと、こちらに歩み寄って来た。その度に、軽く地じ響ひびきが起きそうな気がする。そんなわけはないのだが、ありえることだと錯覚してしまうほどの迫はく力りよくがあったのだ。

　やがてオレの前に立つと、バトルフさんはこちらを見下ろしてきた。蛇へびを前にした蛙かえるってこんな気分なのか。いや寧ろ、狼おおかみと遭そう遇ぐうした兎うさぎ。熊と出で遭あった人間。なに言ってるか分からなくなってきた。

「…………」

「…………」

　え、なんで黙だまってるの？　その視線の意味はなに？

　脳裏に怯え切っていたさっきの男性が思い浮かぶ。恐こわい。依頼をしに来た立場でこんなことを思ってはいけないんだけど、単純に滅め茶ちや苦く茶ちや恐い。

「その。メ、メーヴィス師匠から聞いてると思うんですが、結婚式で着るウェディングドレスを……」

「…………」

「作って頂けないかと……思ったり思わなかったりするわけなんですが……」

　に、逃にげたい。何もかも投げ出して、今すぐこの場から逃げ去りたい。

　いや、でも、リルカの為だ。頑張れオレ。負けるなオレ。立ち向かえ、オレ！

「……どうですかね？　バトルフさん」

　崖から飛び降りる気分で尋たずねてみた。

　すると、バトルフさんがわずかに口を開く。

　く、来るか。何を言われる。覚かく悟ごは完了してるぞ。なんでも来い！

　オレは咄とつ嗟さに身構えようとした。――瞬しゆん間かん。

「あらあああああああああああああああ！　超いい男おおおおおおおおおおお！」

「……はい？」

　目の前の人がとんでもなく甲かん高だかい声を出した。誰？

「メーヴィスさんから、だらしなくて生きているか死んでいるか分からない奴やつがくるって聞いてたけど、とんでもない！　滅め茶ちや苦く茶ちやいい男じゃなああああああい！」

　体をくねくねさせながら、厳めしい顔を完全に崩し切って、オレの肩を掴つかんでくる。だから誰なの？

「あたしの好み！　最高に好みよ！　一目ぼれした！　結婚してくれない!?」

「ええ!?　いやそれはちょっと!?　オレ、奥さん居ますし！」

「あらそうだったわ！　でもいいの、あたしは二番目のお嫁よめさんで！」

「何一つ良くはありませんが!?」

　法律的に相当の問題があるし！

「いいじゃない、時代は進むのよ、結婚相手が二人いちゃいけないだなんて、そんな考え自体が古ふる臭くさいわっ！　唾だ棄きすべきよっ！　排除しなきゃダメッ！」

　無む茶ちや苦く茶ちやなこと言い出したな。

「いや……ええと。申し訳ないんですが、オレは今の奥さんが居れば充じゆう分ぶん……というか、たとえ許されてても、奥さん以外の人と結婚するつもりはないので」

「まあ！　まあまあまあ！　まああああああああああああ！」

　なぜか目を輝かがやかせてオレに顔を近づけてくるバトルフさん。なに!?　さっきから色々となに!?

「素敵！　純愛！　純じゆん粋すいな愛と書いて純愛なのね!?　いいじゃない、ときめくわ！　あなたみたいな旦那さまがいて、奥さんが羨うらやましい！　妬ましくて憎にくらしいけどそういうの嫌きらいじゃないわッ！」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

「仕方ない。あたし、涙を呑のんで諦あきらめるわね。二人の将来に幸あれっ！」

　唇に指先を当てて、こちらに何かを投げつけるような仕草をとるバトルフさん。

　……恐い人じゃなかったのは幸いだけど。なんだろうな。あの。まあいいか。

　ともあれ、バトルフさんの作る魔道具に、ある種の女性的とも言える繊細な面があったのには、深く納なつ得とくした。

「ジェイクちゃんって呼んでいいかしら。それともジェイク様？　ジェイクたん？　ジェイク王子？」

「普通にジェイクでお願いします」

　割と本気で。

「じゃあ、ジェイクちゃん！　さっきはごめんなさいね、弟子が失礼な真似まねをして！」

「あ、ああ、いえ、いいんですが。……ちなみに彼、何をされたんですか？」

「それは知らない方がいいわね」

「え、でも、ちょっと気になって」

「それは知らない方がいいわね」

　笑え顔がおのまま同じことを繰くり返かえすバトルフさん。

「……そうですか」

　どうやら触れない方が良さそうだと話題を変えることにした。
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「あの。さっきも言いましたが、礼服とウェディングドレスを作って頂きたいんですが」

「もちろんよっ！　メーヴィスさんには色々とお世話になったし、ジェイクちゃんという運命的な出会いを果たしたんですもの、全力で作らせて頂くわっ！」

「あ、ありがとうございます。……でも、ですね。あの。言い難いんですが。予算の方が……それほどなくて、ですね」

　バトルフさん程の人に安い仕事をさせてしまうというのは、非常に申し訳ない。だからオレの声もどんどんと小さくなっていった。

　自分自身、職人としてやっているから、そういった要求をするのに抵てい抗こうがある。

「あら、いいのよ！　ジェイクちゃんの言い値でやってあげるわっ！」

「え、で、でも、さすがにそれは」

「気にしないで！　自分に見合ったお金を頂くことは重要だけど、今回は特例！」

「……ううん、でも」

　オレが躊躇っていると、バトルフさんは腕を組んで、

「そーね。なら、こうしましょう！　足りない分は体で返してもらうわっ！」

「ええ!?」

「口づけしてくれたらそれでいいってことにしましょう！」

「…………や、その」

　さすがになんというか。難しいような。

「すみません。オレ、そういう嗜し好こうがないもので……それに浮気になってしまいますし」

「まあああああああああああああっ！」

　バトルフさんが急に感極まったような大声を出だしたので、オレはびくりと体を竦ませた。

「真ま面じ目め！　今時珍しいくらい真面目っ！　ますます気に入ったわ、ジェイクちゃん！」

　な、なんだ、そういうことか。何が起きるのかと思った。

「もちろん、冗談よ！　それなら、こうしましょう。ジェイクちゃん、七ツ星の魔ま法ほう薬やく士しなのよね？」

「え、ええ、そうです。ご存じでしたか」

「当たり前よ！　史上最年少で七ツ星を授与された魔導士なんて、知らないわけがないじゃない！　だったら、今後、もしあたしや弟子達たちの中で重い病気にかかる人が居たら、最優先で魔法薬を作ってもらう。それでどうかしら!?」

「ん、いや、もちろんオレは構いませんが。そんなのでいいんですか？」

「こら、ジェイクちゃん！」

　なぜか怒られた。

「あなたね、自分を過小評価し過ぎ！　この業界でジェイク＝レイランドに魔法薬を作ってもらうって、物もの凄すごいことなんだからね!?」

　……そうなのか。どうもいまいち、自分の世間的な扱あつかいが把は握あくできてないな。

「まあ、そういうところも素す敵てきだけど。じゃあ、契約成立ね！　とびっきりのウェディングドレスを作ってあげるから！」

　手を合わせて微笑ほほえむバトルフさんに、オレは丁てい寧ねいにお辞儀をした。

「宜よろしくお願いします。あとそれと……わがままを通してもらったついでに、少しお願いしたいことがあるんですが」

「あら、なにかしら！　ジェイクちゃんの為ためなら、世界に二つとないウェディングドレスだろうが、国を滅ぼせるほどの魔法兵器だろうが、死人を操る禁断の魔道具だろうが、なんだって作ってあげるわよ!?」

「いや結構です。というか作れるんですかそんなもの」

「うふふ」

「笑われても」

　否定して欲しかった。

「ともあれ……なんでも言ってちょうだい。仕事の合間になってもいいなら叶えてあげるわよ？」

　可愛かわいらしく片目を瞑つぶったバトルフさんに、オレは思い切って言ってみる。

「実は、やりたいことがありまして――」




「……ただいま」

　力の入らない手でなんとか扉のノブを握って回した。

「おかえりなさい、旦だん那なさま！」

　小走りでやってくるリルカにオレは笑えみを浮かべる。が、

「……旦那さま？　疲つかれてらっしゃいます？」

　鋭い奥さんにはすぐ見抜かれてしまった。出来るだけ気を張って隠かくしたつもりではあったんだけど、無む駄だだったらしい。

「ああ、まあ、うん。仕事でね」

　オレが膝ひざをつくとリルカは両手を広げてきた。抱だきついて、存分に癒いやしてもらう。

「このところ、毎日帰ってくるのが遅おそいですし……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　こちらの頭を撫なでながら、リルカが心配そうに訊いてきた。

「うん。リルカにこうしてもらうと回復するから平気だよ」

「……本当ですか？」

　疑わしそうな声。うっ。かわしきれなかったか。

「ほ、本当だよ。ほら、元気、元気」

　リルカから離はなれて両手を振り上げた。精せい一いつ杯ぱいに問題ないことを主張したのだが、

「…………」

　物凄く探るよう、じっと見つめられてしまった。

「……あのリルカ。あんまりそう、真剣な眼差しをされると対応に困るんだけど」

「旦那さま、顔色が悪いです。肌はだも調子が良くなさそうですし、いつも以上に体力を消費してらっしゃいますよね」

「え」

　なんで分かるの？

「……そんなことないよ」

「いいえ、そんなことあります！　お仕事が大変なのは仕方のないことですが、健康には気を付けて下さい！」

　オレのローブを掴んで、リルカがぐいぐい迫せまって来た。

「そ、そうだね、その通りだ。気を付けるよ。でも、リルカ、よく気付いたね……」

「あ……それは」

　なぜかリルカは手を止めて、こちらから目を逸そらすと、頬ほおを赤らめながらもじもじする。

「……旦那さまのこと、いつも見ていますから。それくらい、分かります」

　か細く紡がれたその言葉に、体がカッと熱くなった。

「そ、そうか。あの。ありがとう」

「い、いいえ。お礼を言われるようなことでは……」

　こほん、と小さく咳せき払ばらいをして、リルカは再び視線を合わせて来た。とは言え、まだ顔は紅潮したままだったが。

「と、とにかく！　お体をもっと労わって下さい。その……心配ですから」

「う、うん。分かった。いや、なんていうか、仕事以外にも色々やってて……」

「色々？」

　あ、まずい。オレは自分の手で口を塞いだ。

「……なんでもありません」

「お仕事以外に何かされているんですか？　旦那さま」

「なんにもしてません。仕事だけです。オレ仕事人間なんで」

　ぼろが出ない内にオレはすっくと立ち上がり、つかつかと居間へと向かった。

「ま、待って下さい、旦那さま！」

「ぐえ」

　が、後ろからリルカにローブを掴まれて首が締まる。

「きゃあ！　ご、ごめんなさい。つい」

「い、いや、いいんだよ。……どうしたの？」

　喉のど元もとを押さえつつ振り返ると、リルカはこの上なく悲しそうに眉まゆ尻じりを下げていた。

「……ひょっとして、また何か無理をなさっているのではないですか？」

「う……そ、そういうわけでも」

「違ちがうのであれば、いいんです。わたしも詮せん索さくはしません。でも……旦那さまは誰かの為になるのであれば、ご自身のことに構わなくなることがあります。その優しさを、わたしは素す晴ばらしいと思いますが……少しだけでもいいですから、ご自身のことも考えて下さいね。もし旦那さまが倒れでもしたら、わたし……」

　俯うつむいて、黙り込むリルカ。しばらくしてから、少しこちらを見上げて、

「……すみません。出過ぎた真似だとは思っているんです。でも――」

　それ以上、言わせるわけにはいかなかった。

　オレは開きかけたリルカの唇に指先を当てて、微笑む。

「ありがとう。リルカの気持ちは嬉うれしいよ。でも、大丈夫、ちゃんとするから」

「……はい」

　そ、そんなこの世の悲劇をいっぺんに背負ったみたいな反応をされると、いっそのこと全部バラしたい気持ちにかられるんだが。

　……いや、ここは我が慢まんだ。全すべてを成功させる為に踏ふん張ばる時。

「ところで、お腹なかが減ったんだけど、今日の夕食はなにかな？」

「……あ。はい！　今日は豚肉が安かったのでそちらを卵液に漬けて焼きまして……」

　あえて明るく尋ねてみると、リルカもようやく安心してくれたのか、いつも通りに戻もどってくれた。

　笑顔になって前を歩いていく奥おくさんの背中を見ながら、オレは軽く息をつく。

　決行日は間もなく。

　なんとかアレも形になってくれそうだし――上手うまくいきそうだな。

　当日を思うと上手くいくだろうかと不安にもなるけど、同時に、楽しみにもなるのだった。




　そして、しばらくの時が経ち。

「頼たのんだわよ、ジェイク」

「リルカちゃんにバレないようにな」

「お兄ちゃんそういうの下手くそなんだから、気を付けてよね」

「いってらっしゃい、ジェイクちゃん」

　同どう僚りようやコニー、姉さん達から見送られながらオレは事務所を出た。一人から、余計なことを言われた気がするものの、今は流すことにする。

　自宅へと辿り着き、玄げん関かんの扉をノックした。

　間もなく、入り口が開いてリルカが顔を見せる。

「はい、どなたでしょう――あら、旦那さま？」

「や。ただいま」

　扉のノブを握ったままで、リルカはきょとんとしていた。

「どうされたのですか？　こんなに早く」

　今は午後一時過ぎ。確かにいつものオレだったら帰宅なんてするはずもない時間だ。

「ちょっと休きゆう暇かをとってさ。リルカを連れて行きたい場所があるんだけど」

「え、どこでしょう？」

「まあまあ。いいからいいから。目を瞑つむってくれる？」

　お願いすると、リルカは不思議そうにしながらも言う通りにしてくれた。

「オレの手を握にぎって。いいよって言うまでは、開けちゃダメだからね」

「は、はい、分かりました。でも、何処へ行かれるんですか？」

「内緒」

　握られた小さな手を引いて、オレは街を進んでいく。

　と言ってもそれほど遠いわけじゃなかった。ものの数分もすれば到とう着ちやくする。

「……旦那さま？　なにか人の声が沢たく山さんするんですが」

　オレが立ち止まったところで、リルカが首を傾かしげた。

「そうだね。いっぱい集まってるよ」

「お祭りですか？」

「んー。まあ、祭りと言えばそうかな」

「でも、リスティールのお祭りはもう終わったんじゃ……」

「リスティールじゃないよ。リルカとオレのお祭りだ。……もう目を開けてもいいよ」

　呼びかけると、リルカはゆっくりと瞼まぶたを上げた。

　それに伴ともなって、表情が少しずつ、唖然としたものに変わっていく。

　恐らく彼かの女じよの視界には、はっきりと映っているはずだ。

「旦那さま、これは……」

　彼女が本当は望み、実現したがっていたもの。

　――教会で行われる、結けつ婚こん式しきが。

「おめでとー！　リルカちゃん！」

「待ってたぜ、今日の主役！」

「準備は万ばん端たんよぉ」

「リルカ、教会に入って！」

　それぞれ結婚式用の衣装に身を包つつんだアイラ、ザック、姉さん、コニーが教会の前で手を振っていた。

　入り口はアーチの様になっていて、綺き麗れいに花で飾り付けられている。

「あ、あの、旦那さま？　これは一体？」

　なにが起こっているか分からない、といった風にリルカがこちらを見上げてくる。

「結婚式だよ。やりたかったんだろ？」

「い、いいえ、わたしはそんな！　旦那さまのご負担にもなりますし！」

「いいんだよ。オレだけじゃない。アイラもザックもコニーも姉さんも、皆みなが協力して頑がん張ばって準備してくれたんだ」

「そ、そんな……わたし……わたしなんかの為に……」

「なんかじゃないよ。さっき負担って言ったけどね。大好きな人の為にやることは負担じゃない。寧ろ、喜ばしいことなんだ。オレだけじゃない。アイラ達だって同じことを言ってくれたんだよ」

　オレは背を屈かがめ、リルカの頭を撫でた。

「本当はやりたかったんだろ？　結婚式。でもオレのことを思って遠えん慮りよしてくれてた。違う？」

「……それは……」

「前に言っただろ。時にはわがままになってもいいって。君の為なら、オレはなんだってするんだから」

　リルカは視線を落とした。唇を強く噛かみ締しめる。間もなく、その目が潤み始めた。

「だ、旦那さま。アイラさん達まで。わ、わたし……わたしは……」

　一つ、また一つと涙なみだが地面に痕あとを残していく。嗚お咽えつを上げながら、リルカはオレの胸に顔を埋めて来た。

「あ、ありがとうございます……！」

「ううん。こっちこそ、遅くなってごめん。君の気持ちをもっと早く察してあげるべきだった」

「いいんです、そんなこと！　わ、わたしはこんなことまでして下さった旦那さまや、皆さんの心遣いが本当に……本当に嬉しくて……！」

　泣き続けるけなげな奥さんを、オレは愛いとおしく思って、抱きしめた。

「おーい、そこ。いつまでもイチャイチャしてんじゃねぇよ」

「そうよ。待ちくたびれてるんだから。早くしなさいよね！」

　ザックとコニーに言われて、オレは苦く笑しようする。それもそうだ。

「リルカ、着き替がえておいで」

「……え？」

「ウェディングドレス。用意したから。教会の一室で着替えさせてくれるって」

　声をかけていると、教会の扉が開き、荒い足音が聞こえてきた。

「まああああああああああああ！　かわいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　猛牛のような速度でこちらまでやって来たのは、バトルフさんだ。しなを作りながらよくあんな勢いが出せるものだと思う。

「この人がジェイクちゃんのお嫁さんねっ！　んもうっ！　可愛すぎっ！」

「え!?　え、あの、旦那さま!?　こちらの方は!?」

「あ、ああ、バトルフさん。こう見……七ツ星の魔ま法ほう鍛か冶じ士しで、今回のウェディングドレスも作ってくれたんだ」

　危ない。こう見えてって言いかけた。

「そ、そうなんですか！　この度はありがとうございます、わたしなんかの為に……」

「んまぁっ！　おまけに謙虚！　非の打ちどころがないとはこのことねっ！　思わず食べちゃいそう！」

「た、食べないで下さい」

　何故なぜか分からないがこの人が言うと洒落しやれになってない気がする。

「嘘うそよ、う・そ！　もう、ジェイクちゃんったら真面目なんだから。じゃあリルカちゃん、着付けに行くわよ！」

「は、はい、分かりました」

「あ、やるのはあたしの女性の弟子だから、安心して！　心は女だけど見た目は男だから、抵抗があるかもしれないしっ！」

「そんなことありません。お願いします」

「まああああああああああああ！　いい子よおおおおおおおおおおお！」

　バトルフさんはリルカを抱き上げると、オレの方を向いた。

「じゃあ、少しだけ奥さんをお借りするから！　後で返すから安心して！」

「りょ、了りよう解かいです。また後ほど」

　相変らずの迫力に圧あつ倒とうされながら頷うなずくと、バトルフさんは来た時と同様、地面を叩き割るかの如ごとき走り方であっという間に去っていく。

「……大丈夫かな、リルカ」

　まあ、バトルフさんはなんていうか、色んな意味で頼たよりになる人だから問題ないだろう。オレも礼服に着替えてくるとしよう。

　教会に入り、別室で慣れないながらもどうにか着替えることが出来た。

　白い絹の手袋を嵌はめて、やれやれと胸を撫で下おろしていると、

「お待たせ、ジェイク。準備出来たわよ」

　アイラの声と共に扉が開いた。

　振り返ると同時に――オレは縫い付けられたようにその場で固まる。

「……だ、旦那さま。どうですか？」

　後から誰に突っ込まれようとも構わない。大げさだと笑われたって気にしない。

　その時確かにオレは、心の底から思ったのだ。

　――天使が居ると。

　純白のドレスはそこかしこが細かに飾り立てられ、胸の辺りに大きな薔薇ばらがあしらわれていた。ふわりと広がるスカート部分が、一歩進む度に優ゆう雅がに揺ゆれる。

　ぎこちなく歩み寄り、見上げてくるリルカの顔には薄うつすらと化粧が施されていて。

　仄ほのかに頬を紅色に染めながら、桃色の口紅を塗られた小さな唇を緩めている。

　その可か憐れんさは、尋常ではなくて。

　オレは、本当にこんな子と結婚しているのかと、今いま更さらに現実を疑ってしまうほどだった。

「なに見み惚ほれてんのよ、自分の奥さんに」

　あまりにも呆ぼう然ぜんとしてしまったせいか、同伴していたアイラに呆れられてしまった。

「あ……あ、ああ。ごめん。その。……綺き麗れいだよ、リルカ」

　改めて口にすると照れてしまう。リルカもまた、そっと視線を伏せて恥じらった。

「ありがとうございます。旦那さまも……格かつ好こいいです。とても」

「……ありがとう」

　なんだか落ち着かない気分になってしまう。結婚したばかりの頃ころに戻ってしまったかのようだった。

「やだああああああああああ！　初々しいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　後ろにいたバトルフさんが絶ぜつ叫きようする。

「いいわああああああああああああ！　あたしも結婚したいッ！　ほら、あなた、アイラさんだっけ!?　会場に居たじゃない、金きん髪ぱつでちょっと子どもっぽい顔した男の子！」

「え？　ザックですか？」

「そう！　あの子、紹しよう介かいしてっ！」

「いいですけど、あいつ、彼女いますよ」

「うそおおおおおおおおん！　運命は残ざん酷こくなものねっ！　いいわっ！　会場にいるいい男探してくるからっ！」

　言うが早く、踵きびすを返して、バトルフさんはその場から居なくなってしまった。

「なんていうか。物もの凄すごいわね、あの人」

　色々纏まとめて感想を述べるアイラ。同意する。

「まあ、いいわ。ほら、リルカちゃんを礼拝堂まで連れて行ってあげて、ジェイク」

「あ、ああ。分かった」

　だがその前にやることがある。オレは傍そばに置いてあったものを持ち上げた。

「リルカ。これ」

　花嫁が被るヴェールだ。そっとリルカの頭に乗せる。

「……あれ、不思議です」

　ヴェールを触って、リルカは言った。

「このドレスも素晴らしいものでしたが……このヴェールにはなんだか、温かみのようなものを感じます。どこか身近で、ずっと傍に居てくれたような」

「……そっか」

　さすがというべきか。悟られてしまったらしい。

「実はね……リルカ。そのヴェール、オレが作ったんだ」

「……え!?」

「仕事の合間にバトルフさんのところへ通って、習ってね。さすがにウェディングドレスまでは作れないから、せめてそれだけはって」

「じゃ、じゃあ、最近お疲れだったのは……！」

「うん。心配させて申し訳ない。一応オレも魔ま導どう工こう士しだから、それなりに手先は器用な方だとは思うんだけど」

　以前にもリルカに指輪を作って渡わたしたことがあった。

「それでも中々難しくて、バトルフさんに何度も怒られながら、ようやく完成したんだ。バトルフさんのドレスに比べると下手くそでごめん」

「……そんな。そんなこと」

　リルカは一歩、こちらに近付いて。オレのことを、強く抱きしめて来た。

「ありがとうございます、旦那さま。わたし、世界で一番の幸せ者です……！」

「……オレもだよ」

　微笑むと、後ろで咳払いの音が聞こえる。

「あー。もういいかしら？　さっきから二人の甘あまい空気を吸わされてお腹がはちきれそうなんだけど」

　アイラが苦笑いをしているのに、オレとリルカは慌あわてて謝った。

「そ、そろそろ行こうか」

　オレは、リルカに腕を差し出した。彼女は、はい、と答えて控えめにそれを掴んでくれる。そのまま、ゆっくりと歩き始めた。

「動きにくくない？　リルカ」

「はい。あの。何とかします」

　大丈夫だと言わないところが彼女らしいというかなんというか。思わずくすりと笑ってしまった。

　そのまま廊ろう下かを進むと、大きな扉とびらが出で迎むかえてくれる。

　……いよいよだ。喉のどを鳴らして、手をかけた。

　少しずつ、入り口が開いていき――。

　礼拝堂へと足を踏み入いれた瞬間、万ばん雷らいの拍はく手しゆが鳴り響いた。

　左右に並んだ長椅子に、大勢の人間が腰こしかけている。全てオレやリルカの関係者だ。

「おめでとう、リルカ。うちの馬ば鹿か弟子の面めん倒どうを見てくれて感謝してるよ」

　奥へと進んでいくと、メーヴィス師し匠しようが口の端をわずかに上げて言ってくる。

「そ、そんな。メーヴィスさんのおかげでわたしは旦那さまと結けつ婚こん出来て……」

「あたしは大したことしてないよ。寧むしろ厄介な奴を押おし付けちまったかと、少し後悔しているくらいだ」

「さっきからオレの評価酷ひど過すぎないですか、師匠……」

　そんなことありませんよと反論出来ないのが辛つらいところだが。

「……ま、こんなんでも業界じゃ貴重な人材だ。これからもしっかり支えてあげておくれ」

　肩かたを竦すくめる師匠に、リルカは元気よく「はい！」と答えた。

「リルカちゃーん！　滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいわよー！」

「ああ。ジェイクが霞かすんで見えるぜ！」

　アイラ、ザックが声をかけてくる。霞んで見えるは余計だ。

　ザックの隣となりでは、ティマさんが控えめに笑って「おめでとうございます」と言ってくれた。

　皆に色々と祝いの言葉をもらいながら進んでいくと、両親の姿が見える。

「ジェイク、おめでとう。まったく、結婚式をしないと思ったら突とつ然ぜんやり出すとか、お前の行動はいつも予想がつかんな」

「まあ、小さい頃からそうだったけどねえ」

　父親、母親から揃そろって苦笑されて、オレは頭を掻かいた。

　と――そこで。

「ねーねちゃん！　おめでと！」「おねちゃん！　おねちゃーん！」「おねえちゃん！」「ねーちゃーん！」

　小さな男の子や女の子達が跳とび上あがって、こちらに手を振ふって来た。傍かたわらには彼らより頭一つ分ほど高い身長の女の子と、妙みよう齢れいの女性もいる。どちらもリルカと同じ髪の色だ。

「ユキちゃん、マーサくん、ディオくん、エドくん！　イリーナちゃんとお母さんまで……！」

　リルカが驚おどろいたように立ち止まった。そう、全員、リルカの家族だ。

「わざわざ来てくれたの!?」

「当たり前よ。お姉ちゃんの晴れ舞台だもん」

　イリーナが胸を叩たたくと、傍らに居たリルカのお母さん、エイダさんも微笑んだ。

「おめでとう、リルカ。とっても綺麗よ」

「……お母さん。体が弱いのに……」

「平気よ。ジェイクさんや同僚の方々が迎えに来て下さった上、とっても良い馬車を用意して頂いたから。それに……娘の結婚式に、母親が来ないでどうしますか」

　その言葉にリルカはまた涙ぐんだ。いや彼女だけでなく、オレもぐっときてしまう。

「ダメよ、リルカ。泣いては化粧が崩くずれてしまうわ」

　エイダさんに頭を撫でられて、リルカは頷き、必死に泣き崩れるのを我慢していた。

「ジェイク、おめでとー！」「おめでとージェイク！」「ジェイクジェイク、おみやげは？」

「おみやげおみやげ!!」

　子ども達が先を争うように飛びついてくる。

「こらーっ！　ジェイクさんの服に皺しわがつくから触さわらないの！　後、お土産みやげはありません！　なんで来た方が期待してるの！」

「えー」「えー」「ええー」「ええええ」

　イリーナに怒おこられて、一いつ斉せいに頬を膨ふくらませた子ども達に、オレはつい笑ってしまった。以前にお邪じや魔ました時と同じだ。

「さあ、行きなさい、リルカ」

　エイダさんに促され、オレとリルカは再び進み始めた。

「あああ！　リルカ！　リルカあああああ！　あああああ！」

　かと思えば悲鳴のような声が聞こえて来て前に飛び出してくる人がいる。橙だいだいの髪を三つ編みにした女の子だった。結婚式用だろうドレスを身に纏まとっているのに、頭には三角帽ぼう子しを被かぶっているから、ちょっと不自然に見える。

「アネスちゃん!?」

　リルカが目を丸くすると、件くだんの人物――彼女の幼おさな馴な染じみであるアネスは叫さけんだ。

「リルカあああああああ！　可愛いよおおおおおおお！」

　既すでに泣きまくっているので、顔がぐちゃぐちゃだ。せっかく可愛らしい造りをしているのに、台無しだった。

「アネスちゃんも来てくれたんだね……！　ありがとう！」

「当たり前だっ！　リルカの花嫁姿を見る為なら、どこだってあたしは駆けつける！　たとえ招待主がジェイクでもだ！」

　どういう意味だそれは。

「で、でも、いいか！　これくらいで良い気になるなよ、ジェイク！　あたしはまだお前を認めていないんだからな！」

「認められないとどうなるんだ」

「え。あの。ええと。あれ」

　涙で目を腫らしたまま首を傾げるアネス。しばらくしてから、名案を思い付いたとばかりに手を打った。

「……なんかあれだ！　不幸になる！」

　ざっくりしてるなー。

「オレが不運に見舞われるとリルカも影えい響きようを受けるんだけど、それはいいのか？」

「ええ!?　ダメに決まってるだろ、そんなの！　バカかお前は！」

　言い出したのはアネスでは？

「とにかく！　あれだ！　ジェイクだけにすっごく嫌いやなことが起こるからな！　あたしのリルカをとった罰だこれは！　やーい！　やーいやーい！　犬のうんことか踏んで一日中がっくりしろー！」

　発想が子どもだ。

「ちょっと、なによ、あなた！　さっきから聞いてればお兄ちゃんに悪口言って！」

　そんな彼女に噛みついたのは、コニーだった。

「お兄ちゃんと結婚出来たリルカは幸せよ！　大幸運よ！　寧ろ感謝して欲ほしいくらいだわ！」

「なんだと!?　逆だ逆！　ジェイクが大幸運なんだ！　うだつの上がらない人生だったのが、リルカと結婚出来たおかげで最高のものに変わったんじゃないか！」

「うるさいわね！　そんなわけないでしょ！　なんなのよ、あなたは！」

「お前こそなんだ！　この兄バカ！」

「なにをぅ！　このリルカバカッ！」

　二人は互いを罵ののしりながら、頬を掴つかんで引っ張り合う。……あの。通行の妨げになってるんだけどな。

「ふ、二人とも喧けん嘩かはやめて……」

　リルカがおろおろし始めたが、

「はいはい、コニーちゃん、華やかな場で醜い争いを始めなーい」

「いい加減にしないとお姉ちゃんから嫌われるわよ、アネスさん」

　やって来たアイラとイリーナから、強ごう引いんに連れていかれてしまった。

「ああああああ！　リルカあああああ！　すっごく、すっごく、すっごく可愛かったぞおおおおお！」

「リルカあああああああ！　お兄ちゃんを頼むわよおおおお！」

　絶叫を教会中に轟かせながら、二人は急速にこちらから離れて行く。

「……行こうか、リルカ」

「は、はい」

　幾いく分ぶんか不安そうな顔をしていたリルカだったが、オレの呼びかけに頷いた。

　目の前では神父さんが佇たたずんでいる。オレ達はようやくそこまで辿たどり着ついた。

　リルカと向かい合う。心臓が脈打ち始めた。あまりに激しくて、爆ばく発はつしてしまうんじゃないかと本気で思ってしまう。

　――が、その時。

「ちょおおおおおおおおおおっと待ったああああああああああああ！」

　扉が激しく開かれた。何事かと振り向むくと、入り口に女性が立っている。

　道化師かと見み紛まがうばかりの派手な衣装に、シルクハットを被り、そこには猫ねこの顔を模したぬいぐるみがくっついていた。

「おほほほほほ！　このワタクシを差し置いて結婚式とは、ジェイクさんもお偉くなったものですわねっ！」

　杖つえを振り回まわしながら、女性はつかつかとこちらに近付いてくる。後ろにはぞろぞろと部下らしき人もいた。

「ワタクシに一言さえあれば？　この最強！　無限！　無双の財力にてこのような規模とは比べものにならないくらいの会場を用意して差し上げたのに！　惜しいことをしましたわよ、あなた！」

「…………あの」

「なにかしら？　ああ！　いやいや、いいの。ジェイクさんのことだから、ご遠慮なさったんでしょう!?　自分の結婚式如きにワタクシの手を煩わせるのは申し訳ないと！　だからこっそりと！　ひっそりと！　しめやかに！　ワタクシを招待せずに始めたんですわね！　分かっておりますわよ、ワタクシ、察しの良さではそこらの有象無象に比べて群を抜ぬいておりますから！　でもせっかくですからお祝いの言葉くらいはあげようと、そんな風に思いましてね？　おほほほほほほ！　いいですのよお礼なんて！　この程度！　六ツ星のワタクシには！　当然のことですものっ！」

「……いや、というか」

　オレは正直に訊きいた。

「どなたでしたっけ？」

　ごんっ、という音が教会に響ひびく。女性が倒れて思いっきり額を床ゆかに打ち付けたのだ。

「ああ！　ネクトール様！　お気を確かに！」

　部下達たちがわらわらと集まり始めた。

「ん？　ネクトール？」

　ああ。そういえば。

「ここ、事もあろうに忘れないで下さいましっ！　ワタクシ、ネクトールですのよ!?　六ツ星魔法薬士の！　あなたの！　ジェイクさんの好敵手の！　そうでしょう、お前達!?」

『はい、その通りです！』

　ネクトールと呼ばれた女性を助け起こしながら部下達が唱和する。

「えーっと……」

　そういえば、なんか、以前、対決したような、していないような。そんな記き憶おくが薄らと脳内の何処どこかにあるような、ないような。

「しししし、失礼千せん万ばんなっ！　ちょっと！　ちょっとあなた！　そこに直りなさいな！　許しませんわよっ!?」

「へいへい。部外者は出てってね」

　こちらに食ってかかってこようとしていたネクトールさんは、後ろから誰だれかに掴まれた。見ればアリッサ姉さんだ。

「アリッサ姉さん！　来てくれたのか!?」

　一応、最後に居たという街に招待状は送ったが、正直、届いているかどうかも怪あやしいところだったから、半ば諦あきらめていた。

「街を出ようとした直前にきたからね。感謝しなさいよ。忙いそがしい合間を縫って出てあげたんだから」

　冗じよう談だんめかして言うと、

「じゃ、というわけで、あたしはこの人追い出だしてくるから」

　アリッサ姉さんは、ネクトールを引きずって入口へと向かっていった。

「あああ！　ちょっと！　ちょっと待ちなさいな!?　ワタクシを誰だと思っているんですの!?」

「ただの不審者」

「そ、そんなわけないでしょう!?　不調法な真似まねは……こら！　どこを触っているのですの！　ああ！　きゃああああああ！」

　そのまま、部下達と一いつ緒しよに教会から連れ出されていく。

「……なにしにきたんだろう、あの人」

「分かりません……」

　リルカと会話を交かわしながら、二人で同時に首を傾げた。

　……いや、今はいい。気を取り直そう。

「あの、神父さん、お願いします」

　声をかけると、ネクトールの登場にいささか虚を衝かれていたらしき神父さんは、我を取り戻したような顔をした。

「そ、そうですか。では……」

　改めて、厳おごそかな声で言い始める。

「新郎、ジェイク＝レイランドよ。あなたは、病める時も、健やかなる時も、喜びの時も悲しみの時も、富める時も貧しい時も、これを愛し、慰なぐさめ、助け、その命ある限り、新婦リルカ＝メーアを愛し続けることを……誓ちかいますか？」

「はい。誓います」

　オレはリルカと向かい合い、彼女の目を見て堂々と言った。

「宜よろしい。では、リルカ＝メーアよ。あなたは、病める時も、健やかなる時も、喜びの時も悲しみの時も、富める時も貧しい時も、これを愛し、慰め、助け、その命ある限り、新郎ジェイク＝レイランドを愛し続けることを……誓いますか？」

「……はい」

　こちらと真まっ直すぐに視線を合わせ、透すき通とおった瞳ひとみで、リルカは答える。

「――誓います」

　神父は頷き、

「宜しい。では……神の御前にて、誓いの口づけを」

「……えっ」

　リルカが明らかに動どう揺ようした。

「く、口づけ。こ、ここで、ですか？　く、唇くちびるどうしで……ですよね？」

「そうですよ。結婚式ですから」

「で、でも。あの。だって。そ、そんなのやったこと」

「リルカ」

　優やさしく声をかけて、オレはリルカのヴェールを上げた。

　……未いまだ戸と惑まどっている彼女に。

　なによりも大事な奥さんに。

　心から愛している人に。

「大好きだよ」

　気持ちを伝えて、オレは背を屈めると――。

　その小さな唇に、口づけした。

　わずかな間、そのままで居て、離はなれる。

　そこには、顔を真っ赤にした、世界最高の女の子が居た。

　歓かん声せいが聞こえる。皆がオレとリルカを祝福してくれている。

　そのうるさいくらいの騒さわぎの中で。

「……わたしもです、旦だん那なさま」

　それでも、リルカの声だけは――はっきりと、聞こえていた。




「……て……きて……」

　どこからか声が聞こえてくる。体を揺らし、懸けん命めいにこちらへ呼びかけていた。

「……きて……おきて……」

　やがてそれは大きくなっていき――。

「おきて、おとしゃん！」

　はっきりと耳に届いたので、オレは目を覚ました。

　目の前には、小さな女の子が居る。幼く愛らしい顔立ちに、肩の辺りで切り揃えた綺麗な銀色の髪。
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　オレの体にまたがって、胸の上に手を置いていた。

「おとしゃんおきて！　ごはん！」

「あ……ああ、うん。ごめん。起きるよ、ミナ」

　欠伸あくびをしながら体を起こすと、ミナは「きゃーっ！」とはしゃぎ声を上げてベッドを降りて、全速力で走りながら出ていった。

「子どもは元気だな……」

　こちらは昨日の疲つかれがまだ残っているというのに。歳としだろうか。……いや、よそう。朝から暗くなってくる。

　着替えてから、居間へと向かうと、食しよく卓たくにミナが座すわっていた。

　豊かなスープの匂におい。卵巻きを焼く音。食卓に置かれた瑞々しい野菜のサラダ。

　幸せの象しよう徴ちようであるかのような朝食が準備されていて、オレは自然と心が安らぐ。

「おはよう」

　挨あい拶さつをすると、ミナは目を輝かがやかせて、台所を振り向いた。

「おかしゃん！　おかしゃん、おとしゃんおきてきた！　ミナがおこしたの！」

「そう。偉えらいね、ミナちゃん」

　ミナから声をかけられると、その人は包丁の動きを止めて、こちらを振り返かえる。

　柔やわらかな笑えみと共に、オレに向かって優しく告げた。

「おはようございます、旦那さま」

　いつもの声。いつもの言葉。なんでもない、でも心に沁みる慈しみの言葉。

　オレは自然と微笑ほほえみながら、答えるのだった。

「おはよう――リルカ。いい匂いだね」

　一日が始まる。

　可愛かわいい奥おくさんと娘に見送られて……オレは、今日も仕事に勤しむのだった。




ｆｉｎ







あとがき







　生きていると、どうしても変化を恐れてしまう時があります。

　新しい物を取り入れることで、何か問題が起こってしまったら。

　穏やかな日常が壊れてしまい、今までのように生きられなくなってしまったら。

　もちろん、不安が的中することはあります。後悔することもあるかもしれません。

　ただ、新しい何かは次の「日常」を生み出すだけでしかなかったなんてことも、もちろんあるわけで。

　更にそれは、今までの「日常」よりずっと素晴らしいものであるかもしれないのです。

　そんな風に考えながら、「勤労魔導士が、かわいい嫁と暮らしたら？　３　「はい、しあわせです！」」を執筆していました。

　お久しぶりです、空そら埜の一かず樹きです。

　なんだか一周回ってスタート地点に戻って来たような主人公達でしたが、彼等はこれからも末長く幸せに、見ていてむず痒くなるほどイチャついて暮らしていくのでしょう。

　ちくしょう！　バーカ！

　……つい本音が出てしまいました。

　とは言え本作の主人公とヒロインは、今までのシリーズと違った関係性で書くことが出来たので、ぼくとしては非常に新鮮でした。

　大抵の話は主人公たちが結びついたところで終わるので、終わった後でどうやって過ごしていくのかを考えるのも、また違う楽しさがあり。

　後はお仕事物という面からも、社会人的なエピソードを入れられたりして、色々と新しい試みが出来たのではないかなと思います。

　そういった意味で、印象に残る物語となりました。

　まあ、本当、これだけ清々しく好き合っている二人も珍しいので、ハンカチを噛みながらも面白がっていた次第です。

　閑話休題。謝しや辞じへと移ります。

　担当Ｎ様、Ｓ様。ほのぼの日常メインという、少々珍しい感じの作品に、色々と助言を下さり本当にありがとうございます！　大変助かりました。

　イラストを描いて下さったさくらねこ様。３巻の表紙を見た瞬間、その緻ち密みつさと華やかさ、可愛らしさに思わず息を呑んでしまいました。口絵も挿絵も、ぼくの乏とぼしい語ご彙い力りよくでは表しきれないほど素晴らしいものでした。ありがとうございます！

　様々な面でメッセージを下さる方々。皆様の感想を糧にして、ぼくは今日も生きていくことが出来ています。

　最後に、この本を読んで頂いた全ての読者様へ。

　最大限の、感謝を。

　またどこかでお会いしましょう。





十月　空埜一樹　ＢＧＭ「Seize the day」

ブログ　『空ノページ』　http://sorano009.hatenablog.com/
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